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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　───二二二二外門〝月つき影かげの都〟

　焼け落ちる故郷の森を、黒ウサギは泣きながら走り抜ぬけた。幼く小さい手足を必死に前へと動かし、息を切らし、月明かりに吼ほえる獣けものに怯おびえながら、必死に逃にげ続けた。

　街かい道どうは既すでに獣で埋うめ尽つくされて通れない。彼女が走っているのは、舗ほ装そうされていない森の獣けもの道みち。素す足あしで駆かける幼い足は砂利じやりと棘とげに傷つき痛々しく出血している。

　それでも黒ウサギは、泣きながら走り続けた。

「はあ。はあ………！」

　───今日は、楽しい誕生祭のはずだったのに。

　お母様や叔母おば様が見み繕つくろってくれた御み子こ服を着て、練習してきた奉ほう納のう演武をしたあと、いつもの年のように日が明けるまで楽しく過ごすはずだった。

　なのに後ろを振ふり返れば、故郷は火の手に包まれ阿あ鼻び叫きよう喚かんに沈しずんでいる。

「……っひ、っく………！」

　しゃくりあげるような泣き声を、喉のどもとで押しとどめた。

　耳を澄すませば、コミュニティを襲おそった獣達の咆ほう哮こうが聞こえてきそう。もしも足を止めてしまえば、彼女の幼い身体からだは容易たやすく引き裂さかれるだろう。

　あれほど強きよう靭じんな〝月の兎うさぎ〟の同士でさえそうだった。

　数多あまたの恩恵ギフトを授さずかり、箱庭でも屈くつ指しと謳うたわれた同士たちを、あの獣達は容易く切り裂いていった。帝たい釈しやく天てんの加護で守られていたはずの結界をものともせず、神群もかくやという軍勢を率いてきたのだ。

「お父様………お母様………‼」

　自分を逃がすために殿しんがりを買って出た両親。二人の安否を気き遣づかいながら、転がるように森を駆ける。しかし彼女の後ろからは、既に獣の吐と息いきが聞こえ始めていた。

　大木よりも太い四し肢しで木々を伐ばつ採さいし。鋼はがねより鋭するどい爪つめで大地を引き裂いて。山河を吞のみ込むような牙きばを剝むきながら。獣の疾しつ走そうは地じ響ひびきとなって着実に黒ウサギの後ろに迫せまっている。

　夜の森といえど、今夜は月明かりが明るい。人ひと影かげを見つけるのは容易いことだ。

　這はい寄る地響きを聞くたびに、恐きよう怖ふで背筋が凍こおる。

　森を駆ける獰どう猛もうな視線が黒ウサギを捉とらえると、壮そう絶ぜつな殺気が黒ウサギを襲った。

「………ぁ、」

　尋じん常じようでない威い圧あつ感かんに、足をもつれさせて横転する。

　転げ落ちた黒ウサギは森の中でも一ひと際きわ大きな大木の幹に受け止められた。

「い、たい………！」

　地面と浮うき出た木の根に全身を強打し、幼い身体が軋きしみながら悲鳴を上げる。これ以上走ることは客観的に見ても無理だった。恐怖にカタカタと震ふるえながら木の幹に縋すがり付く。

　ミシリ、ミシリと近づいてくる地響き。獣の吐息。木々を踏ふみ砕くだくその存在感。

　木こ陰かげからのそりと現れた獣は───白はく蛇じやの胴どう体たいと四肢を持つ、双そう頭とうの異形だった。

「っぅ、ぁ………⁉」

　紅玉のような魔ま眼がんがギョロリと睨にらむ。その仕草だけで唇くちびるが痙けい攣れんし、悲鳴を上げることさえままならない。巨きよ大だいな顎あぎとは幼い黒ウサギなど容易に丸まる吞のみ出来るだろう。獲え物ものを視界に捉とらえた双頭の怪かい物ぶつは一足飛びで黒ウサギにのしかかった。

　双頭の白蛇は極ごく上じようの獲物を得て、滂ぼう沱だの様に涎よだれを垂らしながら黒ウサギを威い嚇かくする。幼くも白雪のように美しい柔やわ肌はだに軽く爪を立て、傷口から溢あふれた血液を蛇へびのような舌で舐なめとる。その美酒のような喉のど越ごしに気を良くした双頭の白蛇は、互たがいに奪うばい合うかのように柔肌へ貪むさぼりつく。幼い黒ウサギは恐怖に震えながら、己おのれの死を覚かく悟ごした。




「───ＧＥＥＥＹＡＡＡＡＡ!!!」




　天地を揺ゆるがすほどに猛たける咆哮。

　しかし、それは双頭の白蛇ではなく。

　さながら太陽のように光り輝く鬣たてがみを持つ、黄金の獅し子しが放ったものだった。

「え………⁉」

　黒ウサギは一いつ瞬しゆん、その残ざん影えいを見み間ま違ちがえたかと思った。

　鼻先三寸にまで迫った双頭の白蛇に、側面から襲い掛かかる黄金の獅子。その鬣は流星に見み紛まがうほど眩まばゆく、見る者全すべてに王者の風格を思わせるだろう。

　獅子は双頭の片首を嚙かみ千切り、敵を易やす々やすと振り回して大地へと叩たたき付ける。途と端たんに噴ふん水すいのような血ち飛沫しぶきが舞まった。致ち命めい傷しようを負った双頭の白蛇だったが、千切れた首から噴ふん出しゆつする血飛沫が瞬またたく間に大だい蛇じやや蠍さそりへと変へん幻げんし、獅子の身体を搦からめ捕とる。

　身動きを封ふうじられた獅子に襲いかかる白蛇。鋭く尖とがった爪が鬣を搔かき毟むしる。

　獅子は既すんでのところで横転し致命傷を免まぬかれたが、白蛇が切り裂いた鬣は金こん剛ごうにも勝まさる強度だ。直ちよく撃げきを受ければ獅子もただでは済まない。

　追つい撃げきを仕し掛かけようと跳とびかかる双頭の白蛇。

　だがその両者に割り込むように、もう一つの影かげが罵ば倒とうと共に躍おどり出た。

「馬ば鹿か者、油断するな！　日天の獅子がその様ざまでどうするッ！」

『ええい、鬼おに子ご風ふ情ぜいに言われんでもわかっとるわいッ!!!』

　罵倒は女性のものだった。

　月明かりを背負って現れたのは、煌こう々こうと輝かがやく金糸の様に鮮あざやかな髪かみと美び貌ぼうの持ち主。如何いかに広大な箱庭でも、これほど外見的に特とく徴ちようのある種は一つしかない。

　黒ウサギは腰こしを抜かしたまま息を吞んで驚おどろいた。

「きゅ、吸きゆう血けつ鬼きの純血………それに、日天の獅子……⁉」

　目まぐるしく変わる状じよう況きように混乱しながらもようやく声を絞しぼり出す。

　一目見ればわかるほどこの二人は異常な組み合わせだった。

　夜を支配する吸血鬼と日天───太陽神スーリヤの戦車チヤリオツトを引く獅子。相反する二種がこうして共に同じ戦場に立つなど異様な光景でしかない。

『蜥蜴とかげ如ごときが、何時いつまでもワシを縛しばれると思うなッ!!!』

　黄金の獅子は、烈れつ風ぷうの如き咆哮を上げた。その咆哮に呼応するように鬣から迸ほとばしる炎えん熱ねつは嵐あらしとなって有う象ぞう無む象ぞうを蹴け散ちらしていく。

「……………⁉」

　───純血の吸血鬼と日天の獅子。この二人が相手では分が悪い。

　そう判断した双頭の白蛇は、森の木陰に飛び退のき去って行った。すぐに追い打ちをかけようとする獅子と吸血鬼だったが、すぐにそれを制止する声がかかる。

「二人とも、そこまで。これ以上は深追いしなくていいわ」

　制止の声もまた女性のもの。啞あ然ぜんと事の成り行きを見つめていた黒ウサギは、獣道から現れた女性をただ黙だまって見上げる。

　白いトレンチコートに革かわのロングブーツを履はき、左右の耳に逆さか廻まきの貝かい殻がらで出来たピアスを付けた女性。金こん平ぺい糖とうの様にふわりとした金きん髪ぱつと人ひと懐なつっこい顔立ちは、そのまま彼女自身の仁徳の高さを表しているように感じられた。

　追従する獅子は金髪の女性に擦すり寄って問う。

『しかし金糸雀カナリア。アレは放ほうっておくと無限に増ぞう殖しよくしていく。芽を摘つむなら今しかない』

「アレを一匹ぴき狩かったぐらいじゃどうにもなりゃしないわよ。本体を倒たおさない限り無限に増えるんだから」

『だからと言って放っておくのは、』

「良いから言うこと聞きなさい。太陽の主権で強化してるって言っても、アンタが弾はじけるのは刃は物ものだけでしょ。あの龍りゆうが相手じゃ分が悪いわ。………それより」

　ふっと、金糸雀と呼ばれた女性と黒ウサギの視線が合う。

　へたり込んでいる黒ウサギを抱だき上げた彼女は、小首を傾かしげて笑いかけた。

「初めまして、ウサギのお嬢じようさん。大だい丈じよう夫ぶだったかしら？」

「は、はい」

　コクリ、と小さく頷うなずく。

　金糸雀も金平糖のような髪を揺らし、にこやかに頷いた。

「私達は同盟の誓ちかいを果たす為ために、〝月の兎〟の下もとへ馳はせ参さんじました。貴女あなたの名前は？」

「く、黒ウサギです」

　おや？　と小首を傾げる金糸雀。

　しかしすぐ事情を理解し、苦く笑しようを漏もらした。

「そっか。貴女、まだ名前をもらってないのね」

「は、はい。今日の誕生祭で、本当ならお母様から───」

　そう言いかけて、言葉に詰つまる。途端に目め頭がしらへ悲しみが込み上げてきた。

　父母は、家族は、一族は、黒ウサギを逃がすために殿を引き受けた。それが命を賭としたものだったことぐらい、十歳の黒ウサギにだって理解できる。

　だから必死に堪こらえても、涙なみだは止め処どなく溢れて流れ落ちていった。

「………貴女のご両親は？」

「と、忉とう利り天てんに通じる門を守ると言って………一族は皆みな、城に残りました。私だけ御み子こだから………授かった恩恵を持って逃げろって、お父様が………！」

　ポロポロと大おお粒つぶの涙を零こぼしながらギフトカードを金糸雀に手て渡わたす。

　白と黒の半月に彩いろどられたカードを見た金糸雀は、事情を察したように視線を落とした。

「月の主権と〝月界神殿チヤンドラ・マハール〟………そっか。貴女が噂うわさの御子様だったのね」

　金糸雀はその涙をそっと拭ぬぐい、優やさしくその背中を抱きしめる。

　───〝月の兎〟は生来、数多の〝恩恵ギフト〟を主神から授かるが、その中でもとびきりのレアリティを持つという最強種の神格武具。

　長い歴史を持つ彼らだが、神格武具を授かった者たちは一世代に最大で三人までだったと伝えられている。しかし今代においてその記録は完全に打ち破られた。

　黒ウサギは僅わずか十歳にして、四つもの神格武具を授かったのだ。

〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟

〝疑似叙事詩・日天鎧マハーバーラタ・カルナ〟

〝疑似叙事詩・梵釈槍プラフマーストラ・レプリカ〟

　月の主権・〝月界神殿チヤンドラ・マハール〟

　帝釈天が従える最強の武神衆・護法十二天。

　武神のうち四天もの神格武具を授かった少女。

　その比類なき才能に一族は当然の様に沸わき立った。幼い同士はこともあろうか月の主権まで持って生まれ、一族が失った故郷〝月界神殿〟までも授かって生まれたのだ。この吉きつ兆ちようは〝月の兎〟の更さらなる繁はん栄えいを呼ぶだろうと誰だれもが彼女に期待をよせた。

　以来、黒ウサギは〝月の兎〟の御子として祭り上げられ、彼女の誕生日を毎年のように祝った。本当なら今いま頃ごろ、父母とともに楽しい夜を過ごしているはずだったのだ。

「うん……ここまでよく頑がん張ばった。後は私たちに任せて、今夜はゆっくりお休みなさい。寝ねて起きるころには───私たちが、全部終わらせてるから」

　金糸雀がそう口にすると、森の木々を吹ふき抜ぬける風が吹いた。吹き抜けた一いち陣じんの突とつ風ぷうは夜天の雲を散らして満天の星を映し出す。

　ユラリと右手を上げた金糸雀は、燦さん爛らんと輝く指輪に力を込める。

　彼女の背後に控ひかえていたレティシアは口元をヒクつかせて驚いた。

「お、おい、金糸雀」

「忉利天へ続く天門が破は壊かいされた今、護法十二天が箱庭に来る道は閉とざされた。………ってことはつまり、あの魔ま王おうを止められるのは私たちだけよ。他ほかの天軍が出てきたら中層・下層は浄じよう化かという名目で焦しよう土どでしょ。そんなの御ご免めんだわ。───というわけで、出番よ〝燕尾服の魔王クロア＝バロン〟」

　金糸雀が呼ぶや否いなや、深しん淵えんよりも濃こい影が夜天を覆おおった。

　極ごく々ごく一部の神しん霊れいと悪あく魔まだけが所持する、世界の境界を操作する力───〝境界門アストラルゲート〟が天を裂さいて開門する。

　裂けた夜天から蠢うごめくように這はい出た影は、やがて顔の無い平面的な人ひと影かげを形作り、燕尾服と山やま高たか帽ぼうを被かぶった化け生しようとなって金糸雀の前に立つ。

　白蛇より一層の異形を前にして、黒ウサギは堪たまらず悲鳴を上げた。

「ほ、ほ、本物の死神グリムリーパー………⁉」

『ＹＥＳ！　キハハ、コレはまたオレ様好みの将来性抜ばつ群ぐんな野の兎うさぎだなァ！　きっとこの子は清く正しくエロ可愛かわいく育つぜ！　コレが今回の貢みつぎ物ものかいマスター⁉　だったらオレ様ハッスルしちゃうぜ‼　三日三晩飲まず食わずでギッコンバッタン頑張っちゃうぜ!!!』

　ひぅ、とウサ耳を萎しおれさせて金糸雀に抱きつく。

　怯おびえるその仕草が面おも白しろかったのか、顔の無い燕尾服の死神は三日月のように口を裂いて地べたをゲタゲタと笑い転げた。

　───死神・〝燕尾服の魔王〟。

　南米に現存する宗派に描えがかれた、知る人ぞ知る生と死と快楽の神霊である。彼は生者が死者の世界へと通過する十字路に立ち、生命を通して全知を得るという。

　賢けん神じんとしても名高い神霊だが、その本質は猥わい雑ざつな言動と異性に対する劣れつ情じようを是ぜとする、愛の神だ。

　彼ひ岸がん、死者の日、ハロウィンといった、世界に数ある万ばん霊れい節せつを象しよう徴ちようする彼の霊格は、文句なしに強大なものだろう。

　異形の死神にすっかり怯えてしまった黒ウサギを、仕方なくレティシアへ手渡す。

　金糸雀は小さくため息を漏らしたのち、無言で〝燕尾服の魔王〟の股またを踏ふみ潰つぶした。

『オフゥ⁉』

「ちょっと落ち着けこの駄だ神しん。怖こわがってるじゃない」

『だ、だからってテメェ、オレ様のゴールデンマグナムを踏みつけるとはどういう了りよう見けんだこのビッチマスター………⁉』

「そんなのどうでもいいから、連盟に私名義で通達なさい。〝全軍、集結せよ〟って」

　───ピタリと、股こ間かんを押さえて痙けい攣れんしていた影が静止する。

　平面的な実態しか持たない死神の影は、さも不思議そうな声こわ音ねで問い返した。

『………全軍だと？』

「そう、全軍。───出来ないとは言わせないわ、〝燕尾服の魔王〟。初冬のこの時期はアンタの霊格が支配権を強める時期。活動可能なコミュニティを全て召しよう喚かんなさい」

　白いコートを靡なびかせて不敵に宣言する。そこに先ほどまでの優しい表情はもうない。

　金糸雀の顔には歴戦の戦士だけが見せる、裂れつ帛ぱくの気き迫はくが迸ほとばしっていた。

　そこでようやく遊びを止やめる〝燕尾服の魔王〟。

　彼は天を仰あおぎ、全知を秘するという瞳ひとみを刮かつ目もくさせる。しばし周囲の動向を探さぐっていた影だったが、敵の正体を捉とらえた途と端たんに舌打ちした。

『………本気かよ。あの蜥蜴、魔王の中でも最古参の一角だぜ。本来なら十二天や主神クラスの領分だ。オレたちが束になっても勝てるかどうか、』




「馬鹿ね。だからこそ面白いんじゃない」




　この窮きゆう地ちを楽しまなくてどうするんだと、悪戯いたずらっぽく笑う金糸雀。

　一いつ瞬しゆん瞳を丸くした影だったが、その気迫に感化されたようにゲタゲタと卑いやしく笑った。

『………久しいなァ、その気迫。ディストピアの魔王を殺した時を思い出すぜ。思わず、コロコロッと惚ほれ直しちまうよ』

「ふふん、好きなだけ惚れ直しなさい。───出来るわね？」

　主あるじの真っ直すぐな期待を受ける燕尾服の影。

　命令を承うけたまわった従僕は、下げ卑びた哄こう笑しようと共に夜天を十字に切り裂いた。

『キハハハハッ!!!　オーケー、承った！　一丁ド派手に召喚よんでやるかッ────!!!』

　刹せつ那な、〝燕尾服の魔王〟の霊格そんざいが天を覆うほどに膨ぼう張ちようした。

　星空の裂け目は現世と幽世を経由する門となり、遥はるか彼方かなたの同士たちを召喚していく。

　十文字に開かれしこの境界こそ、全知の死神が預かる天門の一つ。万霊節の境界によって開かれた門の向こうには───百に等しい、膨ぼう大だいな数の旗印シンボルが靡いていた。

「旗印………あの全すべてが………⁉」

　黒ウサギは抱かかえられたまま、驚きよう嘆たんを込めて呟つぶやく。

　高く掲かかげられた旗印はそのいずれもが百ひやく戦せん錬れん磨まを謳うたうコミュニティのもの。




　百万の瞳を持つ〝ラプラスの悪魔〟の旗があった。

　炎えん熱ねつで夜を照らす〝サラマンドラ〟の旗があった。

　天を駆かける〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟の旗があった。

　聖せい剣けんの輝かがやきを放つ〝アヴァロン〟の旗があった。




　四桁けたに本ほん拠きよを構える彼らは、いずれも一いつ騎き当とう千せんにして百戦錬磨。

　全てが上層出身者である彼らは、歴代でも屈くつ指しの〝階層支配者〟たち。

　いの一番に召しよう集しゆうに応じた〝サラマンドラ〟が、旗印を靡かせて金糸雀の眼前に姿を見せる。火龍の旗印に続くように、翼つばさを持つ亜あ龍りゆうの面々が次々と彼女の前に下り立った。

　金糸雀は少し意外そうに彼らに笑いかける。

「………意外。一いち番ばん乗りが貴方あなたたちとは思ってなかったわ。どういう風の吹き回しか教えて下さるかしら、サラマンドラのおじ様？」

　悪戯っぽい笑え顔がおで問う金糸雀。

　頭首と思われる巨きよ軀くの老龍は、不ふ機き嫌げんそうに鼻息を吹かした。

『フン………貴様の小言は聞くに堪えん。もう少し老骨を労いたわわることを覚えるといい』

「だったらさっさと隠いん居きよなさい。サラちゃんならいい〝階層支配者〟になるわよ」

『………知った風な口を』

　小気味良く笑う金糸雀の言葉に、より強い鼻息で応こたえる火龍。

　そのすぐ後ろには〝龍角を持つ鷲獅子〟のコミュニティと、一本角の鷲獅子グリフオン・ドラコ＝グライフが続く。ギリシャ神群より承った龍角は嵐あらしと見み紛まがうような稲いな光びかりを放つ。巨きよ大だいな翼を羽ばたかせて降り立ったドラコ＝グライフの背中から、若い猫ねこ族の男が顔を覗のぞかせた。

「姉あね御ご！　お久しぶりでさ！　お元気にしてましたかい！」

「おひさ、ガロロ。そしてドラコも。………折れた角は大だい丈じよう夫ぶなの？」

『ふふ、緊きん急きゆう召集でそんなことも言ってられまい。事は急を要するのだろう？』

「まあね。今回の魔王を倒たおすには、とにかく頭数が必要なの。ドラコたちは眷けん属ぞくを率いて〝アヴァロン〟の連中の援えん護ごお願い。ガロロはラプ子たちと合流してサポート側に。あとコウメイ───って、ちょっと待った」

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

　周囲を見回した金糸雀は、不機嫌そうにため息を吐ついた。

「………コウメイは？　ドラコのところに居たんじゃないの？」

『奴やつなら数日前に西側へ向かったはずだが』

「連れん絡らくいってませんかい？」

「来てないし聞いてないわよ」

　腰こしに両手を当てて心底呆あきれたようにため息を漏もらす。

「ったく………あの自由人。うちの最強戦力だって自覚あんのかしら」

「キハハハ！　あの朴ぼく念ねん仁じんにんな自覚あるわけねーじゃねーか！」

　全くだ、とその場の一同が一いつ斉せいに頷うなずく。

　金糸雀はドッと脱だつ力りよくしたように肩かたを落としたが、気を取り直したように顔を上げた。

「とにかく！　ドラコとガロロは指示通りにお願い。〝サラマンドラ〟は敵の群れが外に出る前に、防衛線と結界を築いて。神霊級を一体でも下層に逃にがしたら大問題よ。心してかかって」

『心得た』

「姉御も御ご武ぶ運うんを！」

　翼を広げて飛び立つドラコ＝グライフとガロロ＝ガンダック。

　続いて〝サラマンドラ〟の火龍たちも飛び去っていく。

　そんな一連のやり取りを呆ぼう然ぜんと聞いていた黒ウサギは、ようやく彼女が何者なのかという疑問に至った。

　純血の吸きゆう血けつ鬼き。〝燕尾服の魔王〟。日天の獅し子しの同士。

　南の支配者・〝アヴァロン〟と〝龍角を持つ鷲獅子〟。

　北の支配者・〝サラマンドラ〟と〝ラプラスの悪魔〟。

　………どう考えても統一性が一いつ切さいない、出で鱈たら目めな集団だ。

　唯ただ一つ分かるのは、その何いずれもが超ちよう一いち流りゆうのコミュニティであるということ。

　これだけの強大なコミュニティを問答無用に呼び出す彼女は、一体どれほどの大物だというのか。黒ウサギが不思議そうに見上げているのに気が付いた金糸雀は、やはり悪戯っぽい笑みで応じた。

「そういえば自己紹しよう介かいがまだだったわね、ウサギの御子様。私は〝　　　　　　〟の参さん謀ぼうを任されている金糸雀よ」

「………金糸雀、様」

「そう。貴女あなたの今後については、夜が明けた頃ころにでも話し合いましょ。〝月の兎うさぎ〟の生き残りも私たちがなるべく保護するから」

「ほ、本当ですか？」

「もちろん。私たち〝　　　　　　〟は、連盟の同士を決して見捨てない。ましてや〝月の兎〟は同じ旗の下もとで戦った同士。見捨てるはずないわ。だから───」

　───今は休みなさい、と。

　そう言って額に口付ける。途端に黒ウサギは急激な眠ねむ気けに襲おそわれた。

　母の様に優やさしい声音と、父の様な頼たのもしさで抱だきしめられ、黒ウサギは疲つかれて泥どろの様に眠ねむりに落ちていく。疲れ果ててまどろみに溶とける最さ中なか、金糸雀は誓ちかいの様に呟いた。




　目を覚ます頃には───この悪夢は終わっているから、と。




　　　　＊




　こうして悪夢の夜は終わりを告げた。後日、金糸雀と再会した黒ウサギは彼女の養子として〝　　　　　　〟に迎むかえ入れられることとなる。

　これが黒ウサギと金糸雀───後の〝ノーネーム〟を背負う二人の運命の邂かい逅こうだった。







[image: 幕間]

　───二一〇五三八〇外門。噴ふん水すい広場前。

　夕焼け空に染まり始めた刻限。

〝煌こう焰えんの都〟で、逆さか廻まき十六夜いざよいと殿でん下かが戦っていた頃。

　賑にぎわう商業区の一角でレティシア＝ドラクレアは人知れず佇たたずんでいた。

　メイド姿に美び麗れいな金きん髪ぱつという目立ちそうな立ち姿だというのに、その気配は見事に人波の中に溶け込んでいる。煌こう々こうと輝く御み櫛ぐしを持ちながら、誰だれも彼女に気付く様子はない。行商人たちは大荷物を背負ったまま往来を何事もなく通過していく。

　様々な人種が行き交かう雑ざつ踏とうを静かな瞳で見つめ、その手にある手紙を確かく認にんした。

（………よもや彼女から、こんな手紙が届くとは）

　封ふう蠟ろうに刻まれているのは星の境界と太陽の運行を刻む〝クイーン・ハロウィン〟の旗印。このシンボルを知らぬものなどこの箱庭の世界には存在しない。

　星々の境界を支配する太陽と黄金の星せい霊れい。

　白しろ夜や叉しやに次ぎ六つもの太陽の主権を預かる者。

　修しゆ羅ら神仏の集つどうこの箱庭で唯ゆい一いつ〝女王〟の王号を持つ大だい魔ま王おうである。

　箱庭でも屈指の組織力を持つ〝クイーン・ハロウィン〟のコミュニティだが、その中でも女王の寵ちよう愛あいを受けた精せい鋭えい───女王騎き士しと呼ばれる騎士団は神群にも匹ひつ敵てきすると噂うわさされている。その一員であり〝ノーネーム〟とも関かかわりのある騎士・フェイス・レスから至急の手紙が届いたのだ。

（本当は耀ように宛あてられた手紙だったんだがな………外出中だからと言ってすっぽかす訳にもいかん）

　春日部かすかべ耀、逆廻十六夜、久く遠どう飛鳥あすか、黒ウサギ、ジン＝ラッセル、ペストの六人は今、〝サラマンドラ〟の本拠である煌焰の都へ出向いている。〝ノーネーム〟の本拠にいるのはレティシアと白しら雪ゆき姫ひめ、そして出で稼かせぎに出ているグリフォンのグリーの三人だけだ。

（そういえば、グリー殿どのが帰ってこられるのも今日だったな）

　横よこ薙なぎに吹ふく風に金髪を靡なびかせながら憂ゆう鬱うつ気げに夕焼け空を見上げる。

　今いま頃ごろ〝ノーネーム〟の年長組は夕食の準備に取り掛かかっているところだろう。台所事情はリリに任せてあるから心配ないとしても、不器用な白雪姫がしっちゃかめっちゃかにしているのではないかと思うと、心中穏おだやかではなかった。

（今日の夕食もキャベツ盛り………というようなことにならんといいのだが）

　うーむ、と不安そうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

　と、雑踏の向こうに見知った人ひと影かげが見えた。

　ドレススカートの上に純白の鎧よろいを着込み、洗練された足取りで外門からやってきたフェイス・レスは、迷うことなく真っ直すぐに雑踏を横断してレティシアの前に立つ。

　気配を断たっていたレティシアは思わず苦く笑しようした。

「………自信を無くすな。目立たずにいることには自信があったんだが」

「ご謙けん遜そんを。貴女あなたのように見み目め麗うるわしいメイドが人ひと混ごみで気配を絶っていては、不自然にも思います」

「良いフォローだ。きっと素す敵てきなメイドになれるよ」

　苦笑しながら肩を竦すくめる。世間話を終えたレティシアは表情を引き締しめて改めて問う。

「して、今日は耀にどういったご用事だ？　〝クイーン・ハロウィン〟の封蠟が押されていたということは、女王からの勅ちよく命めいなのだろう？」

「………ええ」

　彼女にしては珍めずらしく歯切れの悪い声で応答する。フェイス・レスは顎あごに手を当てしばし逡しゆん巡じゆんしたあと、困ったように呟つぶやいた。

「彼女に依い頼らいされて召しよう喚かんした耳当てですが………アレが原因で、外界と箱庭の境界に亀き裂れつが発生しているらしいのです」

「外界と亀裂？」

「はい。このまま亀裂が大きくなると、境界の亀裂が外門を一区画丸まる吞のみしてしまうかもしれません」

　抑よく揚ようもなくとんでもない非常事態を告げる。

　彼女の言う耳当てとは、例のネコミミヘッドフォンのことだろう。

　レティシアは顔を強こわ張ばらせて大きく息を吞んだ。

「………何かあると思っていたが、想像以上の事態だな。具体的にはどうすればいい？」

「まずは召喚した耳当てを用意してください。あとは亀裂の中心を見つけられれば、さほど問題なく処理できるはずです」

「亀裂の中心？　具体的には？」

「それは───」

　フェイス・レスが言いかけたその瞬しゆん間かん。

　大きな人影がのそりと二人を覆おおった。

「こんなところにいたのか。捜さがしたぞ、レティシア殿」

　大おお柄がらの男の気配と声こわ音ねに一いつ瞬しゆん、フェイス・レスが剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを発する。敵意があったわけではないが、彼女の知らぬ声と気配が自分を跨またいだのだ。騎士としては当然だろう。

　その気配を察したレティシアは、苦笑しながら男の名を口にした。

「すまない。私の方から見つけるつもりだったんだ。手間取らせたな、グリー殿」

「───グリー？」

　その名は聞き覚えがある。

　しかしフェイス・レスの記き憶おくだと〝グリー〟とはグリフォンの名前だったはず。フェイス・レスは訝しげな瞳ひとみを舞ぶ踏とう仮面の下から覗のぞかせ───

　絶句した。

「………っ……？」

「ん？　誰かと思えばいつかの女王騎士か。久しいな」

　文面とは裏腹に礼節を弁わきまえたような声音。その声は男性的な低い声音にも拘かかわらず親しげな響ひびきを含ふくみ、本人の人徳の高さを感じさせる。長身の体たい軀くも威い圧あつ的というよりはむしろ包容力を漂ただよわせるもので、正面に立たれても高圧的な雰囲気は感じられない。

　顔立ちは端たん麗れいに整っており薫かおる様な男おとこ振ぶりだ。が、




　ピチピチだった。




「………グリー殿？」

「そうだが………どうしたのだ？　ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔をして。女王騎士ともなれば、人化術なんぞ珍しくもないだろう？」

　朗ほがらかな笑え顔がおも好漢の一言に尽つきる。

　人間の年ねん齢れいにして二十代後半といったところだろうか。長身に見合った胸むな板いたと剛ごう腕わんはほどよく鍛きたえられ、褐かつ色しよくの肌はだは男性的な色気を醸かもし出している。




　だがピチピチだった。

　致ち命めい的てきに服装がピチピチなのだ。




　どれぐらいピチピチかといえば、百ひやく戦せん錬れん磨まにして屈くつ指しの実力者である女王騎士・フェイス・レスが思わず半口を開いてポカン、と見上げてしまうくらい見事なピチピチ具合だ。

　フェイス・レスともあろうものが、危くツッコミサイドに転落してしまいそうになったほどショッキングな絵図である。

　薫るほど端たん整せいな美び丈じよう夫ふだというのに、その服装だけが致命的に痛々しい。一九〇ｃｍはあろうかという好漢の長身が、短パンにタンクトップを着て仁に王おう立だちしているのだ。これでは整った容姿も逆効果でしかない。滑こつ稽けいを通り越こして見ている側が恥はずかしい。

「……………」

　挨あい拶さつを交かわすことも忘れ、放心したままグリーを見上げるフェイス・レス。

　彼女の心情を察したレティシアが助け船を出した。

「グリー殿。フェイス・レス殿は貴方あなたの………その、突とつ飛ぴな服装に驚おどろいているようだ。これを機に、もう少し文明的な服装をしてみてはいかがだろう？」

「何を言う。翼つばさこそ失ったが、鷲獅子グリフオンは獣じゆう王おうの一角。姿を恥じて無ぶ粋すいな布を纏まとうなど以もつての外だ。衣服で着き飾かざることを文明の証あかしというのであれば、獣王の壮そう健けんな姿は平へい穏おんの証だろう。こればかりは断じて譲ゆずれん」

　実直な瞳で宣言するグリー。誠実さを感じさせるその声音にたじろぐレティシアだが、短パンとタンクトップ姿で宣言されても困る。服装を整えるように説得しようと考えるレティシアだったが、それをフェイス・レスが制す。

「あの………レティシア殿。どうぞお気になさらないで欲しい。その種族には種族の主張があります。それを周囲の主観で蔑ないがしろにするのはよくありません」

「そ、そうだろうか？」

「ええ。それに今はそれどころではありません。一刻も早く震しん源げんを見つけ出さねば」

「ほう。どうやら非常事態のようだな。私も協力しよう」

「結構です」

　即そく答とうで返すフェイス・レス。

　それを遠えん慮りよと受け取ったグリーは朗らかに笑って首を振ふった。

「気き兼がねすることはない。袖そで振り合うも多生の縁えんだ。同じ戦場で戦った者に遠慮はいらん。まずは〝ノーネーム〟の本ほん拠きよで話を聞こう」

　踵きびすを返すグリー。颯さつ爽そうと噴ふん水すい広場を闊かつ歩ぽするその姿は一種の風格のようなものを感じさせる。ピチピチでさえなければ。

「………。なるほど。残念な何とやらというのは、ああいう殿との方がたを言うのですね」

　顎に手を当てて納なつ得とくしたように頷うなずくフェイス・レス。

　それは違ちがうと内心でツッコミを入れるレティシアだったが、今はあえて黙もく認にんする。急を要するのも確かなのだ。先せん陣じんを切って本拠に向かうグリーの後ろを少しだけ距きよ離りを置きつつ、二人も後に続くのだった。
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　───〝煌こう焰えんの都〟本ほん拠きよ宮きゆう殿でん・第三右う翼よくの宮。

　雲間に紛まぎれて朧おぼろげな月が揺ゆれる頃ころ。天幕から吊つるされたペンダントランプが夜風で軋きしみ、都を包む暖かな気流も不安げに乱れている。

　黄昏たそがれ時を彷彿とさせる〝煌焰の都〟は夜にこそ美しい景観を見せる。様々な色しき彩さいのキャンドルランプが街を彩いろどり、陽気な幽ゆう鬼きや怪あやしげな夜行種たちが跋ばつ扈こし始める。

　月が頂に昇のぼった時刻こそ〝煌焰の都〟の最高潮。間もなく酒場では一いつ斉せいに杯さかずきを鳴らし合う頃ころ合あいだろう。

　しかし、今夜に限っては違っていた。

　都を跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていた化け生しようたちは静まり返り、街かい道どうを彩るキャンドルランプは灯ともし火びを消して夜風に揺られている。地域一帯を包む不ふ穏おんな気配を察した住人達は皆みな、息を潜ひそめて己おのれの家に閉じこもっている。

　この〝煌焰の都〟は北側の支配者〝サラマンドラ〟が治める都市。

　第五桁けたの外門に住まう彼らは、箱庭の天災───魔ま王おうの気配に敏びん感かんなのだ。

　夕暮れ時に行われた十六夜いざよいと殿でん下かの戦いは噂うわさとなって〝煌焰の都〟を駆かけ巡めぐり、住人の誰だれしもが知るところとなった。その戦火の規模から、遠からず魔王の襲しゆう撃げきがあると察した者は少なくない。彼らは己のコミュニティを守る為ため、既すでに動き始めている。

　危険を察知して都から離はなれる者。

　魔王との戦いが終わるまで本拠に閉じこもる者。

　これ幸いと魔王の首級を上げてみせると意気込む者もいた。

　そんな己の実力を試ためしたいと名乗りを上げた者達が今、〝サラマンドラ〟本拠の宮殿・第三右翼の宮に集つどっている。

　サンドラとペストは軽く咳せき払ばらいをして、会議室の壇だん上じように上がった。

「これより魔王連盟───〝ウロボロス〟と名乗る集団に対たい抗こうするための会議を始めます」

　赤あか髪がみを揺らしながら凛りんとした声で宣言する。

　隣となりに立つペストは先ほどまで投とう獄ごくされていたのだが、情報を提供することで牢ろう屋やから釈しやく放ほうされたのだ。〝サラマンドラ〟の重じゆう鎮ちんからは反対する声もあったが、襲撃に備える為に一つでも多くの情報が欲しいと、サンドラが彼らを説得したらしい。

　この会議室には彼女が人選したコミュニティも同席している。

　火か龍りゆうの旗印シンボルを持つ〝サラマンドラ〟

　蒼そう炎えんの旗印を持つ〝ウィル・オ・ウィスプ〟

　ゴーゴンの首の旗印を持つ〝ペルセウス〟

　無印の〝ノーネーム〟

　以上のコミュニティが上座に構えている。魔王連盟〝ウロボロス〟と相対するときは、彼らを主しゆ軸じくに戦うだろうと見み越こしてのことだろう。〝ノーネーム〟の代表として会議に参加していたジン＝ラッセルは、隣の席に腰こしかけるカボチャ頭のジャックに話しかけた。

「………凄すごい数ですね」

「ヤホホ！　まだまだこんなものではございませんよ！　これに初代〝星せい海かい龍りゆう王おう〟から繫つながりのあるコミュニティが加われば、鬼おにに金棒というものです！」

　陽気にカボチャ頭を揺らすジャック。ジンも苦笑いで応じた。

〝煌焰の都〟で活動している鬼種や六桁のコミュニティを含めると、二十以上が参加している。彼らは〝サラマンドラ〟の庇ひ護ごの下もとで活動しており、有事の際には主力を提供する契けい約やくを結んだ者達だ。中には魔王のゲームを経験した手て練だれも少なくない。

〝サラマンドラ〟傘さん下かのコミュニティは五桁、六桁、七桁を合わせて総勢五百二十。

　総力は四万三千にも膨ふくれ上がる。これに加えて亜あ龍りゆうの一族で形成された部隊と四千体もの飛行型の火龍が控ひかえている。これでも最盛期の半分にも満たない数だが、五桁のコミュニティでは指折りの規模と言えるだろう。

「そういえば〝サラマンドラ〟の先祖の星海龍王様って、何者なんだろ」

「さてさて？　私が箱庭に来た時には既にその名が轟とどろきまくってましたからねえ。噂では道教系の星せい霊れいで、〝クイーン・ハロウィン〟や白びやく夜や王おうと太陽の主権をかけて戦ったとか」

「道教系の………星霊？」

　ジンは意外そうに首を傾かしげる。

　最強種だということは聞いていたが、名前から龍種を想像していたのだろう。

　しかも道教といえば神しん霊れいや龍種・神しん獣じゆうの占しめる割合が多い神群だ。

　太陽を司つかさどる〝赤道の十二辰しん〟にまで範はん囲いを広げるならまだしも、道教単体に星霊と呼べる存在は少ないはずである。

（道教の龍種といえば黄龍の一族が有名だけど。それとはまた別の一派なのかな？）

　むしろミスリードやカモフラージュを狙ねらったものなのかもしれない。特定の宗派や神群に身を置く最強種は名前が知れ渡わたっているため、身分を隠かくしていることも少なくないのだ。

「うーん………十六夜さんなら何か分かるかもしれないけど………」

「そうそう！　それも気になっておりました！　十六夜殿どのや飛鳥あすか嬢じようの姿が見えませんが、この会議に出なくともよいのですか？」

「は、はい。皆さんは各自で調整するらしいので。───あ、始まりますよ」

　ジンは星海龍王のことを記き憶おくの隅すみに追いやり、会議に意識を移す。

　ジャックも壇上の二人に視線を向けた。

　壇上ではサンドラがペストに〝ウロボロス〟のことを話す様に指示を出していた。

「〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟。貴女あなたが加盟していた〝ウロボロス〟の詳しよう細さいを皆に説明して下さい」

「………わかったわ」

　サンドラは敢あえてペストの王号で呼ぶ。

　それが敵の魔王を降くだしたという示じ威い行こう為いなのだろう。ペストは見せしめに近いこの行為を不満に思ったが、敗軍の将というのは総じてそういうものだと割り切る。

　壇上に立ったペストは第三右翼の宮をぐるりと見渡し、主力を一人一人確かく認にん。

　全員の顔を一通り見たペストは一呼吸置いた後───小さくため息を吐ついた。

「魔王連盟………〝ウロボロス〟について語ることに異論はないけれど。その前に一つ、言っておくことがあるわ」

　不ふ遜そんなその態度に会議室がざわめく。

　ジンとジャックは早くも嫌いやな予感に駆られている。

「へ、変なこと言わない………ですよね？」

「ヤ、ヤホホ！　大だい丈じよう夫ぶですよ！　いくらペスト嬢でも、こんな場所でそんな大だい胆たんな行為には………」

　───出るかもしれない。何なにを隠そう、彼女はメイド組随ずい一いちの問題児である。

　ペストは壇上から一同を鋭するどく睨にらみ、憤ふん然ぜんとした態度で宣言した。




「全員、戦力外。荷物まとめて帰っていいわ」




（（うわお！））

　ビシィ！　と、第三右翼の宮に絶対零れい度どの寒波が襲おそった。仮にもここに集まったのは腕うでに自信のある猛も者さたちである。

　気き焰えんを口内から吐き散らす亜龍や鬼人たちは青筋を立ててペストを睨んだ。

「貴様………敗軍の将の癖くせに何を生意気な」

「フン。元魔王を名乗ったところで所しよ詮せんは小こ娘むすめだろうが」

「この場に居合わせているのは魔王との戦いを勝ち抜ぬいた猛者揃ぞろい。その減らず口を黙だまらせるぐらい訳もないのだぞ………？」

　瞳ひとみを光らせる古こ豪ごうたち。人化の術を解きかねない勢いで角を伸のばしてペストを威い嚇かくする。予想外の展開にサンドラは慌あわてながら割って入る。

「ま、待ってください！　今は仲間で争っている場合ではありません！　ペストも、不必要な言動は慎つつしんで───」

「た、大変ですサンドラ様あああああッ!!!」

　バタン！　と会議室に飛び込む亜龍の伝令。

　サンドラは内心の焦あせりを抑おさえながら、頭首として冷静に問いかえす。

「何かありましたか？　まさか魔王が、」

「ち、違ちがいます！　〝ノーネーム〟です！　例の〝ノーネーム〟の三人組が鍛たん錬れん場で腕うで試だめしをすると言って………つ、次々に駐ちゆう屯とん兵を相手に戦い始めたのですッ！」

　うわお、と小声で呻うめいて頭を抱かかえるジン。

　ペストは口元に浮うかんだ笑えみを隠しつつボソリと呟つぶやく。

「ほら。やっぱり烏う合ごうの衆じゃない」

「くっ、図に乗るなよ貴様ッ！」

「我らにも意地がある！　そこまで言われて引き下がることは出来んなッ！」

「応よ！　吐いた唾つば飲むんじゃねえぞ───!!!」

　人化の術を解き次々と変へん幻げんしていく。人じん狼ろうや妖よう狐このような化生を始め、全身から熱気を放つ鬼種や亜龍たちが一斉に席を立つ。

　ニヤリと笑ったペストは第三右翼の宮の窓に飛び移り、問題のあった鍛錬場へと飛び去る。いきり立った参加者たちもその後に続く。

　最も早はや一戦交えない限り、収しゆう拾しゆうは付かないだろう。

　サンドラは絶句していたが、すぐに我に戻もどってジンを睨む。

「───ジン」

「は、はいっ」

「鍛錬場に行く。彼らを止めるからついて来て」

　有う無むを言わせない声を真正面から受け止め、ジンは上うわ擦ずった声こわ音ねで応答する。残った出席者の刺ささる様な視線を受けながら、ジンはそそくさと第三右う翼よくの宮を後にした。




　　　　＊




　───〝煌こう焰えんの都〟本ほん拠きよ宮きゆう殿でん・隊舎前の鍛錬場。

　深夜にもかかわらず、鍛錬場は熱い歓かん声せい───もとい、怒ど号ごうで賑にぎわっていた。

　火龍の一族が鍛錬場として使用しているだけあって、通常の鍛錬場と比べて十倍に近い土地が用意されている。

　丁てい寧ねいに整地された鍛錬場は今、陽炎かげろうが立ち上るほどの熱を放射していた。

『ええい、小娘を相手に何を手間取っている！』

『陣じん形けいを組み直せ！』

『数の優位を生かすのだ！　決して勝てぬ相手ではないぞ！』

　咆ほう哮こうを上げて疾しつ駆くする七体の火龍。鍛錬場の中心で、春日部かすかべ耀ようは七体の火龍を相手に立ちまわっていた。翼つばさを持つ大型の火龍は飛ひ翔しようする速度も並々ならない。輝かがやく旋せん風ぷうを巻き上げる耀でもようやくといったところ。

「このっ………‼」

　耀は更さらに輝く旋風を巻き上げて空を疾駆する。

　しかしその足には、光翼馬ペガサスの具足が装着されていない。

　彼女は今、独力で輝く旋風を放出しているのだ。

「………凄いわね、春日部さん」

　久く遠どう飛鳥は鍛錬場の端はしで熱いため息を漏もらした。隣に座る幼く魅み惑わく的な少女───ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスは、輝く羽をクルクルと指で弄もてあそびながら当然のように頷うなずく。

「ペガサスの羽………コウメイが、耀の為ために残した恩恵ギフトの一つ。〝生命の目録ゲノム・ツリー〟は接せつ触しよくすると、その生命の系統樹を解明して持ち主を進化させられる」

　えっへん、と胸を揺ゆらしながら説明するウィラ。

　その隣に座っていた十六夜も感心したように頷く。

「ふぅん。グリフォンとペガサスの力を同時に使えるようになった今、飛行速度や身体能力が飛ひ躍やく的に上がったってことか」

「そうだよ。───でも、重要なのはそこじゃない」

　ウィラは戦う耀を指さす。

　刹せつ那な、耀は滞たい空くうしたまま激しい稲いな妻ずまを迸ほとばしらせた。

　眩まばゆい稲いな光びかりを放つその手に握にぎられていたのは───三百六十種の獣けものの王。

　麒き麟りんを模した矛ほこが握られていた。

「これで………！」

　一いつ閃せん、矛を横一文字に薙なぎ払はらう。

　雷らい鳴めいを轟かせながら扇おうぎ状じように放射された稲妻は七体の火か龍りゆうを貫つらぬいた。

『馬ば鹿かな………ッ⁉』

　活火山で鍛きたえたという火龍の硬かたい鱗うろこも、神獣の放つ稲妻が相手では分が悪い。動きを奪うばわれ痙けい攣れんした火龍たちは次々と落下し、地面に激げき突とつした。

　一連の戦いを見ていた十六夜は顎あごを撫なでてヤハハと笑う。

「グリフォンとペガサスで機動力を確保して〝生命の目録〟で破は壊かい力のある幻げん獣じゆうを模も倣ほうする。なるほど、コイツは強力だ」

　感心したように頷く。しかし言うほど楽観した戦いだったわけではない。空から降りてきた耀は、額から光る汗あせを流して息を切らしている。

　右手で軽く汗を拭ぬぐった耀は、大きく息を吸って呼吸を整え、ぶい！　と勝利のポーズ。

「ビクトリー。ウィラのおかげで勝てた」

「びくとりー。でもそれは耀の実力。そしてコウメイのおかげ」

　ぶい、とブイサイン返し。耀はそこでふと思い出したように問う。

「………ウィラは、どうやって父さんと知り合ったの？」

　本当ならもっと早くに聞かねばならないことだった。しかし昼間の騒さわぎから中々時間が作れずに今まで聞く機会が無かった。

　ウィラは無表情のまましばし考え込んだ後、ポツリと呟く。

「コウメイは………私たちを、悪質なストーカーから救ってくれた」

「ス………ストーカー？」

「うん。でもただのストーカーじゃない。陶とう酔すい癖へきと妄もう想そう癖へきを持っていて、気持ち悪いしゃべり方を繰くり返すの。私はそれが嫌でジャックとあっちこっち逃にげていたけど………ソイツ、瞬しゆん間かん移動で何処どこまでもついて来て」

「それは………」

　飛鳥と耀は同時に苦い顔になる。

　その表情の代弁を十六夜が口にした。

「ストーカー＋瞬間移動か。鬼おにに神しん剣けんみたいな組み合わせだな」

「そ、そうね」

「怖こわい。それは怖い」

「うん。凄すごい怖い。だから〝クイーン・ハロウィン〟にお願いして、箱庭に入れてもらったの。………でも、それが間ま違ちがいだった。ソイツは外界で何百年も修しゆ業ぎようと功績を積み重ねて、自力で箱庭への門を開いた」

「それを救ったのが春日部の父親ってわけか」

　コクンと、ウィラは頷いて肯こう定ていする。

　話を聞いていた飛鳥は憐あわれみを込めたため息を吐いてそっと肩かたに手を置く。

「ウィラさんも大変だったのね………そんなストーカーに付け狙ねらわれて」

「いや、そうとも限らないんじゃねえか？　一歩違えばそこそこ上質なラブストーリーだ。陶酔気味のそいつの台詞せりふを、こう言い換かえてみたらどうだ？

〝幾いく星せい霜そうも己おのれの力を研けん鑽さんし、世界の境界すら越こえて！　ウィラ、君を迎むかえに来たッ!!!〟

　───とか？」

「やだ、気色悪い！」

　ゾワッと全身に鳥とり肌はだを立たせて震ふるえるウィラ。

　このぼんやりとした少女に此こ処こまで言わせるとは中々の逸いつ材ざいである。

「ウィラやジャックをそこまで追い詰つめるストーカーって、やっぱり例の───」

「ええい、〝サラマンドラ〟の連中は一体何をやっている!!!」

　ハッと、驚おどろいたように声の方へ向く。

　第三右翼の宮からやってきた古豪の化け生しようたちがペストに続く形で次々と鍛錬場に駆かけ込んで来たのだ。どうやら〝ノーネーム〟に倒たおされた火龍たちを見て激げき怒どしているらしい。

　十六夜たちの下もとへやってきたペストは、口元を押さえて皮肉気に笑う。

「言われた通りに連れてきたわよ」

「ご苦労さん。いい感じに発破かけてくれたみたいだな」

「当然。これぐらいはメイドの嗜たしなみよ。───それで、ヘンテコ男はどうするの？」

　フフンと笑って挑ちよう発はつ的に十六夜を見る。だが彼が答える前に、ペストを追ってきた一団が怒いかり心頭といった様子で咆ほう哮こうを上げる。

「貴様ら………随ずい分ぶんと好き勝手に暴れたようだな」

「だが貴様らの蛮ばん行こうも此こ処こまでだ」

「大口を叩たたいた対価、此処で払ってもらうぜ………!!!」

　人化の術を解いた古豪たちの霊れい格かくが一いつ斉せいに膨ふくれ上がる。取り分け実力者と思わしき三人の霊格は並の亜あ龍りゆうたちを凌りよう駕がするほどの威い圧あつ感かんを放ち始める。

　青白い霊体で構築した百の剛ごう腕わんを生やす巨きよ人じん族───ヘカトンケイルの末まつ裔えいが。

　羊の頭に不ふ吉きつな気配を漂ただよわす悪あく魔ま───バフォメットの眷けん属ぞくが。

　二本角を誇ほこる鬼種の大頭領───酒しゆ天てん童どう子じの一派が。

　鍛錬場の中心で片かた腕うでをかかげ、一斉にその牙きばを剝むいた。

「我らは悪あつ鬼き羅ら刹せつが蔓延はびこるこの北側で幾いく多たの試練を乗り越えてきた」

「星海龍王の一族に討うたれたものの、我らは魔ま王おうの血族。そこな半はん端ぱ者と一いつ緒しよにするな」

「ククッ……久々に血が騒ぐぞ人間。血ち飛沫しぶきを噴き上げ、雲うん霞かのように散るがいいッ!!!」







「てい！」







「「「グアアアアアアアアアアアやられたあああああ!!!」」」




　十六夜の拳こぶし一いつ閃せん。三体の化生たちは殴なぐられて吹ふき飛び、〝サラマンドラ〟の本ほん拠きよにある時計塔とうに頭から突つき刺さった。

　───もう口にするまでもない。

　問答無用のデタラメ加減である。

　鍛たん錬れん場で一部始終を見ていたマンドラは、口元の端をヒクつかせて呆あきれ返っていた。

「………。あれで本当に人間なのか？」

「知らないわよ」

　投げやりに飛鳥も答える。

　十六夜は両手の埃ほこりを払うようにパンパンと手を叩き、第三右翼の宮からやってきた古こ豪ごうたちを見て不敵に笑った。

「ま、ざっとこんなもんだが。どうする？　大だい先せん輩ぱいの爺じいさんたち」

「っ、ぬぅ………！」

　先ほどまでの勢いはどこに行ったのか、途と端たんに言い淀よどむ。彼らは愚ぐ鈍どんなわけではない。互たがいの実力差を理解するのにはさほど時間はかからなかった。

　二の足を踏ふむ彼らを見つめる十六夜は軽けい薄はくな笑えみを消し、静せい謐ひつな瞳ひとみで見つめ直す。

「驚いているところ悪いんだが。今度の魔王の実力は俺とトントンか、或あるいはそれ以上だ。───引き返すなら今だぞ。次の戦いは、大量の戦死者が出る」

「……………、」

　偽いつわりのない声こわ音ねだった。

　その言葉に静まり返ったのは何も古豪の彼らだけではない。

　その場に同席していた春日部耀も、久遠飛鳥も、ウィラも、マンドラも、後から駆け付けたジンもサンドラもジャックも、即そく断だんできずに黙だまり込んだ。

　───〝嵐魔王〟が来る。今までの比ではない大おお嵐あらしが。

　天を鳴らし、地を揺るがし、死の山河を築き上げる最悪の天災。

　箱庭の秩ちつ序じよに不ふ俱ぐ戴たい天てんを掲かかげる強きよう豪ごうが、黄昏たそがれの街を地じ獄ごくへ染め上げにやって来る。

　その予感を誰だれよりも強く感じていた十六夜は、瞳を細めて宣言した。

「───先に言っておく。敵の首しゆ魁かいは、俺と俺の身内が相手する。アンタたちには露つゆ払はらいを頼たのみたい。逆に言えば、それが出来ないと勝ち目がないといってもいい。それを手短に分かってもらう為に、アンタたちをここまで呼び出した」

「……………」

　ざわざわと、火龍と古豪たちの間にどよめきが広がる。彼らとて幾多の死線を乗り越えてきた自負がある。若じやく輩はいの十六夜に真正面からこう言い切られるのは面おも白しろくない。

　だから十六夜は、先に力を誇こ示じしたのだ。

　敵の魔王が現れてからでは遅おそい。特に殿でん下かと名乗る少年やマクスウェルの魔王を相手に、力の無いものが遮しや二に無む二に襲おそいかかっては、無む駄だに命を散らすことになるだろう。

　十六夜の考えを汲くみ取った古豪の鬼種の一人が、鼻息を鳴らして一歩前に出る。

「………フン。そうは言うが、策はあるのか」

「ある」

　確信を持って即そく答とうする。

　断言するその声音に、古豪たちも瞳を見開いて刮かつ目もくする。

「俺達が把は握あくしている〝ウロボロス〟の全メンバーには対たい抗こうするための策がある。だからその為ためには───全員が足並みを揃そろえる必要があるんだよ」

　力を貸せと無言で訴うつたえる。しばし沈ちん黙もくしていた古豪たちだったが、途端に呆れかえったかのようなため息を漏もらした。

「ええい、まわりくどい！　ならば頭の一つぐらい下げるのが礼れい儀ぎ！　違ちがうか！」

「なら頼む。力を貸してくれ」

　スッと、即断で頭を下げる。

　今度こそ古豪たちは降参したように両手を上げた。

「フン………ならばまあ、良い。まずは策を話せ」

「実力があるのも分かった。貴様の好きにゲームメイクするがいい」

「おい、〝サラマンドラ〟の若い衆しゆうは時計塔の奴やつらを引き抜ぬいてやれ。何時いつまでもあのままじゃ憐れ過ぎる。会議はそれからだ」

『わ、分かりました』

　バサッと翼つばさを広げて飛び立つ若い火か龍りゆう。

　十六夜は飛鳥と耀に振ふり返り、ヤハハと笑って腰こしに手を当てた。

「第一段階クリア。問題はここからだ」

「ええ………黒ウサギがあんな状態じゃ、〝審しん判ぱん権限〟で中断することも出来ないもの」

「うん。私たちが頑がん張ばらないと」

　三人は何時に無く厳しい顔で向かい合う。

　今まで魔王のギフトゲームに勝利できたのは他ほかでもない、黒ウサギの持つ〝審判権限〟でゲームを中断することが出来たからだ。

　しかし黒ウサギは今〝審判権限〟を使える状態に無い。

「黒ウサギ………大だい丈じよう夫ぶかしら。あの後、かなり取り乱していたけれど」

「当たり前だ。想像してみろよ。もし目が覚めた時に───自分の耳が頭上にあったら、お嬢じよう様さまでも怖いだろ？」

　ゾッと、鳥肌が立ったように飛鳥は自分の身体からだを抱だきしめた。

「………怖いわね」

「だろ。つまりそういうことだ。気になるならまた見み舞まいに行ってやればいい」

「うん。───今は、誰が誰を迎え撃うつか決めないと」

　三人は頷うなずき合って今後の方針を考える。そこでふと、ウィラが手を挙げた。

「それについて、私から提案があったりする」

「………ふぅん？」

　十六夜が意外そうな顔で見つめ返す。北側でも屈くつ指しと謳うたわれるウィラだが、十六夜の彼女に対する印象は『何を考えているかわからないが、胸が大きい』というだけだ。

　その彼女がゲームメイクに参加してくるというのが意外だったのだろう。

「いいぜ。あの白はく髪はつ鬼きは俺が相手するとして………〝マクスウェルの魔王〟を始めとした側近は誰が相手する？　あいつもお前と同じように〝境界門アストラルゲート〟を使って瞬しゆん間かん的に飛び回る。それをどう押さえる？」

「出現位置を押さえればいい」

　サラリと難題を口にするウィラと、困ったように顔を見合わせる耀と飛鳥。

「………それは、」

「ちょっと難しいのではないかしら………？」

　確かに出現位置を特定できれば〝境界門〟の攻こう略りやくは難しくない。

　飛鳥と耀は二人は実際にウィラが〝境界門〟を使って瞬間的に移動しているのを目まの当たりにしている。あれは速度や火力で押さえられる代しろ物ものではない。他でもない戦った二人が感じていることだ。

〝境界門〟を攻略するには、全く異なったベクトルの力が必要───

「───なるほど。春日部の親父おやじっていうのは、そうやってマクスウェルを撃退したわけか」

「え？」

　飛鳥と耀が驚きの声を上げる。

　十六夜は顔を上げ、飛鳥と耀とウィラを順に確かく認にん。

　ニヤリと不敵に笑い、

「いいぜ。その方法ならマクスウェルが相手でも歯車がかみ合う。───マッチアップは決まった。古株連中と〝サラマンドラ〟を集めるぞ」

「で、でも………誰がマクスウェルと戦うの？」

　飛鳥と耀が戸と惑まどったように問う。

　十六夜はニヤリと意地悪そうに笑い、その人物を指さした。




　　　　＊




　一方のジンとサンドラは、呆あつ気けに取られて一連の流れを傍ぼう観かんしていた。大おお喧げん嘩かを予想していただけに拍ひよう子し抜ぬけしたのだろう。しかし大喧嘩になるどころか、古豪たちは十六夜たちを取り囲んで作戦の準備にまで取り掛かかり始めていた。

「なんというか………十六夜さんらしいなあ」

「……………」

　呆れたように笑うジンとは対照的に、サンドラは静かに彼らを見つめる。

「………？　サンドラ？」

「ジン。彼らをお願い。私は第三右う翼よくの宮に残っている人たちを連れてくる。彼の口から説明してもらった方が、きっと上手うまくいく」

　踵きびすを返し、切羽詰まったような表情で宮きゆう殿でんの廊ろう下かへと戻もどっていく。




　───朧おぼろ月づきはいつの間にか雲に隠かくれて見えなくなった。

　ペンダントランプも深夜にはその光を僅わずかに弱める。宮殿の廊下を照らしているのは〝サラマンドラ〟が造ったガラス細工のキャンドルの火だけだ。

　薄うす暗ぐらい廊下の中を独りで闊かつ歩ぽするサンドラは先ほどの光景を思い出し、歩みを止める。

（………私が同じことをしても、ああはならないだろうな）

　古豪の化け生しようたちや火龍の衛兵たち。彼らを纏まとめ上げるのに必要なのは〝サラマンドラ〟の頭首という地位ではない。

　実力と功績。この二つで実力者たちを魅みせなければ話にならない。

　しかし十一歳のサンドラはその両方を満たせないまま頭首になってしまった。本来なら〝階層支配者〟となるために積み重ねねばならない功績を持たないまま頭首になってしまったのだ。コミュニティの中では不満を抱いだいている者も多い。

　亜あ龍りゆうとして成熟した実力を持つサラならばと。

　或いは、継ついだのが男児であるマンドラなら───

（………止やめよう。これ以上は兄様と姉様に失礼だ）

　聡そう明めいな姉は〝サラマンドラ〟を捨てて出しゆつ奔ぽんした。しかしそれも理由があったに違いないとサンドラは信じている。サラは理由もなく故郷を捨てる人ではない。きっと深い理由があり、断腸の思いで故郷を後にしたに違いない。

　努力家の兄は龍角の成長が芳かんばしくなく、世よ継つぎを断念せざるを得なかった。これも生まれ持った不運でしかない。マンドラの痛みを理解して受け止めなければ。

　背中に圧し掛かる重さを感じながらも、振ふり払はらうように大きく一歩を踏み出す。

　───いや、正確には。

　踏み出したつもりだった。

（───っ……⁉）

　一いつ瞬しゆん、闇やみに包まれたとサンドラは錯さつ覚かくする。

　しかしそうではない。彼女が奪うばわれたのは光ではない。

　サンドラが奪われたのは景観の色しき彩さい。キャンドルによって照らされていた宮殿は突とつ如じよとしてモノクロームの影かげに覆おおわれたのだ。

　唯ただ一つ───〝混〟一文字の衣ころもを纏まとった猿えん鬼きを除いて。

「可か哀わいそうに。本当ならまだ、親に甘えたい盛りだろうによォ」

　猿鬼は憐あわれむような視線を向ける。

　そこでようやく、サンドラは敵が何者かを悟さとった。

（まさか………混こん世せい魔ま王おう‼　いけない、みんなに知らせないと………‼）

「あー無駄だ無駄。お前さんに〝一いち事じ無む成せい〟の呪のろいをかけた。もう何も出来やしねェよ。もう辛つらい思いをしながら、努力をする必要もねェ」

　モノクロームの宮殿を悠ゆう々ゆうと歩く混世魔王。

　しかし彼に敵意はない。瞳ひとみには憐れみさえ浮うかべながら、サンドラへ接近する。

「怖こわがることはねェ。俺はお前さんみたいに、周囲の大人の理り不ふ尽じんさに振り回された童心が造り出した悪あく魔ま。お前さんのことは誰よりも理解している」

　童心が造り出した悪魔───混世魔王はしたり顔で彼女を見ながら、胸に手を当て哀あい愁しゆうを込めた声こわ音ねで囁ささやく。

「心の底では自由に生きたいと思っているのに、馬ば鹿かな大人のせいで作り笑いばかり上手くなる。地位が邪じや魔まをして、努力をしても称賛されねェ。息苦しくてしょうがねェよなあ」

（っ───違う……！）

「聡明だと信じていた姉は、自分だけ自由を手にして人生を謳おう歌かしている。非才の兄は真ま面じ目めに働くだけで評価され、妹の自分を疎うとましく思っている」

　違う───そう叫さけびたいのに、サンドラの身体は指先一つ動こうとはしない。

　だがサンドラは知っている。

　姉がそんな薄はく情じような理由で出奔するような人ではないことを。

　兄が陰かげで自分を支えようと必死になってくれていることを。

　惑まどわされるなと、我を強く張る。この悪魔が口にしているのは甘言でしかない。

　騙だまされるな。狙ねらいは他にある。家族の絆きずなは胸にある。

「本当に───ああ、本当にやりきれねェよなァ!!!　自分が餓が鬼きだってだけで、人生を棒に振らされたんだもんなァ‼　こんな地位に就ついちまったせいで、ついうっかり本音を漏らす事も出来ねェッ‼　そんな孤こ独どくの中で出来た友人も───」

　ふっと、混世魔王の手がサンドラの頰ほおに触ふれた。

「───お前を裏切って、敵に回った。ようやく出来た友人にさえ裏切られたんだ」

　混世魔王が頰に触れると、その指先が涙なみだで濡ぬれた。

　家族を信じたいのに、信じられない。

　同士から信しん頼らいされたいのに、信頼されない。

　友人だと思っていたリンと殿でん下かも、サンドラから離はなれていった。

　魔王と一対一で対たい峙じした途と端たん、サンドラは己おのれの弱さと非力さを思い知らされた。

（兄様、姉様………殿下、リン………ジン………！）

　童心を悟るこの魔王に対し、幼いサンドラでは何も抵てい抗こうできない。

〝階層支配者〟という仮面を剝はいでしまえば、そこにいるのは十一歳の少女でしかない。

　顔色はモノクロームの上からでもわかるほど蒼そう白はくに染まっていた。動くことが出来たのなら、全身は恐きよう怖ふでカタカタと震ふるえていただろう。

「本当は、魔王と戦うことだって怖かった。当然だ。お前さんはまだ十一歳だもんなァ。それについては目め一いつ杯ぱい同情してやる。………今日までよく頑張った」

　混世魔王は、心からの賛辞を贈おくった。それがサンドラに贈られる最後の賛辞だ。

　彼女は愚おろかではない。

　この後、自分がどのような末路を辿たどるのかぐらい悟っていた。

（私は、〝神かみ隠かくし〟に遭あうの………？）
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「ああ。お前の意識が浮ふ上じようしてくることはない。お前は俺様の一部になる。このモノクロームが、お前の最さい期ごの景色だ」

　もう何も悩なやまなくていい。それが混世魔王の最後の囁きだった。

　サンドラの視界は暗転し、完全な闇に染まっていく。

　身体からだの感覚は宙に浮いて大気と一体化したかのような浮ふ遊ゆう感かんがある。

　意識と身体が繫つながる最後の刹せつ那な───姉や兄、そして大切な人たちの顔が浮かんでは消え、その絆に縋すがりつくようにサンドラは生まれて初めて叫んだ。

　助けて、と。

　幼いその断だん末まつ魔まの叫びは世界の何者にも届くことなく泡あわとなって消える。

　その一部始終を対岸の廊下から眺ながめていた殿下とリンは、事が上手く運んだことを確認して頷き合う。

「サンドラが手中に落ちた。これで星海龍王の遺産───〝疑ぎ似じ創そう星せい図ず〟は、半ば手に入ったものと思っていい」

「うん。最も重要なギフトは押さえたね。後は〝生命の目録〟と原典オリジン候補者を確保」

「ああ。もしもそれが不可能な場合は───」

　二人は同時に言葉を吞のみこむ。

　それを口にすることは、この二人でも憚はばかられる最悪の手段だった。

「もしも失敗した場合は………例の魔王の封ふう印いんを解いて〝煌こう焰えんの都〟を離り脱だつ」

「ああ。そうなった場合は各自の判断に任せる。全員に伝えておけ。何があっても生き残れってな」

　軽い口調だが、殿下の表情は何時いつになく硬かたい。

　それはリンも同様だった。普ふ段だんの明るく少女らしい笑え顔がおはまるでこの夜空のように曇くもっている。自信なさそうに殿下の顔を覗のぞき込んだリンは、普段の悪戯いたずらっぽい笑顔を取り繕つくろって殿下に問う。

「私たち………勝てる、よね？」

「勝てるさ。勝たせてくれるんだろ？」

　金眼を光らせ、挑ちよう発はつ的な声で返す。その声でリンの瞳にも自信が戻る。

「当然！　殿下は絶対に、私が勝たせてみせるんだから！」

「期待してる。それで、次の手は？　いつ動く？」

　今日は既すでに十六夜たちと正面から衝しよう突とつしている。一度退ひくのも手だろう。

　しかしリンはハッキリと首を横に振った。

「日は跨またがない。今夜中に、〝煌焰の都〟を落とします」

「へえ？　随ずい分ぶんと性急だな」

「私たちの手の内はかなり知られちゃってるしね。ペストちゃんも情報提供を惜おしむことは無くなった。今いま頃ごろは私たちの対策を立てるのにてんやわんやしてると思う。───だから、その隙すきを横から殴なぐりつけます。下準備に浮うき足あし立だってる今が最後の好機だよ」

　夜風に黒くろ髪かみを靡なびかせ、凛りんとした声で進言する。

　顎あごに手を当てて暫しばらく考え込んでいた殿下だったが、顔を上げるや否いなや愉たのしそうに笑う。

「わかった。アウラ、グライア、マクスウェル、その他全軍に伝えろ。今から一時間後に都の内外で一いつ斉せいに開戦する。合図は俺が出すから、それに合わせてくれ」

「あいあいさー！」

　陽気さを取り戻したリンは、明るい返事をすると同時に姿を消す。宮殿に残った殿下は気配を消して闇の中に息を潜ひそめる。

　曇どん天てんの夜空を見上げ、固い決意を以もつて呟つぶやいた。

「………勝つさ。勝ってみせるさ。俺たちにはもう………後がないんだから」
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　───〝煌こう焰えんの都〟本ほん拠きよ宮きゆう殿でん・第八左さ翼よくの宮。

　黒ウサギは主しゆ賓ひん室である第八左翼の宮に部屋を宛あてがわれていた。部屋のテラスから夜空を見上げていた黒ウサギは、雲間に月が隠かくれたのを見て不安そうにため息を吐つく。

「………月の光を浴びることも出来ないのです」

　ぼんやりと、遠い祖先の故郷に想おもいを馳はせる。

〝月の兎うさぎ〟は月光を浴びることで神気をため込み成長する。

　同様に仙せん道どうでは千年の間に月と太陽の光を霞かすみと共に吸収し、仙せん気きを得るという修しゆ業ぎようがある。精せい霊れいである〝月の兎〟は彼らより早く成熟できる。

　黒ウサギが一人前になるまでにかかった月日は二百年。

　一人前になるほんの数年前までは、外見も十歳の少女だった。

（身体が急に大きくなったのは驚おどろきでしたけれど。それでも、今回ほどではありませんでした）

　苦く笑しようしながら頭上に手をやる。そこに長年あったはずのウサ耳が、今は無い。

　毎日欠かさずブラッシングをして愛めでていた自じ慢まんのウサ耳は、神気の消失と共に無くなってしまった。しかも問題はそれだけではない。

（今までは聞こえていた鳥の声が………精霊の声が………遠くに流れる川のせせらぎが、全すべて聞こえなくなってしまいました）

　瞳を伏ふせ、耳を澄すませる。

　しかしどれだけ聴ちよう覚かくを研とぎ澄ませても、聞こえるのは寂さびしい風の音だけだ。夜風が横よこ薙なぎに強く吹ふくたびに、今の己の無力さを嚙かみ締しめずにはいられなかった。

　きっと今の自分は、人間の少女と同じぐらいの力しかないだろう。

　───必勝の槍やりと太陽の鎧よろい。

　叙じよ事じ詩し・マハーバーラタにて英えい傑けつカルナに軍神インドラが課した試練ゲーム。

　太陽神の息子むすこだったカルナは不死不ふ滅めつの恩恵ギフトを得るという太陽の鎧を着て生を受けた。しかしその強大な恩恵と引き換かえに鎧は彼の肌はだと一体化しており脱ぬぐことが出来なかった。この鎧を欲ほつした軍神インドラは彼が己の課した制約を利用し、身分を隠しながら太陽の鎧を寄よ越こせとカルナに命を下す。

　初めは拒きよ否ひするカルナだったが、相手が軍神インドラだと気が付き、不死不滅の鎧を渡わたすことを決意する。しかし太陽の鎧は彼と一体化しており、脱ぐためには決死の覚かく悟ごが必要だった。

　故ゆえに彼は───全身の生皮をナイフで剝ぎ取り、軍神インドラに太陽の鎧を捧ささげたのだ。

（………その献けん身しんに心打たれた帝たい釈しやく天てん様が、一度限りの必勝の槍を授さずける。これがかの有名な必勝の槍と太陽の鎧の一節）

　以来、この槍と鎧は帝釈天の眷けん属ぞくで最も献身的な者に授けられる恩恵となった。

　しかしこの恩恵は余りに圧あつ倒とう的な力を有するため一つだけ制約を課せられる。

　一度の戦いで槍と鎧を同時に使った場合───英傑カルナと同様か、それ以上のペナルティを与あたえられるのだ。

「私は………これからどうなるのでしょうか」

　制約を破り、神気を失った。それだけで済んだのは僥ぎよう倖こうかもしれない。

　何より神気を失って霊れい格かくが保たれていることが奇き跡せきでしかないのだ。最悪の場合は消しよう滅めつする可能性だってある。今の黒ウサギは人間の少女より儚はかない霞のようなものだった。

　星明かりの無い夜空を見上げて不安そうに呟く。

　体が突とつ然ぜん大きくなった時も驚いたが、その時はそれ以上に嬉うれしい気持ちが勝っていた。一人前になったことと、与えられた神格武具を十全に使えることは、小さな誇ほこりでもあった。〝審しん判ぱん権限〟を所持しているからゲームに出る機会こそなかったが、それでも最悪の事態に立ち上がれるだけの力を得たのだという自負があった。

　二百年前に守れなかった故郷を、今なら───

「………お馬ば鹿か。お馬鹿お馬鹿お馬鹿、私の大おお馬ば鹿か様ッ!!!」

　ガツン！

「くはッ⁉」

　思い上がりを悔くいるように力いっぱいテラスの柵さくへ頭をぶつけた。

　しかし勢いが強すぎた。体が人並みになっていることを忘れて思いっきりデコをガッしたせいで、黒ウサギは悶もん絶ぜつしたようにテラスを転げまわる。

　赤く腫はれた額を押さえながら、涙目になって黒ウサギは立ち上がった。

「うう………痛いのです………！」

「当たり前だ。馬鹿かお前は」

　ヒュッと、テラスの下から十六夜いざよいが顔を出した。

　黒ウサギの悲鳴を聞きつけて下の部屋から飛び移ってきたのだろう。

　一いつ瞬しゆんだけ虚きよを衝つかれた黒ウサギだが、今さら十六夜の奇き行こうで取り乱す様な事はない。しかしここは仮にも黒ウサギが宛がわれた部屋だ。

　無断で飛び込んできた十六夜に対し、黒ウサギはむくれた様に頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向いた。

「フ、フーンです。ここは黒ウサギのお部屋なのです。黒ウサギがどのようなお馬鹿をしても、十六夜さんには関係ないのでございますっ」

「そりゃそうだ。が、もう少し体を大切にするべきだな。お嬢じよう様さまや春日部がかなり心配してたぞ」

　よっこらせと、オヤジくさい掛かけ声と共にテラスへと乗り込む。

　仮にも淑しゆく女じよの寝しん室しつに無断で入るのはいかがなものかと思われたが、ドアを蹴けり破って入ってこなかっただけでも一つの成長である。数か月前からは考えられない大だい躍やく進しんだ。

　テラスに立った十六夜はふと、黒ウサギの髪かみに目をやる。

「ふぅん………ウサ耳が無くなった所為せいか、髪が前より黒く見えるな」

「それはそうですよ。黒ウサギの髪は神気で少し月光を帯びてましたから。時が経てば、もっと黒くなっていくはずです」

　ほほう、と感心したように黒ウサギの背後に回る。黒みを増した髪が気に入ったのか、何も言わずに黒ウサギの髪を三つ編みに編み始めた。

　相変わらず自由な十六夜の行動に呆あきれた黒ウサギだが、咎とがめたところで止やめる相手ではない。ため息を吐いてテラスの椅い子すに腰こしを下ろし、黒ウサギは改めて問う。

「三つ編みに編むのは結構ですけども。迎げい撃げきの準備をしなくてもいいのですか？」

「まあな。俺の役割はあの白はく髪はつの餓が鬼きを叩たたきのめすことだし。連中を迎むかえ撃うつ準備が必要なのは、むしろ春日部とお嬢様だ」

「………勝算はありそうですか？」

　不安そうに問う。次はきっと魔ま王おう連盟も総力を挙げて戦いを挑いどむだろう。

　混世魔王にマクスウェルの魔王、そして殿でん下かと名乗る白髪の少年。

　彼らはまだ己おのれの底を見せてはいない。

　その本領は試練の強制執しつ行こう───〝主しゆ催さい者しや権限〟にある。

　独自にゲームルールを決めることが出来るギフトゲームは強力無比な武器にもなる。

　ペストのように神かみ隠かくしや黒死病を発生させるもの、レティシアのようにゲームルールに強制ペナルティを組み込むものなど、その難易度は千せん差さ万ばん別べつ。

　未知のギフトゲームに挑む事は命がけの戦いになる。

　ましてや次の戦いは〝審判権限〟で中断することが出来ない。十六夜たちは敵の襲しゆう撃げきを受けながらゲームクリアを目指さねばならないのだ。

　しかしそんな窮きゆう地ちにもかかわらず、十六夜は肩かたを竦すくめて軽けい薄はくに笑った。

「まあ、五分と五分ってところだな。ここからはもう時間との戦いだ。どれだけ多くの準備が出来たかで勝敗が決まる。最低でも追い返せれば勝利なわけだが、せめて例の───リンとかいう奴やつだけは、この戦いで仕留めたい」

　殿下の付き人である黒髪の少女。

〝アキレス・ハイ〟という距きよ離りを操作する謎なぞのギフトを使う彼女は、難なん攻こう不ふ落らくのゲームメイカーとペストからは聞いている。実際にリンと戦った黒ウサギも、あの能力の対たい抗こう策は二つほどしか思いつかない。

「そうですね………あの少女を仕留めるには瞬しゆん間かん的に距離を０にする〝境界門〟を使うか、条件発動するような特とく殊しゆなギフトを用意するしかありません」

　その点でいうと今回の戦いは人材が揃そろっている。

　ウィラ＝ザ＝イグニファトゥス。生と死の境界を支配する〝蒼そう炎えんの悪あく魔ま〟。彼女がリンに戦いを挑めば仕留められる算段が立てられる。

　他ほかに方法がないのであれば、リンの相手はウィラに───

「───いや。その女の相手は御おチビに任せる」

　へ？　と、黒ウサギは間の抜ぬけた声を上げる。

　十六夜はしたり顔でヤハハと笑って首を横に振ふった。

「策というほどのものじゃないが、本人も試ためしてみたいと言っていることがあってな。ま、勝算は五分五分ってところだが」

「そ、それは、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「さあ。でも俺が助けにいける状じよう況きよう以外ではやるなと言ってある。無む茶ちやはしないだろう」

　いざという時は自分が助けると、真しん剣けんな声こわ音ねで宣言する。

　その横顔を、黒ウサギは静かに見つめた。

（………十六夜さんはきっと、この顔が素す顔がおなんだろうな）

　箱庭に十六夜が召しよう喚かんされた時。

　コミュニティの再建を掲かかげた時。

　魔王との戦いで窮地に立った時。

　誰だれよりも前で、誰よりも前に、誰よりも先を見み据すえて戦っていた。

　その内情を敢あえて語る必要はない。十六夜の戦いを傍そばで見てきた黒ウサギには、十六夜が大事にしている信念の形が見えていた。

〝正義は我にあり〟───その確信がある彼は、人生に恥はじ無しと胸を張っていられる。

　世界の正義を蔑ないがしろにせず、己の正義を邁まい進しんする。

　そんな背中が、憧あこがれていた恩人の姿に重なった。

「………やっぱり似ているのです」

「あん？」

　何を突然、と言いかけて止める。

　黒ウサギの瞳ひとみには何時いつもの天てん真しん爛らん漫まんさが失われ憂うれいに濡ぬれていた。その視線は暗雲に覆おおわれた夜空を映しながら、意識はこのテラスにはない。

　しかしふと、黒ウサギの瞳に強い光が戻もどった。

　星も月も無い曇どん天てんの夜空であっても、濁にごせない想おもいが黒ウサギの瞳を照らす。

〝月つき影かげの都〟を襲おそった悪夢を切り裂さいたあの強い眼まな差ざし。優やさしい声音。確固たる信念と理想を持って〝　　　　　　〟の旗を掲げていた彼女の面おも影かげ。

「金糸雀カナリア様………旧〝ノーネーム〟の創始者。父母を亡なくし、天てん涯がい孤こ独どくとなった黒ウサギを養子として迎え入れてくれた人。その方と十六夜さんが似ているのです」

「………ふぅん。どこが？」

「魂たましいが」

　瞳と瞳を見合わせて黒ウサギは即そく答とうした。

　真っ直ぐな視線を物もの怖おじすることなく受け止められるその真しん摯しさですら、恩人の面影を想起させる。

　しかしそんなはずない。十六夜は外界から召喚された少年。箱庭で生まれた金糸雀とは何の縁えんも無い。黒ウサギは自じ嘲ちようしたように首を横に振った。

「すみません、突然に変なことを言って」

「そうでもない。むしろ興味深いな。どんな奴だったんだよ、その金糸雀サマは」

　三つ編みを完成させた十六夜が満足そうに笑って問う。

　予想外の食いつきに黒ウサギはウサ耳───の代わりに、瞳を輝かがやかせて笑え顔がおを見せる。

　しかしその笑顔も、長くは続かなかった。

「───それは、俺も気になるな。どんな女だったんだ？」

　テラスの傘かさの上から響ひびく少年の声。

　十六夜は刹せつ那なに笑みを消し、黒ウサギを抱だきかかえて後方へ飛び離はなれる。突然のことに硬こう直ちよくしていた黒ウサギだったが、一手遅おくれたように声の主に気が付く。

　庇ひさしの上に泰たい然ぜんと構えていた白髪金眼の少年───〝殿でん下か〟と呼ばれる少年が、好こう奇きの色を込めて二人を見下ろしていた。

（そんな………幾いくらなんでも早すぎる………！）

　魔王連盟の宣戦布告からまだ半日も経たっていない。

　しかし考えてみれば不思議なことはない。

　日を置けば他の〝階層支配者〟たちがこの都市にやって来る。

　東側の〝覆ふつ海かい大たい聖せい〟蛟こう魔ま王おう。

　南側の〝龍角を持つ鷲獅子ドラコ・グライフ〟連盟。

　北側の〝鬼おに姫ひめ〟連盟。

　彼らが集つどえば如何いかに魔王連盟でも手出しは出来ないだろう。

　それに殿下たちは初めから〝サラマンドラ〟を壊かい滅めつさせるつもりでいた。彼らは初めから準備を済ませた状態で待機していたに違ちがいない。

　昼間にサンドラを神隠しに遭あわせていたのなら、襲撃はもっと早かったのだろう。

〝煌焰の都〟は昼間の騒さわぎで荒あれており、宮きゆう殿でんは厳重に警けい戒かいされている。それをまさかすぐにリターンして襲ってくるとは、恐おそるべき胆たん力りよくである。

（最低でも明日の朝を想定していたんだがな。思ったより手て際ぎわがいい）

　どうやって忍しのび込んだ───などとは今さら問い返さない。彼らは二年も〝サラマンドラ〟の主しゆ賓ひんとして招かれていたのだ。構造を把は握あくするには十分すぎる。

　十六夜も黒ウサギを抱きかかえたまま皮肉気に笑った。

「ハッ。殿下なんて大層に呼ばれてるくせに、随ずい分ぶんとデバガメ根こん性じようが強いじゃねえか」

「ん？　もしかして逢おう瀬せの途と中ちゆうだったのか？」

「当たり前だ。予定としてはこの後に黒ウサギを誑たらし込んで部屋でギッコンバッタンと」

「しませんッ！」

「ギッコンバッタンするのか」

「しませんッ‼」

「ギッコンバッタンします」

「し、しませんもんっ………!!!」

　頰を紅潮させながらジタバタと腕うでの中で抗こう議ぎする黒ウサギ。だが普ふ段だんの勢いもハリセンも無い。神気と共にツッコミも失われてしまったらしい。

　そんなやり取りの中で殿下は笑いを嚙かみ殺しつつ、改めて問う。

「まあ、そんな冗じよう談だんはさておき。お前たちが話していたのは〝詩人クリエイト〟の金糸雀だろう？　そいつについては俺も興味が尽つきない。話してくれるのならしばらくは静せい聴ちようするが？」

　愉しげな瞳で壁かべに凭もたれ掛かる殿下。

　しかし彼の話を聞くや否いなや突とつ如じよ、黒ウサギの様子が激変した。

「待ちなさい。それは………その、どういうことです？　金糸雀様は、貴方たちに捕らえられているのではないのですか？」

　───何？　と眉まゆを顰ひそめ、殿下は十六夜を見る。

　十六夜は「しまった」と痛つう烈れつに舌打ちした。

　黒ウサギはまだ旧〝ノーネーム〟が外界に追放された可能性を知らないのだ。

　何時いつか話さなければならないと思っていたが、今は駄だ目めだ。精神的に弱っている黒ウサギに余計な不安を与あたえたくない。

　自分の失態に気が付いた十六夜は黒ウサギを部屋へと突つき飛ばす。

「悪いが、世間話はここまでだ。黒ウサギは今すぐ第五右う翼よくの宮に逃にげろ。あそこが一番安全だとマンドラの奴が言っていた」

「で、でも、金糸雀様の安否を確かく認にんしないと………！」

「それぐらいなら俺が締しめ上げて確認しておいてやる！　早く行けッ!!!」

　ビクリ、と怯おびえたように身を震ふるわせる。こんなに声を荒あららげる十六夜は珍めずらしい。

　急変した十六夜の様子を呆あつ気けに取られて見ていた殿下だが、すぐに事情を察し、夜空に弾はじける様な哄こう笑しようを上げた。

「なるほど………ああ、そうか。そういうことかッ！　つまるところお前は………いや、お前たちはッ！　三年前の発ほつ端たんや出生を、何も聞かされていないってことかッ‼」

「なっ………？」

　思わせぶりな台詞せりふに憤いきどおる黒ウサギだが、殿下は歯し牙がにもかけない。

　これは傑けつ作さくだと───滑こつ稽けいだと殿でん下かは腹を抱かかえて笑う。

　一ひと頻しきり笑った殿下だったが、顔を上げたその表情にはもう先ほどまでの子供らしさは無い。嗜虐に染まった黄金の双そう眸ぼうで二人を捉とらえた彼は右手を上げ、

「そうと知っていれば他の趣しゆ向こうを凝こらしたんだが、まあいい。これはこれで面おも白しろいしな。お前たちの驚おどろく顔が見られるなら見せる価値もある」

　言うや否や、彼の手には一冊の魔ま導どう書しよ───かつては巨きよ人じん族が所有し〝アンダーウッド〟を滅ほろぼした〝来寇の書エリン・グリモワール〟　がその手に現れる。

「その本は………まさか………⁉」

　刹那、嵐あらしのような風と共に〝来寇の書〟が紙かみ吹雪ふぶききとなって黄昏たそがれの街を包み込んだ。

　嵐の中心で泰然と立つ殿下は、逆さか廻まき十六夜を睨にらんで獰どう猛もうに笑う。




「刮かつ目もくしろ、逆廻十六夜。俺たち原典オリジン候補者が持つ、力の一いつ端たんを………!!!」




　舞まい散る紙吹雪はその一枚一枚が漆しつ黒こくに染まっていき、黒の封ふう書しよへと変わった。








『ギフトゲーム　〝Tain Bo Cuailnge〟





・参加者側ゲームマスター　〝逆廻十六夜〟

・主しゆ催さい者しや側ゲームマスター　〝　　　　　〟







・ゲームテリトリー　〝煌こう焰えんの都〟を中心とした半径２ｋｍ。




・ゲーム概がい要よう




※本ゲームは主催者側から参加者側に行われる略りやく奪だつ型ゲームです。

　このギフトゲームで行われるあらゆる略奪が以下の条件で行われる限り罪に問われません。




条件その一：ゲームマスターは一対一の決けつ闘とうで雌し雄ゆうを決する。

条件その二：ゲームマスターが決闘している間はあらゆる略奪可（死傷不問）

条件その三：参加者側の男性は決闘が続く限り体力の消費を倍加する（異例有）

条件その四：主催者側ゲームマスターが敗北した場合は条件を反転。

条件その五：参加者側ゲームマスターが敗北した場合は解除不可。

条件その六：ゲームマスターはゲームテリトリーから離り脱だつすると強制敗北。







終了条件：両陣じん営えいのゲームマスターの合意があった場合にのみ戦争終決とする。




ゲームマスターが死亡した場合、生き残ったゲームマスターの合意で終決。







宣せん誓せい　上記を尊重し誇ほこりと御み旗はたの下もと、〝ウロボロス〟連盟はゲームを開かい催さいします。






〝ウロボロス〟印』






　黒ウサギと十六夜は落葉のように舞う封書を一枚手に取り、手と声を震わせて叫さけんだ。

「あ、ありえない！　〝来寇の書〟はケルトの巨人族にしか使えないはずです！　なのに何故なぜ、貴方が〝主催者権限〟を使えるのですか………!!?」

「さあ？　それはお前の知る必要のない事だぞ月の御み子こ」

　蒼そう白はくとなって叫ぶ黒ウサギ。しかし殿下は答えない。

　その間にも状じよう況きようは刻一刻と悪化する。

〝煌焰の都〟の遥はるか彼方かなたから地じ響ひびきが鳴り響き、その震しん動どうで宮殿の全体が激しく揺ゆれ始める。一いつ斉せいに上がる鬨ときの声は、最さい奥おうの主賓室であるこの部屋まで届いた。




「ウオオオオオオオオオォォォォォォォォォ─────!!!」




　その猛たけ々だけしい雄お叫たけびを忘れるはずがない。数か月前、大樹の地下都市を襲おそった無法者。巨人族の集団が今正に〝煌焰の都〟を蹂じゆう躙りんせんと迫せまってきていた。

「巨人族………‼　まだ生き残りが⁉」

「ああ。だが前回の時とは一味違うぞ。連中には新しい恩恵ギフトを与えてある。そして火龍や〝サラマンドラ〟の男衆は今いま頃ごろ、ゲームルールによって身体からだに変調を来きたしているだろう。───さあ、どうする逆廻十六夜？」

　獰猛な雄叫びは天を衝つき、地響きと土つち埃ぼこりを上げて〝煌焰の都〟へと近づいてくる。

　最も早はや是ぜ非ひを問うまでも無い。十六夜の行動は早かった。足場を炸さく裂れつさせる程ほどの踏ふみ込みで殿下に肉にく薄はくした十六夜は、殿下の臓ぞう腑ふを抉えぐるように下から拳こぶしを打ち込む。

　それを両手で受け止める殿下だが、二人の衝しよう突とつでテラスは階下へと崩ほう落らくした。

「い、十六夜さん‼」

「いいから行け‼　足手まといだ‼」

　十六夜の怒ど声せいに言葉を詰つまらせる。悔くやしいがその通りだ。今の黒ウサギには戦う力が一いつ切さいない。崩落に巻き込まれるだけで重じゆう症しようを負うのは目に見えていた。

　御ご武ぶ運うんを、と叫んだ黒ウサギは口くち惜おしそうに宮殿の奥へと姿を消す。

　崩落したテラスの瓦が礫れきから十六夜と殿下は軽い足取りで飛び下り、外そと堀ぼりにある芝しば生ふへと着地。両者は共にまだ全力は出していない。もしも全力でぶつかっていたのなら宮殿にはより壊滅的な打だ撃げきとなっていただろう。

　宮殿の裏庭に該がい当とうするこの場所は人ひと気けも少なく、崩落するほどの爆ばく発はつが起きても衛兵が来るまで時間がかかる。遠くで騒ぎを聞きつけた衛兵たちの声が聞こえるが、数が集まるまでには数分ある。

　殿下は金眼に嗜虐的な笑えみを浮うかべながら十六夜を見み据すえた。

「驚いた。随分と過保護じゃないか。そういう印象は受けなかったんだがな」

「そんなんじゃねえよ。邪じや魔まだったのも噓うそじゃない。───それより意外だったぞ。よりにもよって〝Tain Bo Cuailnge〟とはな。俺の記き憶おくが確かなら、偽にせ史書の一節に刻まれた戦争───クーリーの牛争いで行われた決闘方式の一つ、だったか？」

「半分正解、半分不正解。この箱庭だと〝来寇の書〟は史実と同じ価値を持つ。………〝歴史の転換期パラダイムシフト〟のことはもう知ってるよな？」

「ああ。知ったのはつい最近だけどな」

　殿下の確認に十六夜は頷うなずいて返す。

　───箱庭の世界は、異なった時間軸じく線上に偏へん在ざいしている。

　虚きよ構こうの史実であったとしても、異なった時間流の中では一つの史実として存在し、後の歴史に辻つじ褄つまが合うなら存在が許される。それが箱庭という場所の実体だ。

　十六夜はその手にある〝契約書類ギアスロール〟の文面を読み、そのまま握にぎりつぶす。

「二人の〝決闘者ゲームマスター〟が戦っている間だけ略奪できる、か。しかも参加者側の男を衰すい弱じやくさせるメイヴの呪のろい付き。勝たなきゃ呪いは解けない。なんてこった、俺の責任重大だな！」

「だが嫌きらいじゃないだろ？」

「否定はしない」

　軽口をたたき合いながら共に間合いを測る。

　両者ともに笑みを浮かべているが、目は笑っていない。

「でも意外だったのはゲームのことだけじゃない。………本音を言うと、お前は俺との戦いを避さけると思っていた」

「へえ？　何で？」

「お前を倒たおせるのが、俺だけだからだ」

　断定するように十六夜は宣言する。その声こわ音ねには傲ごう慢まんも挑ちよう発はつもなく、純然な事実で告げたという意思が見て取れる。

　魔ま王おう連盟───〝ウロボロス〟の首しゆ魁かいを討うてるのは、逆廻十六夜だけなのだと。

　そして殿下も否定することなく、その言葉を真しん摯しに受け止めた。

「ああ。それは間ま違ちがいじゃないよ。この〝煌焰の都〟で俺を倒せる人材はオマエだけだ。───だからこそ俺が来た。オマエを倒せるのもまた、この俺だけだからだ」

　金眼の瞳ひとみが鋭するどく光り、唇くちびるの端はしに凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべる。

　姦かん計けいも無ければ打算も無い。

　切り札ジヨーカーと切り札ジヨーカーを最初からぶつけ合うことで、戦いの趨すう勢せいを決めようというのだ。

「───……」

　瞳を細め、殿下を見下ろす。

　前回の戦いの時に感じた因いん縁ねんは錯さつ覚かくなどではない。

　この白髪金眼の少年と逆廻十六夜は、決着を付けねばならない宿命にある。〝ノーネーム〟と魔王連盟とは別の運命の下で雌雄を決せねばならないのだと、本能が訴うつたえていた。

「いいね。その覇は気きは評価するぞ白はく髪はつ鬼き」

「………白髪鬼？　前にも言っていたが、どういう意味だ？」

「そんなの文面通りに決まってるだろ。白髪の餓が鬼きだから白髪鬼だ。───殺し合う敵に〝殿下〟なんて敬けい称しようを使うのは、おかしいだろ？」

　腰こしに手を当てて憮ぶ然ぜんと言い返す。

　子ども扱あつかいされて怒おこるかと思われた殿下だが、妙みように納なつ得とくして頷いた。

「なるほど。確かに言い得ている。殺し合う相手に敬称を使う義理はない」

「だろ？」

「ああ。だがそう言われると無む性しように敬称で呼ばせたくなるのも権力者の性さがだな」

　一歩、共に距きよ離りを測るように横へ踏み出す。

　まるでそれが合図だったかのように、宮きゆう殿でん内の各所から一斉に悲鳴と爆ばく音おんが聞こえた。忍しのび込んでいた〝魔王連盟〟の主力が行動を開始したのだろう。

　金眼の瞳を嗜虐に染めた殿下は鋭えい利りな視線で十六夜を射い貫ぬき───

「決めたぞ、逆廻十六夜。お前の断だん末まつ魔まには、俺を敬称で叫ばせてやる」

「ハッ、ほざけ白髪鬼───!!!」

　両りよう雄ゆうは怒ど号ごうを上げて衝突する。

　大気を焦こがし。

　大地を砕くだき。

　大海を両断する拳をぶつけ合う。

　二人の戦いは、一いつ瞬しゆんにして第八左さ翼よくの宮殿を半はん壊かいさせた。崩くずれた瓦礫はぶつかり合う両雄の衝しよう撃げきで粉こな微み塵じんとなって夜風に散った。

　宮殿の裏に聳そびえる巨きよ峰ほうはその衝撃で木々を揺らしている。

　修しゆ羅ら神仏の集つどうこの箱庭で、新しん鋭えいたちがぶつかり合い火花を散らす。

　彼らこそ古い時代の遺物を踏み荒あらし、過去に積み上げられた数々の功績を踏とう破はする新しい時代の申し子だ。この戦いの末には星の輝かがやきにも勝まさる栄光が彼らを祝福するだろう。

　長らく停てい滞たいしていた神々の花はな園ぞのは新しい輝きに飢うえている。

　己おのれの覇はを競きそい合う、新しい時代の息い吹ぶきは今───




「─────………」

　我知らず。破は滅めつへと歩みを進めていた。
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　───〝煌こう焰えんの都〟宮殿最下層・星海の間。

　冥めい府ふの底を彷ほう彿ふつとさせる宮殿の地下深く。光も音も届かない地でそれはふと、鎌かま首くびをもたげた。それが身み動じろぎをすると、全身を縛しばる鉄てつ鎖さがジャラリと揺れる。

　しかしそれ以上の自由は与あたえられていない。

　鉄鎖は四し肢しに絡からみながら貫かん通つうし、壁かべの中に肢し体たいを縫ぬい留めていた。肉に食い込むほど締しめ上げられた鉄鎖は僅わずかに動くだけでも激痛を走らせるだろう。

　だがそんなものはどうでもよかった。

　二百年にも及およぶ封ふう印いんの中でただの一度も動かなかったそれは今、地上で行われている新鋭たちの戦いの熱気を感じとっている。

　嗚呼ああ───戦せん禍かの薫かおりがする、と。それは獰どう猛もうに牙きばを剝むいて微笑ほほえむ。

　頭ず蓋がいの頂点から顎あごまでを杭くいで打ち抜かれているために分かりにくいが、それは紛まぎれもない笑みだった。

　苦痛も、快楽も、自由も、不自由も、この者を苛さいなむ要因にはなりえない。この囚しゆう人じんが魂たましいに持つ情動は天上天下に唯ただ一つ。地じ獄ごくという名の戦場を駆かけ抜ける熱い滾たぎりだけだ。

　箱庭の黎れい明めい期き───世界に天と地が出来て間もない頃ころ。多くの神仏が世界を席せつ巻けんするとともに、彼らの造り出す秩ちつ序じよとは相反する様々な膿うみが零こぼれ落ちた。

　天と地、昼と夜、善と悪、興こう隆りゆうと衰すい亡ぼう、創造アルフアから破滅オメガまでのあらゆる世界の要素が坩堝るつぼの中で濾ろ過かされ、最初の災わざわいとなった。




　───この世に災い在れ。

　───三千世界に呪のろい在れ。




　汝なんじ、悪であれかしと願われた不ふ俱ぐ戴たい天てんの化け身しん。

　人界に蔓延はびこるありとあらゆる醜しゆう悪あくをより大きな地獄を以もつて吞のみ込むそれは、百の国と千の英えい傑けつを打ち砕く暴君である。

　地上で感じる覇気の主あるじも相応の大志を胸に宿して戦いに身を投じているのだろう。ならばこの暴君の前に姿を現す運命にある。

　封印が解かれる日が近い。

　血と鉄と戦禍の薫りを愉たのしみながら、開かい封ふうの時が近いことを予感する。

「─────………」




　これから程ほどなくして、〝煌焰の都〟に居る誰だれもが知ることとなる。

〝天災〟と称しようされたその所以ゆえんと意味を。

〝不俱戴天世界の敵〟を初めに掲かかげたのは誰なのかを。

　増長した新鋭たちは、地獄の窯かまを開くと同時に思い知るだろう。




　神々の黎明期を駆け抜けた───真の魔王の恐きよう怖ふを。
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　───〝煌こう焰えんの都〟第三右う翼よくの宮前・鍛たん錬れん場。

　夜空を覆おおう程の紙かみ吹雪ふぶきにいち早く気が付いたのは、春日部かすかべ耀ようだった。五感が鋭えい敏びんな耀はすぐに天を仰あおぎその異変を凝ぎよう視しする。

　鷹たかの目を持つ耀は瞬しゆん時じにその文面を読み取り、その場にいた衛兵や主力に叫さけぶ。

「準備急いで！　魔王が来た！」

「何だと⁉」

「空を見ろ‼　アレだッ！　黒い〝契約書類〟だ！」

　耀の叫びをきっかけにして一いつ斉せいに衛兵たちが声を上げる。

　しかし冷静さを失って叫んでいるというわけではない。彼ら〝サラマンドラ〟は北の守護者の一角である。魔王の襲しゆう撃げきを知ってからの行動は迅じん速そくだった。

　警けい鐘しようを鳴らす塔とうに登ったマンドラは盛大に鐘かねを打って異変を知らせる。

「全員、配置に着け！　作戦通りに行動を開始しろッ！」

「しかしマンドラ様！　準備が整っていない区域はいかがなされますか⁉」

「そんなものは茶飯事だッ！　魔王を相手に半ばでも準備が出来ただけ僥ぎよう倖こうッ‼　ゲームの進行に合わせて、臨機応変に構えろッ!!!」

　マンドラの一いつ喝かつに応じて衛兵たちが一斉に動き出す。

　地の利があるだけ彼らにとっては上等な戦いだ。下層を荒らす魔王の傘さん下かや魔ま境きようと化した傷きず跡あとで戦うよりは、慣れ親しんだ本ほん拠きよの防衛戦の方が勝手が利きく。

　続けざまに〝煌焰の都〟を囲む外がい壁へきの駐ちゆう屯とん兵が息せき切って鍛錬場に飛び込んでくる。

「伝令です！　都市の外より巨きよ人じん族と思われる大軍団が出現しました！」

「巨人族だと⁉　どの地域の連中だ⁉」

「装そう飾しよくから推測する限りでは、ケルト神群の巨人族かと思われます！　数は現在確かく認にんされているだけでも千体は超こえているかと！」

　伝令の応答に、先ほど十六夜いざよいに殴なぐり飛ばされた古こ豪ごうの一人・百ひやく腕わんの巨人族が牙を剝く。

「ケルト神群………フォモールかあの辺りの巨人族か。連中は知能はともかく、身体からだが馬ば鹿かにデカイ。真正面からやり合うのはよろしくねえな」

　その呟つぶやきを偶ぐう然ぜんにも聞いていた耀が頷うなずく。

「なら大型の火か龍りゆうの部隊を最前線に押し出して、防衛線を張ろう。空から飛行型の火龍とペストが攻せめれば一気に殲せん滅めつできる」

「ま、それが一番安全でしょうね。ジンは第五右翼の宮に隠かくれてなさい」

「分かった。気を付けて、ペスト」

　ペストは黒い風を纏まとって都市の外へ向かう。

　隣となりで一連のやり取りを聞いていた古豪の巨人族が、むっと眉み間けんに小こ皺じわを寄せる。

　だが彼も伊達だてに古株を名乗っているわけではない。彼らのやろうとしていることをすぐに理解した。

「あの口が悪い元魔ま王おうの娘むすめ………噂うわさじゃ黒死病だったな。気に食わんが確かに適任だ。ケルト神群の巨人族には大だい打だ撃げきだろうぜ」

「知ってるの？」

「応よ、当たり前だ。俺たちは北側を仕切る巨人族〝ヘカトンケイル〟の一派よ。連中とやり合ったのも両手の指じゃ………いや、俺の腕は百まで増やせるんだがな」

　ほれ、と掛かけ声をかける。すると彼の周囲に霊れい体たいで出来た剛ごう腕わんが一斉に出現した。突とつ然ぜんのことに面めん食くらう耀だったが、すぐに瞳ひとみを輝かせて熱っぽく問う。

「おじさん、巨人族？　幻げん獣じゆう？」

「ああん？　さて、どうだったかなあ？　随ずい分ぶん前に似た様な事を聞かれたことがあったが………一応は、幻獣じゃねえか？」

　顎の髭ひげを弄いじりながら曖あい昧まいに答える。しかし耀にはそれで十分だった。

　ガシッ！　と無理やり手を握にぎって握あく手しゆを交かわし、

「自己紹しよう介かいはまた後でします。だから、私と友達になって下さいっ！」

　今度こそ瞳を丸くする古豪の巨人族。

　詳くわしい事情を問おうとするが、それを遮さえぎるように雄お叫たけびが響ひびいた。

「ウオオオオオオオォォォォォォォ────!!!」

　ハッと二人は同時に顔を上げる。今の雄叫びは先ほどより遥はるかに近い。

　明らかに宮きゆう殿でんのすぐそこから聞こえてきた。もう街中を突とつ破ぱして此こ処こまで来たのかと、参加者側に動どう揺ようが奔はしる。

「巨人族がもう都市部まで………⁉」

「馬鹿な、早すぎる！　外壁の駐屯兵は何をしていた⁉」

「大型の火龍隊は騎き手しゆを乗せてすぐに戦いに備えろ！」

　人型の亜あ龍りゆうは飛行型の火龍の鞍くらに跨またがり、手た綱づなを握って臨戦態勢に入る。宮殿の敷しき地ち内で巨人族が暴れ始めたら手が付けられない。

　動揺の汗あせを搔かきながらも混乱することなく一糸乱れぬ動きで迎げい撃げき態勢を取る。

　そんな中で唯ただ一人───ウィラ＝ザ＝イグニファトゥスだけが、事態を把は握あくしていた。

「マクスウェル………！」

　普ふ段だんのぼんやりした雰ふん囲い気きからは想像もつかない、緊きん迫ぱくした声。

　その呟きが聞こえていたのだろうか。

　まるで応じるように宮殿を照らす篝かがり火びが炎えん上じようする。

　漆しつ黒こくの紙吹雪を搔き乱す炎の嵐あらしが意思を持つかのように螺ら旋せんを描えがきながら収束する。それがマクスウェルの〝境界門〟の形なのだろう。

　炎の螺旋は巨きよ大だいな渦うずとなり宮殿内を駆け巡めぐる。やがて一つの人ひと影かげを炎の向こうに映し出すと、指を弾はじく音がした。

「召喚summon、〝氷結境界Phrase　gate〟」

　芝しば居いがかった声が炎から熱を奪うばい刹せつ那なの間に氷結させる。

　氷結した炎の嵐はまるでウィラと飛鳥あすかの戦いを焼き増したかのようだ。巨大な氷ひよう柱ちゆうの中でクツクツと笑う人影は再度指を鳴らして氷柱を砕くだき、その姿を見せた。

　青と赤のコントラストで彩いろどられた外がい套とうを靡なびかせ、陶とう酔すいしたような表情でウィラの眼前へと舞まい降りる。

「ふふ、ようやく我が名を口にしてくれたね。ついに私を受け入れてくれる気になったか、愛いとしの花はな嫁よめよ」

「うるさいストーカー」

　ウィラの青髪がみに触ふれようとした右手を、蒼そう炎えんで払はらいのける。だがマクスウェルは恐おそれることなく蒼炎を突つき破り彼女の青髪に触れた。

　如何いかに熱の境界を司つかさどる悪あく魔まであっても、この蒼炎は万ばん象しようの壁かべを突き崩くずす死の炎である。マクスウェルの右みぎ腕うでは瞬またたく間に焼き爛ただれて肉を焦こがす。

〝愚ぐ者しやの劫ごう火か〟の火力を知る耀は、マクスウェルの常じよう軌きを逸いつした行動に息を吞む。

（一いつ瞬しゆんも躊躇ためらわずに、ウィラの炎の中に手を………！）

　常人ならばとうに全身を焼しよう失しつさせている。燃え尽つきずに耐たえているマクスウェルだが、失神しかねないほどの激痛を感じているはずだ。

　しかしマクスウェルの表情に苦痛の色はない。

　その瞳に浮うかぶ感情は唯一つ。愛しの人の髪に触れられたという歓かん喜きだけがあった。

「ああ、やっと………やっと、君に触れられるだけの力を手に入れられた。この力を手に入れる為ためだけに、私は時の最果てまで駆け抜ぬけた。この恋こい心ごころよ、世界の境界を飛び越えて君に届けと願い続け───ウィラ！　私はとうとう、君を迎むかえに来た！」




「きもい」




　一刀両断である。しかしマクスウェルには照れ隠しにしか見えなかったのだろう。不快な色は一いつ切さい見せず、摑つかんだ青髪に口づけようと顔を近づけた。

　啞あ然ぜんと二人のやり取りを見ていた耀だったが、これはまずいと我に返る。

「こ、この、ストーカー………‼」

　輝かがやく旋せん風ぷうを巻き上げ、マクスウェルの懐ふところへと一直線に飛び込む。

　迎撃されるのを覚かく悟ごしての突とつ進しんだったが、ウィラに夢中だったマクスウェルは脇わき腹ばらを蹴けり貫つらぬかれて宮殿の通路へと叩たたき込まれた。

　同じく呆ぼう然ぜんと見ていた〝サラマンドラ〟の衛兵たちも一斉に追つい撃げきを仕し掛かける。

「い、今だ！　全員かかれッ！」

　槍やりを掲げた亜龍と火ひ蜥蜴とかげの一軍が、号令と共に火か炎えん弾だんを掃そう射しやする。

　拳こぶし大の火炎弾の雨が宮殿に追いやられたマクスウェルを襲おそう。宮殿を支えていた柱や屋根は瞬く間に崩れ落ち、マクスウェルの頭上へと落下した。

　警鐘の塔から下りたマンドラもその場に駆かけつける。

「手を休ませるなッ！　一いつ気き呵か成せいに倒たおせッ！」

　雄お々おしく声を上げて更さらに火力を上げる衛兵たち。

　だが〝契約書類ギアスロール〟の内容を思い出した耀はハッとなって叫ぶ。

「まずい！　男の人は無理をしちゃダメだ！」

「なんだと？」

　号令をかけていたマンドラが訝いぶかしげに声を上げる。

　異変はその直後に起きた。怒ど号ごうを上げて火炎弾を放出していた衛兵たちは全身から過度の汗を搔き、次々と膝ひざを折って倒れ始めたのだ。

「何だ………力が入らん………！」

「ええい、一世一代のチャンスだというのにッ………！」

　亜龍の衛兵も火蜥蜴も次々と疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたように倒れる。それがゲームルールの呪のろいだと察した耀とマンドラは焦あせりを吞のみ込みながら奥歯を嚙かみ締しめ、〝契約書類〟を見る。

「これが衰すい退たいの呪い………！　くっ、まさかこれほど疲ひ労ろうするのが早いとは………！」

　歯は痒がゆそうに唇くちびるを嚙むマンドラ。

　しかし此処で戦力を消費してしまうわけにもいかない。まだ戦いは始まったばかりだ。外には巨人族も攻めてきている。口くち惜おしそうにマンドラは衛兵を下がらせた。

　火炎弾の掃射によって崩れた宮殿の廊ろう下かは土つち煙けむりが立ち込めている。マクスウェルが避よけた気配はない。間ま違ちがいなく瓦が礫れきの下になったはずだ。

　固かた唾ずを吞んでマクスウェルの動向を注視する一同。

　その緊きん張ちようの糸を切るかのように、ウィラが呟いた。

「………やっぱりダメ。全く効いてない」

　何？　とマンドラがウィラに振ふり返る。だが彼女の言葉はすぐに証明された。

　土煙の向こうに人影が揺ゆれる。まるで何事も無かったかのようにマクスウェルは鍛たん錬れん場に戻もどり、外套を靡かせぐるりと周囲を見渡す。

「まさか………本当に効いていないのか⁉」

　絶望的な声を漏もらす衛兵たち。

　マクスウェルは外套に付いた埃ほこりを払い、不ふ機き嫌げんそうに告げる。

「いやはや。ここは私たちが愛を語り合うには、邪じや魔ま者ものが多すぎるようだ。………ふふ。蛮ばん族ぞくなど不要と思っていたが、野次馬を狩からせるには丁度いいッ！」

　マクスウェルの瞳から陶酔が消える。

　それは同時にこの悪魔が本気になったことを表していた。

　右手から炎の嵐を放出し、左手から凍いてつく吹雪ふぶきを巻き起こす。〝暖〟と〝寒〟の境界を切り開いて巨きよ人じん族の大群が次々に宮殿内に姿を現す。

　粒りゆう子しにまで分解されて運ばれてきた彼らはマクスウェルの力で再構築されていく。彼らは完全に姿を現すと、猛たけ々だけしい雄叫びを上げた。

「ウオオオオオオオォォォォォォォ────!!!」

　その雄叫びに合わせて振るわれる巨大な戦せん斧ぷ。

　宮殿を守ろうとして、輝く旋風を放出する耀。しかし彼女よりも、〝サラマンドラ〟の大型の火か龍りゆうたちの動きが早かった。

　鋼はがねよりも強きよう靭じんな鱗うろこで戦斧を受け止め、口内から熱線を吐はいて巨人族を討つ。

「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａ!!!」

「ウオオオオオオオォォォォォォォ────!!!」

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくでぶつかり合う火龍と巨人族。

　熱線を避けられないと覚悟した巨人族は前方へと突進し、火龍の顎あごを下から殴なぐりつけた。放射された熱線は一文字に夜空を赤く燃やす。

　その火龍に続くように各所で火龍たちの雄叫びが上がる。

　鍛錬場で耀と戦った火龍や古こ豪ごうたちも臨戦態勢に入った。

『人間の娘むすめよ！　悔くやしいが、お前は強い。敵の主力を討てるのはお前たちだけだろう！』

『俺たちは露つゆ払はらいに徹てつする。巨人族は任せろッ！』

「うん。でも気を付けて。龍の人たちも衰すい弱じやくの呪いが掛かってると思うから」

『ガハハ、それがどうした！　衰退の呪いに掛かっても田舎いなか巨人族なんぞに負けんわいッ！　娘っ子こそしくじるなよ！』

　豪ごう快かいに笑い声を上げながら戦場へと飛び立つ火龍たち。

　マンドラも火龍の背中に跨り、耀とウィラに戦いを託たくす。

「この戦いに勝てるかどうかは、お前達にかかっている。………武運を祈いのる」

「うん。きっと旨うまくやって見せるから」

　激げき励れいを交わし合い、マンドラは火龍に乗って巨人族に立ち向かっていく。

　前ぜん哨しよう戦せんは終わった。勝算はある。二人は意い気き軒けん昂こうとマクスウェルの前に立つ。

　恋れん慕ぼの陶酔から我に返ったマクスウェルは、そこでようやく耀の存在を認にん知ちし、感心したように微笑ほほえむ。

「その少女が今のパートナーかい、ウィラ。やっとカボチャ頭に愛あい想そが尽きたようだね」

「違ちがう。耀は新しい友達。彼女と一いつ緒しよに………マクスウェル。貴方あなたを倒す」

　その宣言に、耀は武む者しや震ぶるいを隠かくせずにいた。

　作戦の説明を受けた時、耀は十六夜にマクスウェルとの戦いを任されたのだ。

〝マクスウェルの魔ま王おう〟はお前が倒せ、と。

（っ………本当に、私が魔王を倒せるの………？）

　春日部耀は今まで魔王と戦った経験がない。

〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟の時はペストに罹かかって伏ふせていた。

　巨龍とのゲームは強敵に勝利したものの、半ば偶ぐう然ぜんに過ぎない。

　本物の魔王と真正面から対たい峙じするのはこれが初めてなのだ。

「っ………！」

　緊張で体が強こわ張ばり力が抜けない。そんな時、第八左さ翼よくの宮で大だい爆ばく発はつが起きた。何事かと宮きゆう殿でん内の誰だれもが第八左翼の宮を見上げる。

　宮殿を打ち砕くように飛び出した二つの人影は自分たちが瓦が解かいさせた破は片へんに飛び乗り、光かと見み紛まがうような速度でお互たがいを肉にく薄はくし合う。

　両者が打ち出した拳の波は大気を振しん動どうさせて、突き出すたびに雷らい鳴めいにも似た爆ばく音おんを轟とどろかせる。

　それを見上げていた亜あ龍りゆうたちは口々に囁ささやいた。

「奴やつらは………本当に化け物か………⁉」

　それは正に神じん魔まの戦いだった。

　化け生しようであるはずの亜龍や鬼き種しゆたちでさえ息を吞む、嵐あらしのような戦いだった。

　魔王に匹ひつ敵てきする者が全力を出してぶつかり合えば周囲の被ひ害がいも尋じん常じようではすまない。中庭の芝しば生ふは捲まくれあがり、植えられていた木々は木こつ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだけた。

　───春日部耀が、同じように魔王と戦えるのか。

　手に汗あせを握にぎって緊張する耀に、ウィラは小さく笑いかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。いざとなったら………私一人でもマクスウェルを倒すから」

　その気迫を具現化するように両手から蒼あおい灼しやく熱ねつの風を放出する。

〝愚者の劫火〟───生と死の境界から召しよう喚かんした風は物質界に存在する全すべてを焼き尽くす。それは概がい念ねんの具象化した悪魔であっても例外ではない。

　そもそも倒せるか否いなかを問うのであれば───〝マクスウェルの悪魔〟は本来、その存在を科学的に否定された悪魔である。

　存在否定を成された悪魔は張り子の虎とらと同様に、破り捨てれば消えてしまう儚はかない妄もう想そうだ。物理的な攻せめ手だけでも倒すことが出来る数少ない悪魔。本来なら下級の亡ぼう霊れいみたいなものだが、どういう訳かマクスウェルは強大な霊れい格かくを与あたえられている。

　ウィラは両手から〝愚者の劫火〟を放出して耀に最後の確認を取る。

「まずは私が戦う。後は手て筈はず通りお願い………！」

　その言葉を口切に、ウィラの姿が消える。

　高速移動や五感を騙だますような陳ちん腐ぷな代しろ物ものではない。これは個人に与えられる能力ではなく、境界を預かる全ての者に与えられる開かい錠じようの恩恵ギフトだ。

〝境界門〟を開錠し時の流れの違う外界から同位時間軸じくに跳ちよう躍やくすることで可能となる最高移動術───俗ぞくにいう〝テレポート〟という能力である。

「召喚summon、〝愚者の劫火Ignis　fatuus〟───!!!」

　マクスウェルの背後を取ったウィラはその両手から蒼そう炎えんを浴びせる。もしもこれがマクスウェルでなければこの一いち撃げきで終わっていただろう。

　しかし襲しゆう撃げきを予期してマクスウェルは犬歯を見せて獰どう猛もうに笑い、即そく座ざに姿を消失させる。マクスウェルはウィラの頭上へと移動し同じく両りよう腕うでから炎と氷結を迸ほとばしらせる。この攻こう防ぼうを続けざまに三度繰くり返し、共に必殺の一撃を繰り出し合う。

「ハハ、堪たまらんな！　初手から劫火とは恐おそれ入る！　殺したいほど私が好きか⁉」

「きもい」

「だが私もだ！　愛しているぞ蒼炎の花はな嫁よめよッ！」

「………きもぃ」

　嫌けん悪お感かんで覇は気きを蹴け散ちらされそうになるが、それでも精せい一いつ杯ぱい応戦する。

　だが傍はた目めで見ている耀はそれどころではない。刹せつ那なの間に繰り返される二人の攻防に割って入ることが出来ず二の足を踏ふんでいた。

（やっぱり………単独での跳躍は前兆がないんだ………！）

　高性能な五感を頼たよりに戦ってきた耀にとって、二人の攻防は異次元の戦いである。

　視覚も聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも、この戦いでは無用の長物だ。

　むしろ頼りにしてしまうだけ不利になるだろう。二人の戦いに参加するには、耀が今まで一番頼りにしてきた武器を一度捨てなければいけない。

　せめて一日だけでも試ためす時間があったら──と、弱音を吐きそうになる心を振り払はらう。

（違う。マンドラさんだって言っていた。魔王と戦うとき、こんなことは茶さ飯はん事じだって）

　準備不足で当たり前。

　敵の情報を知らなくて当たり前。

　それでもみんな、勇気を振り絞しぼって魔王に挑いどむのだ。

（信じよう………！　十六夜や飛鳥だって戦えたんだ。きっと出来るッ！）

　お前が倒たおせ。お前ならできる。

　十六夜がそう言った言葉を信じ、〝生命の目録〟を握りしめた。

「〝生命の目録〟───形状、〝マルコシアス〟………!!!」
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　───〝煌こう焰えんの都〟星海の石せき碑ひ・展示回かい廊ろう。

　都市部は大混乱に陥おちいっていた。彼らは〝サラマンドラ〟の衛兵達と違って魔王と戦う心構えがあったわけではない。理り不ふ尽じんなギフトゲームの開かい催さいと衰弱の呪のろいに苦しみながら巨人族と戦っているのだ。

　大型の火龍が次々と巨人族に戦いを挑むその中心で、久く遠どう飛鳥あすかは山羊やぎの神しん獣じゆう───アルマテイアの背に跨またがり、慣れない騎き乗じように苦しみながらも次々に巨人族を打だ倒とうしていく。

「叩たたきつけなさい、ディーン！」

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

　雄お叫たけびを上げて巨人族の戦士へ突とつ進しんし、その頭を摑つかんで大地に叩きつける。展示回廊も粉々になったが贅ぜい沢たくは言っていられない。事前に展示物は避ひ難なんしてあるに違いないと勝手に判断し、飛鳥とディーンは次々に巨人族を薙なぎ払っていく。飛鳥と共に都市部の守護を任されたジャックとルイオスは共にディーンの出来具合を観察していた。

「ヤホホホホ！　我ながらいい仕事しましたねえ」

「………フン。ディーンは元々の構造が稚ち拙せつ過ぎたんだよ。神しん珍ちん鉄てつの有用性をきちんと理解していればあれぐらいの活かつ躍やくは当然だ」

　ご満まん悦えつのジャックと苦い顔のルイオス。

　二人がディーンに与えたのは龍りゆう角かくの炎だけではない。紅あかい鋼はがねの巨きよ兵へいが手に入れた最も大きな力は、全身の出力が大おお幅はばに向上したことにある。

　ディーンは今まで全身の駆く動どうを神珍鉄の持つ伸しん縮しゆく自在の恩恵によって為なしていた。極きよく端たんに言ってしまえば、鋼の筋肉のようなものだ。

　そこでジャックとルイオスの二人は伽が藍らん洞どうの身体からだの中に歯車を与え、ピストンを与え、伸縮自在の神珍鉄が持って備えた恩恵を全て活用した造りに変えたのだ。

　結果としてディーンは以前以上の突進力と小回りの利きく機動力を手に入れたのだ。

「チッ………やっぱり〝ノーネーム〟にくれてやるのは勿もつ体たいない。僕ならあれをもっと強力な機兵に出来る」

「ほうほう？　例えば？」

「まずはハデスの恩恵を付ふ与よした金剛鉄アダマンテイウムを表面に塗ぬってステルス機能だ。次に飛行機能。あの巨きよ体たいが空を飛ぶのはきっと壮そう観かんに違いない！」

「………。えーと、ルイオス君？　あの巨体では姿を隠しても地じ響ひびきでばれますよね？　それに飛行機能なんて付けなくても、空の敵には巨きよ大だい化すればいいだけでは？」

　全く実用的ではない。冷静に突つっ込みを入れるジャック。

　自信満々に語っていたルイオスは一転して不満な表情を浮うかべてそっぽを向いた。

　山羊の神獣・アルマテイアの背中に跨って話を聞いていた飛鳥は、興味深そうに呟つぶやく。

「………。でも、ちょっと面おも白しろそうな機能とは思わない？　アルマはどう思う？」

『マスター。スミス・ジャックの方が正論です。無意味とは思いませんが、実力者であれば見えない敵の対処法などいくらでも持ち合わせているもの』

「でも空を飛ぶディーンは、きっとカッコいいわ！」

『……………』

　それはどうだろう？　と山羊の神獣は内心で首を傾かしげたが、瞳ひとみを輝かがやかせる主人の気持ちを踏みにじるほど無ぶ粋すいではない。彼女は空気が読める山羊だ。

　神群の中でも指折りの問題児集団と名高いギリシャ神群。その中でも数少ない良心的な人格を持つ神獣がこの二本角の山羊・アルマテイアだ。その二本角は豊ほう穣じようの恩恵を持ち、人型になれば見み目め麗うるわしい女め神がみとなる。雄お々おしさと美しさを兼ね備えた上位の神獣なのだ。

「さ、次に行くわよアルマ」

　手た綱づなを引いて一足飛びで展示回廊の屋根を跳とび回る。飛鳥とアルマは周囲の巨きよ人じん族を一いつ掃そうしたことを確認し、他ほかの地域に移動しようかと考える。

　その時、巨人族と戦っている火龍たちの悲鳴が上がった。

「ＧＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡａａａａａａ!!?」

　普ふ段だんよりも高音の咆ほう哮こう。他のものが聞いたのなら猛たけ々だけしい戦いの雄叫びだと思うだろう。しかし神獣であるアルマは、今の雄叫びの意味を正しく受け取っていた。

『マスター。今の雄叫びは悲鳴です。それもかなりの窮きゆう地ちのようです』

「そう。方角は分かる？」

『はい。直行しますので、手綱を握ってしがみついてください』

　淡たん々たんと告げるアルマテイア。飛鳥は大おお慌あわてで手綱を握りしめて前まえ屈かがみになる。

　蹄ひづめを鳴らして速度を上げたアルマテイアは山さん岳がくのような屋根の上を悠ゆう々ゆうと飛び回って進む。飛鳥は耀ようが使っていた風天のサンスクリットを風かぜ除よけのお守りにして身に着け、強きよう烈れつな向かい風から身を守る。山羊とは思えない俊しゆん足そくで駆かけ付けた二人が見たのは、火龍の一体が翼つばさを引き千切られて生々しい血を流している光景だった。

『オオオオオォォォォ………‼』

『クッ………巨人族風ふ情ぜいに何故なぜ、我々が力負けする⁉』

『気をつけろッ‼　連中の様子がおかしい！　何か恩恵を授さずかっているのやもしれん‼』

　火龍たちの話す声を聴きいたアルマテイアはすかさず巨人族を一いち瞥べつする。

　仮面の下から光る双そう眸ぼうは赤く血走り、全身からは不ふ穏おんな気配を発している。巨人族は決して善性の幻げん獣じゆうではないが、あれではまるで化け生しようか悪あつ鬼きだ。

　その劇的な変へん貌ぼうを、飛鳥は知っていた。

「まさか………鬼き化かしてる？」

　ハッとアルマテイアは首を上げて驚おどろく。

『それですマスター。あれは吸きゆう血けつ鬼き化です。巨人族が吸血鬼に血を吸われたことで鬼化しているのです！』

「ウオオオオオオオォォォォォォ───!!!」

　戦せん斧ぷを振ふり回し、飛鳥めがけて振り下ろす。

　それを遮さえぎるようにディーンが側面から殴なぐり飛ばした。

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

　剛ごう腕わんが側頭部を殴り飛ばし、巨人族の身体が宙に浮く。しかし信じられないことに、鬼化した巨人族は宙で身を翻ひるがえしてディーンに切り返してきた。

　遠心力を利用した一撃は脇わきからかち上げるようにディーンへと繰り出される。神珍鉄で出来たディーンを破は壊かいすることは出来なかったが、僅わずかに彼の巨きよ軀くが揺ゆれる。

　ディーンは振り上げた右拳こぶしを打ち下ろし、巨人族の顔面に叩きつけた。

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

「ウオオオオオオオォォォォォォ───!!!」

　倒れた巨人族はディーンに幾いく度どとなく叩きつけられながらも、それでも戦斧で反はん撃げきを続ける。鬼化した巨人族が意識を失うまで、両者の攻防は二十四発にも及およんだ。

　僅か三分で廃はい墟きよ寸前になった展示回廊で、飛鳥はその全すべてを見届ける。

　だがそれだけでは終わらない。鬼化した巨人族は外がい壁へきから次々と進軍してきていた。

「凄すごい生命力。一体二体ならともかく、鬼化した巨人が次々と攻せめてきたら………!!!」

『どうやら敵には純血の吸血鬼がいるようです。巨人族の巨体で鬼化すれば火龍たちでも真正面から戦うのは不利でしょう』

　アルマの冷静な状じよう況きよう分ぶん析せきに飛鳥は手綱を強く握にぎる。

「………私たちが戦った方がいいということ？」

『いえ、ディーンを援えん護ごに回すだけでいいでしょう。鬼化したのがアレ一体とは思えません。大局を変えるには───当初の目的通り、敵の主力を相手しましょう！』

　蹄を鳴らし、アルマは突とつ然ぜんその場から離り脱だつする。すると先ほどまで二人がいた場所に熱線が放出され、屋根は熔よう解かいし煉れん瓦がの回廊は瓦が礫れきをまき散らして爆ばく破はされた。

　急加速にふるい落とされそうになる飛鳥だが、上体を起こして手綱を摑みどうにか踏ん張る。襲しゆう撃げき者は飛鳥の上に巨大な影かげを落としながら追つい尾びする。

　翼を羽ばたかせる音から、飛鳥は襲撃者が何者かを悟さとる。

「来た………黒いグリフォン！」

『それだけではありません！　正面にもう一体います！』

　ハッと飛鳥は前方を見る。長い煙えん突とつの陰かげに隠かくれていた〝混〟一文字が躍おどり出る。フードを頭まで被かぶっているため姿は見えないが、間ま違ちがいなく混こん世せい魔ま王おうのものだろう。

　急加速していたアルマは止まることも曲がることもできずに真っ直すぐ〝混〟一文字へと突進。轢ひき倒たおそうと更さらに速度を上げる。フードの下でニタリと笑った混世魔王は自ら側面に飛んで道を開き、高笑いと共に両手から熱線を放出した。

（っ………避よけられない………！）

　全力疾しつ走そうしている中で側面から撃うたれたのだ。避けられる筈はずがない。

　上空から襲撃していたグライアも、そのタイミングを狙ねらって熱線を吐はいた。

「ＧＥＹＡＡＡＡａａａａ!!!」

　気合一いつ閃せん、超ちよう熱量をもった二つの炎ほのおが二人を襲おそう。

　足場にしていた家屋から周囲七軒けんが跡あと形かたもなく消し飛び地じ盤ばんを捲まくれ上げさせる。剝むき出しになった大地は溶よう岩がんのように赤く溶とけて煮に立たっている。

　間違いなく直ちよく撃げきだった。

〝混〟一文字を躍らせながら二回転して飛び離はなれる混世魔王。

　クルリクルリと回ってグライアの背中に飛び乗りご満悦といった哄こう笑しようを上げた。

「ヒヒ、いい誘ゆう導どうするじゃねェか若いの。襲う角度も追い立て方も様になってたぜ？」

「………。その声で若造と呼ばれるのは些いささか癪しやくだがな」

　フン、と鼻を鳴らして不満そうに気き炎えんを吹ふく。

　だがグライアの言い分も仕方がないだろう。

　混世魔王の声は猿えん鬼きのものではなくなっていた。鈴すずの音のような少女の声で小こ僧ぞう呼ばわりされたのだ。癪に障さわりもするだろう。

　不ふ機き嫌げんそうに首を鳴らすグライアは、翼を広げて空へと飛びあがる。

「アウラを撃げき退たいしたと聞いていたのだが、存外脆もろい敵だった。これならば下手な策を使わずともよかったな」

「───いやァ？　そいつは少し甘く見過ぎだと思うぜ？」

　そう言って混世魔王は下げ卑びた笑いを含ふくみながらグライアから飛び降りる。

　その直後、激しい稲いな光びかりを伴ともなうアルマテイアの突進が翼を掠かすめた。

「ヌゥ⁉」

「っ、外した………！」

『狙いが甘い証しよう拠こですマスター。猛もう省せいしてください』

　淡々とした、しかし責める様な声でアルマテイアは飛鳥に忠告し、対岸の屋根に飛び乗る。飛鳥は唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎの姿勢を見せる。

　しかし狙われたグライアはそれどころではない。危あやうく翼を撃ち抜ぬかれるところだったのだ。彼は憤ふん怒ぬの形相で飛鳥たちを睨にらみつける。

「あの炎の中で無傷だと………？」

「んん。まあ、そうだろうな。あの山羊やぎならあれぐらい弾はじくだろうよ。………ヒヒ、褌ふんどし締しめてかかれよ若造。娘むすめの方は知らんが、あの山羊が肩かた入いれするってことは相当だぞ。なんせ今のギリシャ神群があるのはあの山羊の功績だと言っても過言じゃねえ。人材育成にかけちゃ超ちよう一いち流りゆうだからな」

　意味ありげな言葉でグライアに忠告する混世魔王。

　しかし神群の名を出された程度で物もの怖おじしては鷲獅子グリフオンの名折れである。

　黒い総身を戦慄わななかせ、グライアは雄お叫たけびを上げた。

「ギリシャ神群に属する山羊の神しん獣じゆう………そうか、山羊座のアルマテイア！　よもやこの〝煌焰の都〟で星せい獣じゆうクラスと相まみえるとは何という僥ぎよう倖こう！　その命の目次を読み解き、我が血肉としてくれようッ‼」

　鷲わしの鉤かぎ爪づめと獅し子しの足は脈を打ちながら激変し、龍の腕うでへと変へん幻げんする。

　グライアの胸に刻まれた〝生命の目録〟が怪あやしく輝きを放って流る転てんを繰くり返す。翼は二枚から四枚へ分かれ、それぞれが異なる生命の翼へ再構築されていく。黒こく龍りゆうへと姿を変えたグライアは真しん紅くの瞳を光らせ、飛鳥とアルマテイアへと光を放出した。

『避けます！　摑つかまって下さい！』

「わ、分かったわ！」

　手綱を握ってしがみつく。黒龍となったグライアの放つ光線は先ほどまでの熱線とは別の輝きを放ち回かい廊ろうへ着ちやく弾だんした。横一直線に薙なぎ払はらわれた回廊は破壊されるわけでもなく静せい寂じやくに包まれる。しかし変化は劇的だった。

　紅あかい煉瓦の回廊は、一いつ瞬しゆんにして灰色に石化させられたのだ。

「石化の恩恵ギフト………⁉」

　アルマテイアは瞳を細めてその一部始終を観察する。

『蛇だ龍りゆう・コカトリスが持つ石化の魔ま眼がんです。如何いかなる恩恵かは知りませんが、他種族の恩恵を行使出来るようですね。………ふむ。これは丁度いい』

「え？」

『吉きつ報ぽうですマスター。あれは経験を積むには打って付けの教材です。私が解説しますから、引出しを全部見るまで戦いましょう。それを成す頃ころには貴女あなたは立派な幻獣キラーですよ』

「な………そ、そんな事をしている場合じゃないでしょう⁉　それに敵は他ほかにも───」

「ヒハハハハ！　その通りだぜ小こ娘むすめ共！」

　愛らしい声こわ音ねには似つかない下卑た笑いを上げながら〝混〟一文字が夜空に躍る。

　アルマテイアより遥はるかに速い俊足は、左右に残像を移しつつ一瞬にして二人の間合いに侵しん入にゆうする。まるで少女のような身の丈たけで拳を振ふるい、飛鳥に肉にく薄はくする。

　飛鳥の肉体は普ふ通つうの少女と変わらない。

　この速度で殴りつけられれば容よう赦しやなく身体からだは砕くだけ散ちるだろう。

　それをさせまいと、カボチャの襤ぼ褸ろ切きれが二人の間に割って入った。

「あいや、そこまででございますヨ！」

　南瓜カボチヤ色のギフトカードから七つのランプを顕けん現げんさせ、混世魔王へ襲いかかる。

　横よこ槍やりを入れられた混世魔王だが、アルマテイアの頭を踏ふみ台に空中で身を翻す。しかし避け切れずに彼の着ていた衣ころもだけが燃え落ちた。

「………ヤホ？」

　ジャックの瞳ひとみが驚きよう愕がくに揺れる。その隙すきを見み逃のがす混世魔王ではない。

　空中で姿勢を立て直して距きよ離りを取り、愉ゆ快かいそうに笑ってみせた。

　襲われた当人である飛鳥も、混世魔王の姿を見て思わず息を吞のむ。

「………これは………なんの冗じよう談だんかしら、サンドラ様？」

　震ふるえる声で問いただす。しかし飛鳥も理解せずに問うたわけではない。ただ最悪の想像を振り払うように呟つぶやいたのだ。

〝混〟一文字の衣の下から現れたのは───赤あか髪がみと金の装そう飾しよくを身に纏まとい、〝サラマンドラ〟の旗印シンボルである火龍を衣装に縫ぬった少女。

〝サラマンドラ〟の頭首・サンドラ＝ドルトレイクその人だった。

「ヤホホ………ま、まさか、サンドラ様に姿を変える術を、」

「おいおい、節穴かカボチャ───ああ、節穴だったなァ！　でも空くう洞どうの瞳でも一目見ればこの身体と霊れい格かくが誰だれのものかってことぐらいわかるだろォ？　最年少で〝階層支配者〟の地位に就ついた稀き代たいの薄はつ幸こう少女！　〝サラマンドラ〟の新頭首・サンドラ様だよォ！」

　サンドラとは思えない獰どう猛もうな笑えみを浮うかべ、混世魔王は髪留めの紐ひもを外す。その仕草も少女というより戦士が剣つるぎを引き抜くような雄お々おしい仕草だった。

　これは操あやつられているというわけではない。彼女の身体には今、全く別の魂たましいが入り込んでいる。そう誰もが確信を持った。

　ジャックは空洞の瞳に静かな怒いかりを燃やし、それでも冷静に問う。

「対象者を乗っ取る………それが貴方あなたのゲームですか、混世魔王？」

「ヒヒ、遠からず近からずってところだなァ」

「………誤ご魔ま化かすのはおよしなさい。仮にもサンドラ様は〝階層支配者〟。凡ぼん百ぴやくの恩恵で身体を乗っ取ることなど不可能です。───使ったのでしょう？　〝主しゆ催さい者しや権限〟を！」

　ジャックは激情を抑おさえられずに語ご尾びを荒あらくする。

　混世魔王は手を腰こしに当て、ギフトカードから〝混〟と書かれた旗を掲かかげて宣言した。

「いい着眼点だが、ちょいと残念なお知らせだ。俺様のゲームに参加出来るのは御お一人様限りでなァ！　今の参加者はサンドラお嬢じようちゃん唯ただ一人だけ！　そして最悪なことに〝契約書類ギアスロール〟を読めるのも、サンドラお嬢ちゃんだけなのさッ！」

「なんですって⁉」

　デタラメだと、飛鳥が声を上げる。それではゲームとして成り立っていない。だが現実に、混世魔王は〝契約書類〟らしきものを手にしていない。

　混世魔王はニヤニヤと笑いながら髪を搔かきあげ、三人を見下す。

「極ごく上じようだったぜ、この娘の孤こ独どくは。家族を頼たよりたくて堪たまらないのに、頼ることが出来ない。同士から信しん頼らいされたいのに、信頼してくれない。大事な友人だと思っていた二人は裏切り、去っていった。………ヒヒ、殿でん下かもリン嬢ちゃんもエグイねェ！　これだけ条件が揃そろっていれば俺様の〝主催者権限〟は使い放題さ！　混世に担かつぎ上げられた可か哀あいそうなこの魂は───この混世魔王が喰くらわせてもらったッ！」

　旗を靡なびかせゲタゲタと腹を抱かかえて笑う。

　一部始終を聞き終えた飛鳥は怒りに拳こぶしを震わせていた。

　………誤解がないように言うと、飛鳥はサンドラと親しかったわけではない。幾いく度どか顔を合わせて挨あい拶さつを交かわした程度の仲でしかない。

　しかし混世魔王が口にしたことが本当なら、サンドラの孤独は飛鳥が以前まで抱いだいていた孤独と同質のものだ。或あるいはそれ以上の傷だったはずだ。なのに彼女はそんな素そ振ぶりを一いつ切さい見せずに〝階層支配者〟として皆みなの前に立っていたのだ。

　それは彼女なりの意地であり、誇ほこりであり、ありったけの勇気だったはずだ。なのにそれを下卑た笑いで踏みにじるこの魔王が許せなかった。

　ギフトカードを取り出し、一歩踏み出る。

　だが意外にも、それをジャックが右手で制した。

「飛鳥嬢………貴女のお気持ちはよくわかります。ですが此こ処こは………このジャックにお任せください」

　カボチャの頭ず蓋がいが揺ゆらぐほどの怒りをため込み、飛鳥の出で鼻ばなを挫くじく。

「ジャック………」

　飛鳥も無む理り強じいはせず、踏み出た足を下がらせる。

　───ジャックは万ばん人にんが知る子供好きだ。子供を愛し、子供に愛される悪あく魔まだ。今この場で一番怒りを感じているのがこのカボチャの紳しん士しであることは言うに及およばない。

　空洞の瞳の中に灼しやく熱ねつの憤怒を滾たぎらせたジャックは、最さい後ご通つう牒ちようのように問う。

「混世魔王………貴方は、そんな無む垢くな子供の心を踏みにじって。その良心に、何一つ訴うつたえるものがないというのですね？」

　その問いに混世魔ま王おうは笑みを消し、憤ふん然ぜんと答えた。

「良心の呵か責しやく？　ハッ、見けん当とう違ちがいも甚はなはだしい！　この娘を追い詰つめたのは俺様じゃない！　混世でまつろう何なに某がし共が追いつめた結果にすぎねェ！　なのに良心の呵責を問うだと⁉　嗤わらわせんじゃねえッ!!!」

〝混〟一文字の旗を纏い、新たな武装装しよう束ぞくへと変幻させる混世魔王。

　金の装飾はそのままに紅い衣装を黒く染め、胸と背中に混の文字を刻みこむ。

「悪であれかし！　魔王とは秩ちつ序じよと二律背反する、世界に生まれた膿うみだ！　故ゆえに生来の魔王は大聖や蛟こう劉りゆうのようなチンピラ連中とは違う！　世が正しくあるために、世を律する絶対悪！　俺様はこの〝混〟一文字の誇りにかけて！　災さい厄やくの末席を担になう者としてッ！　己おのれの生き様に、何一つ恥はじることはないッ‼」

　人生に恥じ無し。そう吼ほえた混世魔王は、サンドラの龍角から放出される轟ごう炎えんを全身に纏まとって飛鳥たちを睨む。

　飛鳥はそこでようやく、目の前の敵を侮あなどっていたことに気が付いた。

（魔王なんだわ………この敵も………‼）

　太陽に復ふく讐しゆうを願った死神ペスト。

　同士に絶望して凶きよう行こうに走ったレティシア。

　その二人と同じく、己の悪行を悪と見定めた上で強権を振るう暴君。己の魂と存在の全すべてを賭かけて法律ルールを定め、世界にそれを強制させる力と覚かく悟ごを持つ王。

「………〝悪であれかし〟。それがお前の霊格そんざいの全てか？」

「そうだ。魔王は不退転。混世の王は討うたれるまでが王道だ」

　その答弁を最後に。

　ジャックの霊格が劇的に変化した。

「是ぜ非ひもないッ‼　混世の魔王！　お前は〝ウィル・オ・ウィスプ〟の御み旗はたを前に───一番やっちゃいけねえことをした────!!!」

　空洞のカボチャ頭から業ごう火かが噴ふき出す。

　それは憤怒した活火山よりも熱く激しい雄叫びだった。

　幼子の魂を守ることを組織の是として掲げてきた〝ウィル・オ・ウィスプ〟にとって、この魔王は必ず討うたねばならない仇きゆう敵てきである。

　ならば何も隠かくすまい。何も出し惜おしむまい。

　霊格の一いつ滴てきまで燃やしてその王道に逆らって見せようッ!!!

「いざ心して受けろ、混世の魔王よ！　この私オレの………〝パンプキン・ザ・クラウン〟の試練を───!!!」

　業火をまき散らして爆はぜるカボチャの王おう冠かん。

　その破は片へんは輝かがやく紙片となり輝く羊皮紙を展示回廊にばら撒まいた。





『ギフトゲーム　〝Jack　the　monster〟




　参加条件


・幼子の殺傷歴がある者。

・幼子を利用し悪徳を働いた者。




・参加者　混世魔王（ゲームの妨ぼう害がいをする者は殺害可）

・ゲームマスター　ジャック・ザ・リッパー






　勝利条件


その一：主催者〝パンプキン・ザ・クラウン〟の打だ倒とう。

その二：歴史を紐解き、〝ジャック〟の謎なぞを解け。



　敗北条件


その一：参加者はゲームマスターに殺されると敗北。

その二：ゲームマスターは己が何者かを暴あばかれる度たびに力を失い、最後は敗北する。







宣せん誓せい　参加条件を満たした者に執しつ行こうする限り、この試練が正当であることを保証します。






〝聖ペテロ〟印』






　輝く羊皮紙を撒き散らすジャック。その場にいた誰もが驚愕に顔を歪ゆがめていた。

「ジャックが………〝主催者権限〟を⁉」

　飛鳥の驚おどろきは当然だろう。〝主催者権限〟とは神々の恩恵ギフトすら超こえる最強の強制執行権。理り不ふ尽じん極きわまりないゲームを相手に強要できる魔王の証あかしだ。

　ジャックはカボチャの頭蓋から溢あふれ出た炎ほのおの中心で佇たたずみ、やがて人の姿を構築していく。真しん紅くのレザージャケットと野や獣じゆうを思わせる荒あれた亜あ麻ま色いろの長ちよう髪はつ。

　両手には血ち塗まみれのナイフを逆手に構え、瞳には射殺すほどの殺気を充じゆう満まんさせている。

「………っ……！」

　あれは自分の知るジャックではない。何時いつも陽気な笑い声を聞かせてくれたカボチャの紳士では断じてない。

　深しん淵えんを見てきたような鋭するどい眼まな差ざしは〝契約書類〟に記された殺さつ人じん鬼きのものだ。いくら昭和生まれの飛鳥でも、その名前を聞いたことぐらいはある。

〝切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー〟───一八八八年にイギリスを震しん撼かんさせた連続殺人鬼。

　だが果たして誰が知るだろう。

　その殺人鬼が遥はるか昔にも同じ凶行、或いはそれ以上に凄せい惨さんな殺さつ戮りくを行い、聖人を欺あざむいて二度目の生を謳おう歌かしていたなど知るはずがない。

　しかも何の因果か、全く同じ名称ジヤツクで呼ばれていたなど知るはずもない………!!!




「殺戮劇シヨウタイムだ………踊おどれ、混世の魔王───!!!」




　憤ふん怒ぬと殺気に塗まみれた声でジャックが叫さけぶ。

　革かわ靴ぐつの裏に炎の渦うずで構築したスプリングを作り、ジャックは瞬しゆん間かん的に混世魔王の懐ふところへと飛び込む。血に濡ぬれたその凶きよう刃じんを、混世魔王の胸に突つき立てた。




　　　　＊




　───〝煌焰の都〟第三右う翼よくの宮前・鍛たん錬れん場。

　形状を変えた〝生命の目録〟が、眩まばゆい輝きを放って耀の両足を包み込む。先せん端たんは猛もう獣じゆうのような鋭えい利りな爪つめを尖とがらせ、装そう甲こうには鷲獅子グリフオンを彷ほう彿ふつとさせる羽が装そう飾しよくされていく。

　新たな幻げん獣じゆうを模した武器を装着した耀が空を駆かける。

　彼女が虚こ空くうに突き出した一いち撃げきが、唐とう突とつに鮮せん血けつを撒き散らした。

「………何？」

　ウィラの頭上で、マクスウェルが不思議そうに呟つぶやく。耀が虚空に突き出したその一撃は、深々とマクスウェルの脇わき腹ばらを貫つらぬいたのだ。

（いける！）

　一打目を当てたことで耀の全身から緊きん張ちようが抜ぬける。

　一方のマクスウェルは突とつ然ぜんの強きよう襲しゆうに呆ぼう然ぜんと耀を見つめていた。空間跳ちよう躍やくの攻こう防ぼうを繰くり返していたウィラとマクスウェルの間に割って入れるものなどいるはずがない。しかし耀の一撃はこれ以上の一撃はない程ほどの致ち命めい傷しようとして彼を貫いた。

　マクスウェルがウィラを追走して空間を跳躍し、虚空に現れたその瞬間に───

「………いや」

　少しニュアンスが違うとマクスウェルは考えを改める。姿を現してから追ったところで間に合うはずがない。これはこう言い表すべきだ。

　マクスウェルが虚空に姿を現すと同時に、耀の一撃が直ちよく撃げきしていたのだと。

「ウィラ！」

「分かった！」

　互たがいに声をかけてマクスウェルに追つい撃げきを仕し掛かける。ウィラは手製の杖つえを取り出してその先せん端たんをマクスウェルの腹部に突き刺さし、〝愚ぐ者しやの劫ごう火か〟を内部から放出する。

　耀は装甲の先端に付いた爪と翼つばさの刃やいばで外がい套とうごと首と胴どうを切り裂く。

　首と胴を切り離はなして内臓を蒼炎で焼き払はらう。青と赤で彩いろどられた外套は瞬またたく間に燃え上がり、火柱を上げて崩くずれ落ちた。

　耀はウィラを抱だきかかえて滞たい空くうしその残ざん骸がいを見つめる。

　───倒たおしたのか？

　そう自問自答して、すぐに首を横に振ふった。

「ウィラ。これはちょっと計算外かも」

「右に同じ。………困った。こんなに強くなってると思わなかった」

　二人は共に焦あせりを口にする。しかしそれも仕方がないだろう。

　首と胴どう体たいを切り裂かれ、更さらには火柱を上げて崩れたはずのマクスウェル。その彼は火柱を上げたまま立ち上がり、燃えた生首を自分の胴体と繫つなげたのだ。

「物理的に倒せるって聞いていたけど………今ので倒せないなら、私たちじゃ倒せないかもしれない」

「うん。困った。本当に困った」

　物静かで感情をあまり外に出さない二人だが、内心の焦しよう燥そうは激しかった。

　もしも神しん霊れいのように必要な倒し方があるのなら、二人にはマクスウェルの霊格そんざいを暴くだけの知識がない。火力で押し切る為ためには二人だけでは心こころ許もとない。

　このまま戦ってもジリ貧だ。そんな焦燥が二人を支配し始めた頃ころ

　マクスウェルの姿が消えた。

「っ、させない！」

　耀はウィラを上空に投げ、下から襲おそい掛かるマクスウェルの右みぎ腕うでを蹴けり飛ばす。左ひだり腕うでから放出されようとしている吹雪ふぶきを輝く風で相そう殺さいし、飛び上がって距きよ離りを取る。

「ウィラ！　一度退ひこう！　私ごとテレポートを、」

「そ、そんなのできない」

「はっ、⁉」

「生きてる人を跳躍させようと思ったら、門を繫げっぱなしにしなきゃ死んじゃう」

　絶句する。

　まさかこんな土ど壇たん場ばでそんなことをカミングアウトされるとは思っていなかった。耀は仕方なく、次々と連続跳躍を繰り返すマクスウェルを避よけながら次の作戦を考える。

　一方のマクスウェルは、己の一撃を躱かわし続ける耀の恩恵を見切り始めていた。

（この娘むすめ。空間跳躍を交えた攻防に、完全に対応している。これは………なるほど、例の男と同質の恩恵か………！）

　三年前、ウィラを迎さらいに行った時のこと。意い気き揚よう々ようとウィラの前に現れたマクスウェルを撃げき退たいした男は、同様の力で彼を追い詰つめた。

　絶対の自信で箱庭へ乗り込んできたマクスウェルだったが、その男の圧あつ倒とう的な実力を前に敗れ、退たい却きやくを余よ儀ぎなくされたのだ。

「前回は未知の能力に退かざるを得なかったが………ふふ、見えて来たぞカラクリが。今度こそ、その恩恵を見み極きわめてみせる！」

　距離を取るように大きく後方へと空間跳躍し、両りよう腕うでに絶えず放っていた炎と吹雪を消す。熱量を司つかさどる悪あく魔ま・マクスウェルにとって炎や吹雪などというものは本来の力ではない。

　熱量の温度差が生み出すエネルギーを圧縮し、それを取り出す為の思考実験がマクスウェルという悪魔の本質だ。

「私は単身ではそれほど強くない魔ま王おうでね。己おのれの非力さを補う為に、このようなものを作らせてもらった。───召喚summon、〝踊る姉妹人形Coppelia　sister〟‼」

　パチン、と指を鳴らして螺ら旋せん状の〝境界門〟を開く。

　巨きよ人じん族を召喚した時のように炎と氷の乱らん舞ぶが鍛錬場内に発生し、その中心から次々と少女の形をした人形が出現し、耀とウィラを包囲した。

　人形たちは全すべて女性型をしており、透すき通るような蒼あおい瞳ひとみとプラチナブロンドを靡なびかせて次々と召喚されていく。

　整列した彼女たちは人形とは思えない柔やわらかな仕草でスカートの裾すそを持って一礼。瞳には生気が感じられないものの、その肌はだは紅を差したかのように熱と血潮が流れている。

「コ………コッペリア………⁉」

「愛らしい容姿だろう？　三年前、とある御ご仁じんが封ふう印いんした〝第三永久機関〟の成れの果てでね。封印するだけでは勿もつ体たいないと思って私の方で量産させてもらった。まだ試作型でしかないが、実験には役立つだろう。───さあ舞まえ、〝踊る姉妹人形Coppelia　sister〟！」

　号令を出すマクスウェル。

　召喚されたプラチナブロンドの人形たちが、一いつ斉せいに耀とウィラに襲い掛かる。身体からだの至る所に刃は物ものを隠かくした彼女たちは軽かろやかなステップを踏ふんで凶刃を振ふるう。

　指先に、手首に、肘ひじに、スカートの先に隠された刃を、耀は躱しながら蹴りを叩たたき込んだ。数多あまたの幻獣たちの力で強化された耀の脚きやく力りよくは容易たやすく人形を砕くだく。

（一体一体はそんなに強くない。けど、数が多い！）

　そして何より、身軽で素す早ばやい。

　ウィラは空間跳躍しながら戦うが、彼女は近接での戦いが本領ではない。躱す動きも洗練されてはおらず、少女らしい仕草で慌あわただしく跳躍し、蒼炎を放つだけだ。

　それでも辛かろうじて二人は人形たちを迎げい撃げきする。数の差があるとはいっても実力が違ちがう。蒼炎と輝かがやく風で次々と人形を破は壊かいする耀とウィラ。

　しかし破壊する速度以上に、召喚される人形の数の方が遥かに多い。

　二十体を倒すまでに召喚された人形の数は三十体を超こえている。

「このままじゃ数で押し切られる………！　ウィラ！」

「な、何？」

「私が時間を稼かせぐ！　その隙すきに、最大火力で鍛錬場ごと吹ふき飛ばすことはできる⁉」

　大だい胆たんな作戦に思わず瞳を丸くするウィラ。

　近くで戦っていた衛兵たちは「何だと⁉」「ふざけるな‼」「冗じよう談だんじゃねえぞオイ‼」と非ひ難なん囂ごう々ごうとなる。が、二人は無視した。

　ウィラは耀が〝火ひ鼠ねずみ〟の衣ころもで身を守れることを知っている。それを計算した上での作戦だと理解して頷うなずく。

「………十秒。ううん、五秒だけ時間を稼いで！」

「分かった！」

〝生命の目録〟を輝かせ、より強きよう靭じんな刃を構築する。縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回る耀の動きはより効率よく洗練され、人形群を迎むかえ撃うつ。

　四方八方から跳とびかかるのを輝く風の障しよう壁へきで弾はじき、それを潜くぐり抜けた人形を効率よく迎撃する。マクスウェルによって至近距離に召喚された人形は最優先で破壊し、身動き一つ取らせない。

　上下左右に四方八方、前後に加えて空間跳躍。死角なく全方位の敵に刃を叩き込む。

（やはり！　これはもう五感で対応している反応速度ではない！　彼女は明らかに………次の一瞬を理解しているッ!!!）

　耀の戦いを上空から俯ふ瞰かんしていたマクスウェルは、彼女が行使している恩恵ギフトの正体を見極める。四し面めん楚そ歌かのこの状じよう況きようで最も効率よく動くには五感から得られる情報では限界があるからだ。

（使っている恩恵は恐おそらく未来予知！　それもある程度の範はん囲いで連続使用が可能な類たぐいッ！　背後からの強襲さえ感知するということは、視覚・聴ちよう覚かくから得られる情報を数秒先まで取得すると見たッ！）

　では連続使用可能な回数・限界の予知は何秒まで先か？

　それを確かく認にんするため、更に五十体もの人形を召喚させる。

　ウィラが大規模な〝愚者の劫火〟を召喚するまでの五秒間───それが三秒経過した瞬しゆん間かんに、耀は具足の装甲を輝く光翼馬に変へん幻げんさせる。

「ああああああぁっぁぁ───!!!」

　気き迫はくを込めた叫さけび声を上げ、最大出力で放出される輝く風。底上げされた輝きの風は二人の全方位を守る鉄てつ壁ぺきの竜たつ巻まきとなった。

　だがマクスウェルは、その行動の本質を理解して笑う。

（三秒───見切ったぞ、限界をッ！）

　注ぎ込んだ戦力は〝踊る姉妹人形Coppelia　sister〟を百二十二体。

　しかしそれを犠ぎ牲せいにしてマクスウェルは耀の能力を完全に看破する。三年前に煮にえ湯を飲まされた若き魔王は、慢まん心しんすることなく冷静に敵の戦力を把は握あくすることを学んでいた。

（ウィラが召喚する〝愚者の劫火〟が途と絶だえた瞬間に、倍の戦力を召喚する。そして乱戦に持ち込み、限界の秒数まで使い切った状態であの小こ娘むすめを殺すッ！　さあ、〝愚者の劫火〟を召喚するがいいッ！　蒼そう炎えんの花はな嫁よめよッ！）

　盤ばん石じやくの布石を打ち、マクスウェルは勝利に陶とう酔すいしながら外套を広げる。

　ウィラは手製の杖を掲かかげて境界を開いた。

「召喚summon、〝愚者の劫火Ignis　fatuus〟───!!!」

　大地から、蒼い風が吹く。

　灼しやく熱ねつの境界はウィラと耀を取り囲む〝踊る姉妹人形〟を悉ことごとく焼しよう失しつさせて天を衝つく。マクスウェルはその間に黒く輝く〝契約書類ギアスロール〟をその手に取り出して構える。

（ウィラ………‼　我が求愛のギフトゲームを今こそ………!!!）

　やがて炎が収まると、墨すみのように黒く焼け焦こげた鍛たん錬れん場の表面が見え始める。陽炎かげろうを漂ただよわせて水蒸気を放つ大地は未いまだ視覚が悪く二人の姿を覆おおい隠す。

　マクスウェルは今か今かと心躍おどらせて様子を窺うかがう。

　しかし待てども待てども二人の姿は見えない。

「………ウィラ？」

　ポカン───と、半口を開いて鍛錬場を見下ろす。

　水蒸気の霧きりが晴れても、愛いとしの人の姿はそこに無かった。

　両手をブラン、と下げて放心したまま滞空する。

　今のマクスウェルは比ひ喩ゆではなく、文字通り隙だらけだった。首を落とすだけならば衛兵たちでも出来たに違いない。

　陶酔から放心し、我に返ったマクスウェルは、その手にあった〝契約書類〟を握にぎりつぶす。




「ウィラ………ああ、ウィラ‼　ウィラ、ウィラ、ウィラアアアアアアァァアアァァァ!!!　うぁあああああああああああああいいいいぃぃぃああああああぁァァァァぁあぁあああ‼　ＵＲＩＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａ!!!　何処どこだああああああああああああ!!?」




　三年間もの時をかけて吟ぎん味みした、渾こん身しんの求愛を込めた〝契約書類ラブ・レター〟。それを問答無用でスルーされたマクスウェルは、狂きよう気きの形相で両手で髪かみを搔かき毟むしり、この世のものとは思えない絶ぜつ叫きようを上げた。

　宮殿の上空で叫びまわることたっぷり三分間。

　ピタリと叫ぶことを止やめたマクスウェルは、冷静さを取り戻もどして優ゆう雅がに肩かたを竦すくめる。

「───ま、こういうこともあるだろう。一度〝軍師メイカー〟殿どのに指示を仰あおぐとしよう。フフ、照れ屋な花嫁だよ全く」

　外がい套とうを靡かせて颯さつ爽そうと姿を消すマクスウェルの魔王。

　一方の耀とウィラは、敵の死角になっていた第四右う翼よくの宮に飛び込んで息を潜ひそめていた。〝火鼠〟の半はつ被ぴを着た耀はマクスウェルが消えたことを確認して安あん堵どのため息を吐つく。

「もう大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ、ウィラ」

「………っひっ、く………」

　しゃくりあげるように耀の胸の中で泣くウィラ。

　耀は困ったようにウィラの頭を撫なでながら「うわー小さいのにおっぱいのボリューム凄すごいなー」と感心しつつ、豊満な胸に癒いやされていた。

「ひっ、く………怖こわい、きもぃ………！」

「うん、そうだね。アレはきもいね」

　ストーカーに襲おそわれたことの無い耀だが、アレはきもい。生理的に無理だ。

「私たちも一度立て直そう。あの様子だと彼はウィラ以外に興味がないみたいだし。何より疲つかれたから、少し休きゆう憩けいしないと」

「うん………ありがとう、耀」

　ゴシゴシと涙なみだを拭ふいてちょこんと座るウィラ。

　決して勝利とは言いにくいが、魔王を足止めすることは出来た。

　その確かな手て応ごたえに耀は自信を握りしめる。

（魔王が相手でも、今なら戦える。もう足手まといじゃない）

　───が、兎とにも角にも疲ひ弊へいしすぎた。このまま戦っても負けは目に見えている。

　ギフトカードを取り出した耀は水樹の枝を顕けん現げんさせて水分を補給し、次の戦いに備えることにした。

[image: ]




　　　　＊




　───〝煌焰の都〟星海の石せき碑ひ・展示回かい廊ろう。

　カボチャの仮面を脱ぬぎ捨て〝切り裂さきジャック〟となった彼のナイフは、深々と混世魔ま王おうの胸を貫つらぬき、サンドラの身体を鮮せん血けつで汚よごした。今の彼は殺人鬼ジヤツクであって道化師ジヤツクではない。救う方法が無いというのなら、サンドラが相手でも容よう赦しやはしない。

　ジャックのナイフはサンドラの胸に突き立てられ───

「───甘ェんだよ新参が‼」

　ハッと気が付くとジャックは、駆かけ出す前の位置へと戻っていた。

　何が起こったのかは定さだかではないが、混世魔王が何かしらの術を仕し掛かけたことは確かだ。その証しよう拠こに、混世魔王は〝一いち事じ無む成せい〟と書かれた巻物を広げている。

　殺しの手応えを疑わないジャックは、敵の術で回かい避ひされたのだと確信する。

（しかし、攻こう性せいの恩恵ではないッ！）

　己の身体に変調が無いことを確認したジャックは迷うことなく新たに強きよう襲しゆうする。混世魔王は上体を後ろへと仰のけ反らせてジャックのナイフを避よける。

（クソッタレッ！　コイツ、速いッ！）

　尋じん常じようではない速度だった。十六夜いざよいと駆け比くらべが出来る混世魔王でさえ驚きよう愕がくを隠しきれない必殺の一いつ閃せん。

　予想外の強敵を前に、混世魔王は愛らしい唇くちびるの端はしを歪いびつに上げて笑った。

「コイツァいい‼　聖人様お墨すみ付つきの〝主しゆ催さい者しや権限〟とはなァ！　あの〝切り裂きジャック〟の正体が死し刑けい執しつ行こう人だったとは知らなんだ！」

「ああ、そうだ。幼子を誑たぶらかして喰らう貴様は、今ここで‼　俺が殺すッ‼」

　血で濡ぬれたナイフは炎に包まれ、斬ざん撃げきは一直線上にある尖せん塔とうをなぎ倒たおす。受ければ一いち撃げきで致ち命めい傷しようとなるだろう。

（チッ………霊格そんざいを晒さらすことで自身を強化する〝主催者権限〟かッ！）

　特定の罪を犯おかしたものを裁く、決けつ闘とう型のギフトゲーム。混世魔王はそう推測する。




　───魔王の代名詞として広く知られている〝主催者権限〟だが、その本質はむしろ逆であることを知る者は少ない。

　罪を犯した者を裁くための試練。

　信しん仰こう心を裏付けするための試練。

　新しい進化を迎えるための試練。

　そういった善性の試練を世界に与あたえる為ための強制執しつ行こう権。それが〝主催者権限〟の本来あるべき姿といっても過言ではない。

　ジャックのこの場合は神群、或あるいは宗派がゲームのルールに対して善性を保証している為に、魔王の烙らく印いんを受けずに済む。

　だが万が一にもジャックが罪人を裁くためではなく私し欲よくの為にゲームを開かい催さいすれば、途と端たんに魔王の烙印を押され、彼の善性を保証した宗派に抹まつ殺さつされることになるだろう。




（だがそれだけじゃねえ！　コイツは小規模だが〝歴史の転換期パラダイムシフト〟を起こしているッ！　ちょっとやそっとの霊格じゃないッ！）

　勝利条件に含ふくまれているゲームマスターの正体とその謎なぞに、ジャック自身を強化するゲームルールが組み込まれているのだ。

　特に機動力を高める炎のスプリングとあのナイフは危険だ。瞬間的な速度では混世魔王の二倍近い速力がある。

　しかしそれでも、混世魔王は犬歯を見せて笑った。

「面おも白しれェ………‼　人様のゲームに招待されるなんて数百年ぶりだ！　ああ、踊ってやるよ！　踊ってやるともッ！　だが閉幕に立っているのは、俺様一人で十分だッ！」

　龍りゆう角かくが光を放ってサンドラに呼応する。右手を翳かざし、上空に幾いく百の大火球を出現させる混世魔王。

　まだ幼いサンドラだが決して非才ではない。彼女は最強種の血を濃こく受け継つぐ家系である。単純な火力で言えば五桁けたでも屈くつ指しの実力を、練達の魔王が乗っ取って使うのだ。

　曇どん天てんを埋うめ尽つくすほどの火球を滞たい空くうさせ、混世魔王は叫ぶ。

「今だッ！　やれ、グライア！」

「ＧＥＹＡＡＡＡＡａａａ!!!」

　混世魔王を追っていたジャックがハッと背後を振ふり返る。グライアは旋せん回かいしてジャックの後ろへと回り込んでいた。

　腹部が赤く光るほどの気き焰えんをため込み、挟はさみ込むように両者はジャックを狙ねらい撃うつ。

　それを見ていた飛鳥が手た綱づなを握って叫さけぶ。

「アルマ、ジャックを包んで！」

　稲いな妻ずまと化したアルマはジャックの下もとへ一いつ瞬しゆんで駆け、その体を鉄てつ壁ぺきの城じよう塞さいへと変へん幻げんさせる。グライアの熱線と幾百の大火球が降り注ぐが、アルマテイアの構築した城塞は一瞬も揺ゆらぐことなく飛鳥とジャックを守る。

　金こん剛ごう鉄に守られた飛鳥は人型に成ったジャックを見上げ、戸と惑まどうように呟つぶやく。

「それがジャックの………本当の姿？」

「………そうです、飛鳥嬢じよう。この血ち塗まみれの姿こそが、私の真実の姿です」

　血に濡れたナイフ。

　返り血を隠かくすための真しん紅くのレザージャケット。

　乱れた髪と死神のような殺気を持った瞳ひとみ。

　それら全すべてが殺人鬼の持つ特有の雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「ジャック・オー・ランタンの伝承には続きがあったのです。二度の人生を血塗れで過ごした罪人と、それを救った幼い悪あく魔ま。本来なら二人とも浄じよう化かされて消される宿命にあったところを………御お人ひと好よしの聖人殿どのが、もう一度だけ改心の機会を与えてくれたのです」

　それが幼子を守り、不当に破は棄きされた人々の魂たましいを見つけて救済するという彼の役目。改心することを決意した彼はカボチャの道どう化けを演じ、ハロウィンの主役となった。

　怪かい物ぶつの代名詞であるジャックは、道化の代名詞として生まれ変わったのだ。

「………でもね。私たちが同盟を組もうと思ったのは、カボチャの紳しん士しであって、殺人鬼ではないわ。そうよね、ジャック」

「はい。重々承知の上でございます。今日まで身分を偽いつわっていたこと、心より謝罪いたします」

「そう。なら後でちゃんとカボチャ頭に戻ってね。じゃないと、リリや年長組のみんなが怯おびえてしまうもの」

　何時いつものように微笑ほほえみかけ、ギフトカードを構える飛鳥。

　一瞬だけ言葉に詰つまるジャックだったが、それ以上の言葉は続かなかった。

　相手の過去を知ったところで、共に戦ってきたという事実が変わるわけではない。飛鳥の真っ直すぐな瞳がそう語っていた。

「………ヤホホ。ええ、当然です。こんな姿で〝trick or treat〟を叫んでは、泣いて怖がられるのがオチです。そんなのは御ご免めんですね」

「ええ。カボチャ頭の貴方あなたの方が今より何倍も素す敵てきよ」

　ヤホホと、普ふ段だんより低い声で笑う。

　何処どこか恥はずかしそうだったのは気のせいではない。

「さあ………次は私たちが行くわよアルマ！　あの無礼な小悪党を倒しに行くわッ！」

『了りよう解かいです、マスター』

　城塞から山羊やぎの姿に戻もどるアルマテイア。

　飛鳥はギフトカードから四つの宝ほう珠じゆを取り出し、それらに言葉を込める。

「〝雲うん霞かのように漂ただよい、雹ひようのように吹雪ふぶき、雷らい霆ていのように撃て。

　天空を駆ける山羊よ。無む貌ぼうの城塞と化し、敵を討うて〟

　───さあ、行くわよアルマテイア！」

　飛鳥の言葉で、宝珠に疑ぎ似じ神格が宿る。

　恩恵ギフトを強化する彼女の神託ことばだが、このまま消費すれば一瞬で砕くだけてしまう。故ゆえに飛鳥は四つの宝珠をアルマテイアに嚙かみ砕かせ、その恩恵を取り込ませた。

　その瞬しゆん間かん、アルマテイアの霊格が膨ぼう張ちようし始める。

（飛鳥嬢………遂ついにアレを使うのですね）

　四つもの疑似神格を体内に取り込んだアルマテイアは体毛から激しい稲いな光びかりを放って雄お叫たけびを上げる。鋼はがねの身体からだは熱によって融ゆう解かいし、水銀のように流体へと変わっていく。

　アルマテイア───その正体は、ギリシャ神群の主神を幼少より育てた豊ほう穣じようの女め神がみである。彼女の角は肥ひ沃よくな大地に数多あまたの実りを結び、その毛皮は金剛鉄を覆おおうことであらゆる攻こう撃げきを防ぐギリシャ神群最強の楯たて・〝イージスの楯〟となる。

　ジャックは金剛鉄とアルマテイアの毛皮を組み合わせることで疑似的な〝イージスの楯〟を造り出した。しかしこの楯を起動させるためには必要不可欠な恩恵がある。

　それが天空の神格だった。

　雲の如ごとく、雹の如く、雷の如く主人を守って敵を討つ。

〝イージスの楯〟とは、天空神であるゼウスが操あやつる天候の象しよう徴ちようなのだ。

（それを補う為に飛鳥嬢が疑似神格を込めた四つの宝珠を、アルマテイアに与える。もしもこれが成功するのならば………！）

　本来の神格を取り戻し、嘶いななきを上げるアルマテイア。

　流動するエネルギー体となった彼女は蹄ひづめを鳴らし、主人の命令を待つ。

『ご命令を、マスター』

「命令なら既すでに与えたわよ。雲霞のように漂い、雹のように吹雪き、雷霆のように撃て、アルマテイア‼」

　轟ごうと空気が熱膨張を起こして爆はぜる。

　その音と同時にグライアの胸に鮮せん血けつが舞まった。

　爆音を発したアルマテイアが、放たれた矢のようにグライアの胸部を打ち抜ぬいたのだ。先ほどまでの速度とは比べ物にならない。正に雷らい光こうの如き一撃である。

「グッ、ヌゥ‼」

　角で右胸を貫つらぬかれて後方へと追いやられる。二匹ひきの猛もう獣じゆうは展示回かい廊ろうから商業区画までを一直線に貫かん通つうして建造物を薙なぎ倒す。しかしその隙すきを見み逃のがす混世魔王ではない。

　守りが無くなった飛鳥を、すぐに火か炎えん弾だんが襲おそった。

「隙だらけだぜ、小こ娘むすめ！」

「あら、淑しゆく女じよはガードが固くてよ？」

　───紗シヤ欄ラン、と。いつの間にか飛鳥の右手に握にぎられた鈴すずの付いた笛が鳴る。特とく殊しゆな構造をしているのか、腕うでを揮ふるうだけで笛の音が鳴る仕組みになっている。

　しかし問題はそこではない。

　その音を聞きつけるかのように、雷光の速度でアルマテイアが飛鳥の身を守ったのだ。

（っ、速い！）

　豪ごう雨うのように降り注ぐ散さん弾だんを鉄壁となって防ぐ。彼女と共に彼方かなたに突つき飛ばされたグライアはまだ右胸を押さえて瓦が礫れきの上で膝ひざをついている。信じ難がたい移動速度だ。

（チッ。こっちもこっちで、何か面めん倒どうくさいカラクリがあるな………）

　混世魔王は少女の外見からは想像もできない老ろう獪かいな瞳で、戦せん況きようを把は握あくする。

　六桁出身とはいえ〝主しゆ催さい者しや権限〟を持つジャックと、アルマテイアの城塞を従える飛鳥。グライアが致ち命めい傷しようを負い、敵はまだ武器を隠し持っている。

　流石さすがに分が悪いかと、肩かたを竦すくめた。

「残念だが、そろそろ潮時だなァ。ヒヒ、そろそろお暇いとまするかね」

「………逃にがすと思うか？　俺の〝主催者権限〟が発動している限り、お前はこの〝煌こう焰えんの都〟からは出られない」

　ナイフを構え、腰こしを落とすジャック。

　しかし混世魔ま王おうは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべて巻物を取り出した。

「なぁに、仕切り直すだけさ！　テメェらはそれまで、巨きよ人じん族とでも遊んでやがれ！」

　巻物が解かれ、浮かび上がる文字。

　虚きよ度ど光こう陰いん───対象を中心に体感時間を止める呪のろい。

　飛鳥とジャックは視界がモノクロームになるまでは把握できたが、それまでだ。二人の前から唐とう突とつに、混世魔王はその姿を消した。

「噓うそ………⁉　本当に消えた⁉」

『一瞬ですが、虚度光陰という文字が見えました。推測するに体感時間を操る呪いでしょう。アレがある限り、私たちでは彼を捕とらえられない』

「ですが奴やつには〝主催者権限〟が発動してます。この都市からは逃のがれることは───」

　その時、都市を守る外がい壁へきが砕ける音がした。

　外そと堀ぼりの駐ちゆう屯とん兵たちが突とつ破ぱされたのだろう。

　飛鳥とジャックは口くち惜おしそうに歯を食いしばりながら、共にやるべきことを確かく認にんする。

「行きましょう。鬼き化かした巨人族が雪崩なだれ込めば、ゲームに勝っても街がおしまいよ」

『ええ。ただ心配なのはスミス・ジャックです。これ以上の戦いを重ねては衰すい退たいの呪いで体力が危あやぶまれるのでは？』

「あ、ああ………いえ、お気になさらず！　諸事情でこの呪いは効きませんから！」

『？　そうですか。ならば手て遅おくれになる前に向かいましょう』

　飛鳥は山羊に戻ったアルマの背中に跨またがり、突破された外壁へと急ぐ。




　しかし彼らはこの時に気が付くべきだった。

　サンドラが常備していた星せい海かい龍りゆう王おうの龍角を、混世魔王が一度も使わなかったことを。
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　───〝煌こう焰えんの都〟第五右う翼よくの宮。

〝サラマンドラ〟の本丸である第五右翼の宮。全十二宮で構成される宮きゆう殿でんの本丸がこの第五右翼の宮だ。宮殿内で戦うことが出来ない者たちは全てこの地に集められて避ひ難なんしていた。女によ官かんたちが不安そうに外の戦いを案じている中、リンは顔まで覆うローブで宮殿の隠し通路を目指して進んでいた。

（二年間調べまわってようやく見つけたんだ。絶対に失敗できない）

　彼女の服の下にはサンドラから奪うばった星せい海かい龍りゆう王おうの龍角と、それを包む上質な布があった。この二つを手に、第五右翼の宮を突き進む。

（第五宮の突き当たりに飾かざられた銅像を………あった！）

　喜びで声を上げそうになるのを我が慢まんする。ここでバレたら二年間の苦労が水の泡あわだ。

　左右を見て、誰だれもいないことを確認する。

　銅像の下にある螺ら旋せん階段を下りながら、リンは鼓こ動どうの高まりを感じていた。この先に眠ねむる恩恵は対最強種の為ためにあると言っても過言ではない。

　それだけの恩恵があれば、リンと殿でん下かは目的まで躍やく進しんできる。

（前回の大失敗のせいで、殿下の立場が危うい。どんなことがあっても、この恩恵だけは確保して帰らないとっ！）

　内心の焦あせりをもみ消す様に足を速める。

　前回の戦いでは貴重な戦力を大量に消費してしまった。

　なのに〝階層支配者〟の一人も倒たおすことが出来なかった。

（〝アヴァロン〟を落とした功績が認められて、やっと原典オリジン候補者に祀まつり上げてもらえたんだ。此こ処こで失敗したら、殿下の地位が危ない）

　焦るほどにリンは歩調を速くする。

　螺旋階段には一いつ切さいの明かりが無い。老ろう朽きゆう化かも進んでいて足場も悪い。ギフトカードから取り出したランプを片手に奥へ奥へと進み続ける。

　二十分ほど歩き続けたが、何時いつまでも同じ螺旋階段が続いている。地下はどれだけ奥にまで進んでいるのかと不安になるが、首を左右に振ふって前に進む。

　更さらに十分以上歩き続けた頃ころ、ようやく広間に出た。

　星海の間と書かれたその大広間には、一枚の契約書類ギアスロールと五つの扉とびらがあった。








『ギフトゲーム　─In the sea of stars　dragon─




　星の海を渡わたる者よ。汝なんじが求める扉を選び、その証あかしを示せ。





第一の門：初めの星は多くの星を出産し、次々と新しい星を生みだした。

第二の門：星は星と弾はじけ合って新しい星の血肉へと変わる。

第三の門：やがて訪おとずれる新しい時代が星に春を呼び込むだろう。

第四の門：星の大地には穂ほ波なみが揺ゆれ五穀の神はそれを祝う。

第五の門：大地の脈動が新たな水を引き、最盛を迎むかえるであろう。






　星の海を渡る者よ。二つの髭ひげは指針である。髭無くして海は渡れない。

　星の海を渡る者よ。心せよ。

　星の地図を紐ひも解とけば、星の海は三つに砕くだけるだろう。




　凶きよう星せいは輝かがやくことを望まず、災さい厄やくを縛しばりこの地に眠り続ける。

　願わくは永久の眠りであらんことを。




〝星海龍王〟印』









「うわ、超ちよう簡単」

〝契約書類〟の文面をサッと読み、リンは真っ直すぐ第五の扉を選ぶ。そこから最後の間まではそれほど時間はかからなかった。

　途と中ちゆうで人ひと払ばらいの呪いにも似た感覚があったが、それは二つの星海龍王の角によって断たち切られた。この角が無ければこの場所までは辿たどり着けないのだろう。

　しかしどれほど深い場所まで歩いて来たのか。恐おそらく宮殿の背後に聳そびえる巨きよ峰ほうの真下というところだろう。

　最後の間には星海龍王の角をはめ込む台座と、旗を飾るような場所があった。

「ようやくここまで来た。これで殿下も………殺されないで済む」

「───誰に殺されるの、リン」

　ひゃあ！　と声を上げて驚おどろく。

　誰もいないと思った背後から突とつ然ぜん声をかけられたのだ。

　リンはナイフを引き抜ぬき、声の主に問うた。

「………ジン君。まさか付けてたの？」

「うん。偶ぐう然ぜんね。君が第五右翼の宮に居るのを見つけて付いて来た。本当は誰かに言おうかと思ったけど………君の恩恵ギフトに真正面から攻せめるのは意味がない」

「だから一人できた？　え、馬ば鹿かじゃない？」

　素すの声で呆あきれる。

　ジンも自覚があったらしく、頭を搔かきながら困ったように笑った。

「でもほら、こうやって話が出来るのは一対一だからだ！　他ほかの人が一いつ緒しよだったら、話をする気にもならないと思って！」

「………話？」

　ますます意図が見えない。リンはどんな姦かん計けいが張り巡めぐらされているのかを疑いながら一歩にじり寄る。

「ま、一日殿下の面めん倒どうを見てもらったし。聞くだけなら聞いてあげるけど。どんな話？」

「君と殿下の目的について」

　───ピタリと、にじり寄るリンの足が止まる。

　ジンはそれを交こう渉しようの余地ありと判断した。

「君と殿下が〝ウロボロス〟で活動し始めたのは二年前と言っていたね。その時にもしかしたらと思ったんだ。そもそも君と殿下が〝ウロボロス〟に所属し始めたのが………二年前のことなんじゃないかなって」

「………どうしてそう思うの？」

「それは秘密。でもヒントは、三年前に奪われた仲間で、似た様な力を持つ人がいた点。その人と殿下の共通点………そして君たちの三分割された〝ウロボロス〟の旗。アレが一つの宇宙観を示していると考察すれば、ボンヤリだけど関係性が見えてくる」

　ジンはぼやかしながらも裏付けされた自信のある表情で語る。実は七割ほど十六夜いざよいの受け売りなのだが、その素そ振ぶりは見せない。背中で冷や汗あせを搔くだけにとどめる。

　その成果もあって、リンはジンの言葉に信しん憑ぴよう性せいを感じ始めていた。

「……………、」

　───もしかして、本当に知っているのか？

　リンはそう疑いながら、ナイフをより強く握にぎりしめる。

「………話が回りくどいね。もう少し率そつ直ちよくに言ってくれないかな？　これでも忙いそがしいんだよね」

「えっと、ご、ごめん。僕の結論を言うとね。もしかしたら殿下と〝ウロボロス〟という組織の目的は───全く別のものなんじゃないかと思って」

「はっ、───⁉」

「君たちの組織は最低でも二重構造だ。一つ目の組織は三年前に僕たちを滅ほろぼした組織。二つ目は君たちの率いる組織。初めは頭首が代わったのかもしれないと思ったけど、それじゃ〝殿下〟という呼び名はおかしい。これだと現頭首は現げん役えきだと考えられるしね」

「─────」

「ということは、だ。リンやマクスウェルは殿下の私兵団で、それらを取り纏まとめる上の組織か人物がいるんじゃないかと推測できる」

「………それがどうして、今の結論に？」

「それは一番君が分かっているんじゃないかな。殿下の傍そばに居続けただろう君なら」

「ごめん、ハッキリ言ってくれない？」

　ぐっと、ナイフを握る手に力を込める。

　遠回しな言い方は命に関かかわると悟さとり、慌あわてて言い直す。

「殿下は！　だ、誰かの配下であることを望む子じゃない。誰かが自分の上で玉座に座っているのなら、力ずくで奪い取る子だ！　ましてや───自分の命を、誰かに縛らせる子じゃない」

　───そうだよね？　と首を傾かしげる。

　だがそれは違ちがうと、リンは内心で首を横に振った。

　殿下は誰かの下で戦い続ける器うつわではない。それはリンも同様に思っている。しかし当の殿下はそう思っていない。彼は唯ただ、自分たちの期待を背負って戦っているだけだ。リンは苦虫を嚙かみつぶしたようにナイフを下ろし、困ったように頭を搔いた。

「………偉えらそうなこというけど。話を総そう括かつすると、私の独り言が決め手だったんだよね」

「えっと、はい。確信を持ったのはついさっきだったりします」

　何時いつもの頼たよりなさそうな笑いで誤ご魔ま化かす。リンはそこでようやく気が付いた。

　この笑え顔がおが、本心を悟らせないためのポーカーフェイスだということに。

「………その笑い、好きじゃないな。誰に習ったの？」

「僕が尊敬する人だよ。実はその人もよく軽けい薄はくな作り笑いをするんだけど………素す顔がおは、誰よりも精せい悍かんだった」

　ふぅん、と気の無い返事をする。

　しかしジンの申し出そのものは、彼女にとって悪いものではなかった。

（原典オリジン候補者と〝生命の目録〟。その二つが仲間になるのは心強い。それにこの〝ノーネーム〟には〝階層支配者〟との強力なコネクションがある）

〝サラマンドラ〟と〝鬼おに姫ひめ〟連盟はともかく、〝サウザンドアイズ〟の白しろ夜や叉しやと客分の蛟こう魔ま王おうとの繫つながりが出来るのは大きい。

　特に後者の縁えん者じやには〝平へい天てん大たい聖せい〟牛ぎゆう魔ま王おうと〝混こん天てん大たい聖せい〟鵬ほう魔ま王おうが居る。本来なら生来の神しん霊れいである二体の大魔王とその眷けん属ぞくたちは捨てがたい。

　いざ下げ剋こく上じようを狙ねらう時に彼らの助力を得られるのなら、最高の後ろ盾だてとなるだろう。

「………。一つだけ問題がある」

「なに？」

「私たちは前回で大きな失敗を犯おかしているの。だから手ぶらでは帰れない。この星海龍王の遺産を持ち帰るなというのなら………その替かえ玉が必要なの」

「なら、僕を連れて行けばいい」

　即そく答とうだった。流石さすがのリンもこの返答には咄とつ嗟さに言葉が出なかった。

　ジンは己おのれの胸に手を当て、一歩前に進み出る。

「〝精霊使役者ジーニアー〟───魔王でさえも問答無用で従わせることが出来る、レアリティの高い恩恵だ。加えて君たちを妨ぼう害がいし続けている〝ノーネーム〟のリーダーでもある。………星海龍王の遺産には劣おとるけど。処しよ刑けいを逃のがれる程度の功績にはなるはずだ」

「っ、本気⁉　もしかしたら連れて行った先で殺されるかもしれないのに⁉」

「覚かく悟ごの上だ」

　───それは、ジンが一番初めに抱いだいた覚悟だった。

　いざ〝ノーネーム〟が危険に晒さらされた時。

　自分が最初に楯たてになると誓ちかいを立てた。その言葉に偽いつわりはない。

「お願いだリン。表向きは今のままでいいんだ。君たちは理由を付けて一度ゲームを撤てつ回かいし、僕を攫さらえばいい。その上で秘ひ密みつ裏りに十六夜さんたちと交渉の場を設けるんだ。君たちの下剋上に手を貸す代わりに───仲間と旗印シンボル、そしてコミュニティの名前を返すと」

　そっと、ジンの方から歩み寄って手を伸のばす。

　リンを見つめたジンは、強い眼まな差ざしで宣言した。

「僕たちと連盟を組もう。そして僕たちの手で、本当の魔王連盟を滅ぼすんだ」




　　　　＊




　崩くずれ落ちる宮きゆう殿でんの瓦が礫れきを摑つかみ、十六夜は殿下へ叩たたきつけた。殿下は拳こぶしを握り込んで瓦礫ごと十六夜を後方へと吹ふき飛ばす。共に致ち命めい傷しようには至らない。

　両者は共に人じん智ちを超こえた身体能力の持ち主だ。

　山河を砕き、海を両断する拳を打ち合っても尚なお、決着には程ほど遠い。それでも敢あえてどちらが優勢かと問うのであれば───逆さか廻まき十六夜に、勝利の天てん秤びんは傾かたむき始めていた。

「しゃら、くせえッ！」

　追つい撃げきする殿下を待ち構えていたかのように跳とび膝ひざで額を叩き割る。突とつ進しんに合わせる形で撃げき墜ついされた殿下の白はく髪はつが、流血で真っ赤に染まる。

　大きく仰のけ反った殿下だが、そこで止まりはしない。追撃の蹴けりを身長差を生かして避よける。懐ふところへ入り込み、十六夜の腹部を右の拳で打つ。

　喀かつ血けつする十六夜。しかし闘とう志しは絶えていない。

　両りよう腕うでを組み、殿下の後頭部を真上から打ち抜いた。

「ガッ………！」

　地じ盤ばんを崩ほう落らくさせるほどの勢いで地面に叩きつけられる殿下。額が割れた上に後頭部から両腕で殴なぐりつけられたのだ。流石の殿下もこれには膝を一度ついた。

　対して十六夜は肩かたで息をしているものの、致命傷らしい傷は一つもない。

　互ご角かくの身体能力かと思われたが、両者の攻こう防ぼうで先に崩れ始めたのは殿下だった。初めは体力的な優位が出たのかと思った十六夜だったが、どうにも様子がおかしい。

「……………」

　口元の血を拭ぬぐって殿下を訝いぶかしげに見る。共に拳を打ち合ってきた数は対して差はない。腕わん力りよくに大きな差があるとも思えない。

　では耐たい久きゆう力だけが大きく違うのか？

（いや………これはそういうのじゃねえな）

　息を整え、思考を冷静にする。

　しかし殿下の失しつ笑しようのようなものがその動作を遮さえぎった。

「ハハ………随ずい分ぶんと余よ裕ゆうじゃないか、逆廻十六夜。次の追撃に合わせてもう一発打ち込んでやろうと思ったのに」

「……………」

　十六夜は答えない。しかし追撃をしなかったのは確かに不自然だった。

　これまで三度、十六夜には殿下を倒たおせるだけの機会があった。拳での決着ではなく、十六夜の身体に眠ねむるという〝正体不明コード・アンノウン〟の恩恵ギフト。

　神霊を討うち、巨きよ龍りゆうを一いち撃げきで葬ほうむったあの光の柱を使えばこの少年を倒すことはできたはず。しかしその度たびに、十六夜の中で言いようのない焦しよう燥そうが胸を締め付けた。

　───本当に、此こ処こで使ってもよいのか。

　これはこの白髪金眼の少年から感じる威い圧あつ感かんではない。

　足元から絡からみ付くような不安が、十六夜の脳のう裏りにちらついて隙すきを生んでいたのだ。

「なるほど。流石に勘かんがいい。お前が切り札を出せば、俺も応じるしかない。そうなれば最悪、奴やつの封ふう印いんまで破は壊かいするかもしれない。───お前も感じるんだろう？　〝煌こう焰えんの都〟に眠る、化け物の存在を」

「─────」

「コイツが目覚めれば全すべてが台無しだ。白びやく夜や王おうが下層に居ない今、止められる者は一人もいない。それが俺やお前であってもな」

「………へえ？　随分と控ひかえめな自己評価じゃねえか」

　ヤハハと笑って挑ちよう発はつする。しかし十六夜も分かっている。

　戦いが始まってすぐに、大地の下から想像を絶する敵意が立ち上っていた。それが真っ直すぐに自分と殿下を標的に定めていることも、十六夜は直感していた。

「ま、地道に殴りあうしかないってことだよ。見たところ俺とお前の力はトントン………いや、悔くやしいけど………今はまだお前の方が上だ、逆廻十六夜」

「ああ。このまま戦えば、十中八九俺が勝つ」

　確信と事実を確かめ合うように十六夜は頷うなずく。

　数時間はかかるだろうが、いずれ必ずこの戦いは十六夜の勝利で決着がつく。

　だがそれを知っていても、殿下は飄ひよう々ひようと肩を竦すくめ緩ゆるやかに首を振ふった。

「でもそれは同時に、大局が動かないことを示している。………ほら、聞こえただろ？　都市を守る外がい壁へきが砕くだかれた音を」

　二つ、三つと、次々に破壊される外壁。

　次々と雪崩なだれ込む鬼き化かした巨きよ人じん族は衰すい退たいした火龍や亜あ龍りゆうたちを薙なぎ払はらってこの宮殿を目指す。長期戦になれば飛鳥あすかや耀ようたちが何処どこまで戦えるか分からない。

　この均きん衡こうが崩れるのも時間の問題だろう。

「ほら、急いで俺を倒した方がいいぞ。俺はお前と何時間でも戦う準備がある。最悪の場合は都市を逃にげ回ればいい。その間に、お前の仲間は全ぜん滅めつするだろうからなッ！」

「チッ、言ってろ白はく髪はつ鬼き‼」

　足場を砕いて突進する十六夜。殿下もそれに合わせて構える。

　だが殿下は、既すでに戦いの行く末を見通していた。

（驚おどろいたな。意外な弱点があったもんだ）

　拳を交かわす度に、殿下は十六夜の人となりを把は握あくしていく。その人格からその生おい立ちまでを理解するのに時間はかからなかった。

　恐おそらくこの逆廻十六夜という男は───全ての難題を、己の手一つで乗り越こえてきたのだ。己の手の届く範はん囲いで守れるものは全て守り、外敵を排はい除じよしてきた。

　だからこそ己の手が届かない範囲で状じよう況きようが進むことに焦あせっている。

　それらは全て、過度なまでに周囲を溺でき愛あいしていることに原因があるのだろう。

（仲間を大事にすると言えば聞こえはいい。だがコイツは違う。コイツのこの焦り方は、仲間を心配しているというだけじゃない。この逆廻十六夜という男は───）

　逆廻十六夜は───仲間を信頼していない。

　どれだけ美び辞じ麗れい句くを口にしたとしても、本質的にこの男は仲間を頼るということが出来ないのだ。

（この弱点………付け込めるな。上手うまく手を回せば、容易たやすく突つき崩せる………！）

　殿下は口元に笑みを浮うかべながら戦いを再開する。

　活路は見えた。後はどのようにゲームメイクするかが問題だ。しかし詰つめるには駒こまが足りない。ならば運うん否ぷ天てん賦ぷと決意を固め、新たに拳を突きだした。







[image: 第六章]

　───〝煌こう焰えんの都〟外壁の戦場。

　吸きゆう血けつ鬼き化した巨人族と火龍の群れの戦いは、混戦極きわまる状態になっていた。

　凶きよう暴ぼう性を増した巨人族は陣じん形けいを取るようなことはせず、只ただ々ただ荒あらぶる闘志に任せて剣つるぎを振ふるい、弓を引き、戦せん斧ぷを振りかざす。

　数で圧あつ倒とう的に勝まさる〝サラマンドラ〟の衛兵と火龍だが、衰退の呪のろいによって次々と戦線を離はなれざるを得なくなった。

　黒死病を操あやつるペストも戦いに参加していたが、吸血鬼となった巨人族には効果が薄うすい。

　怨えん嗟さを衝しよう撃げき波はとして撃うちだし応戦するペスト。しかしこの戦い方では戦力的に火龍と変わらない。大局を変えるには程遠かった。

「はあ、はあ、っの………！　何体出てくるの、この巨人族………！」

　悪態を吐きながらも衝撃波で巨人族の顔面を吹き飛ばす。

　宮殿から駆かけ付けた飛ひ龍りゆう型や亜龍たちも戦線に加わっているが、とてもじゃないが街を守りきることが出来ない。

〝煌焰の都〟の門は次々と打ち破られ、巨人族の侵しん入にゆうを許している。

（どうしよう………！　このままじゃ宮殿のジンも、）

「ペスト！　大だい丈じよう夫ぶ⁉」

　肩で息をしていたペストの背中に、飛鳥あすかの声がかかる。

　と、ディーンが雄お叫たけびと共に巨人族を持ち上げて最前線に投げつけた。

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

　派手に横転しながら最前線の巨人族を数人巻き込んでいく。前回の戦いならこれで戦せん闘とう不能になっていただろう。しかし鬼化した巨人族は何事も無かったかのように立ち上がり鬨ときの声を上げる。

「ウオオオオオォォォォォ───!!!」

「ＤＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＮ!!!」

　右みぎ腕うでの拳から灼しやく熱ねつを迸ほとばしらせ、伸しん縮しゆくする剛ごう腕わんを叩きつける。炎を散らして打ち込まれた拳は流石さすがに効き目が大きかった。巨人族は体を燃やしてのた打ち回る。

　しかしこれだけ全力で戦っても倒せたのは二、三体だ。
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　後方で召しよう喚かんされ続けている巨人族は今や総数で千二百体を超こえている。

　ジャックも遠方で次々と狩かり続けているがそれも焼け石に水だ。吸血鬼と化した巨人族は命を落とした同士の血さえも啜すすって傷を癒いやし、また立ち上がってくる。

　飛鳥とペストは背中合わせで戦うが、互たがいに今の戦せん況きようが厳しいことを理解し合う。

「参ったわね………ちょっと守りきれないわ………！」

「らしくないわ飛鳥。もう一度言ったら敗血症の罰ばつゲームよ」

「あら、ついさっきまで泣きそうな顔していたのは貴女あなたでしょ？」

「っ、そんなのは気のせいよっ！」

　見られていたのかと、赤面しながら衝撃波を叩たたき込む。

　しかし軽口を叩いていられる状況でもない。街の中では有志までも戦いに参加している。それでもまるで勢いが止められないのだ。

　二人は光る汗あせを流して応戦するが、いつ致ち命めい傷しようを負うかわからない。

『………マスター』

「何⁉　いい案でも浮かんだ⁉」

『逆です。この都市はもう駄だ目めです。同士を集め、そろそろ退たい却きやくの準備を』

「っ、………！」

　冷静なアルマテイアの声に、二人は奥歯を嚙かみ締しめる。

　飛鳥もペストも既に分かっていた。もう己おのれの力ではどうにもならないことを。巨人族に黒死病を克こく服ふくされた時点で、大局を動かせるのは一人しかいないことを………!!!

「それでも………十六夜いざよい君は、まだ戦ってるわ」

　今にも崩くずれそうな戦いの最前線で。

　飛鳥は誰だれよりも信頼している少年の名を口にした。

　共に過ごした今ならわかる。彼は誰よりも先に駆け出し、誰よりも前で皆みなの為ために戦ってきた。それは快楽ではなく義ぎ俠きよう心しんから生まれたものだった。

　人よりも秀ひいでた力を持って生まれた。それを己の信じる正義の為だけに振るってきた。

　あの瞳ひとみが自信で溢あふれているのは当然だ。常に物事に全力で挑いどみ、何に恥はじることなく生きてきた十六夜には、何を後ろめたく思うことも無い。

「此処で………此処で退ひいたら。一生彼を同士だとは言えないわ………！」

　十六夜が敵の首しゆ魁かいを討てば、戦況は逆転する。

　それを心の支えに戦っている者も少なくない。

　ならば同じ旗本の自分が一番信じなくてどうするのだ。

『しかしマスター‼　貴女が良くても、他ほかの仲間はどうするのです⁉　リーダーの少年も、あの〝月の兎うさぎ〟も、戦う力が残されていないのですッ！　なのに巨人族の群れが宮きゆう殿でんに流れ込めば、二人とも命を落とすことになりますッ‼　それでもいいのですか………!!!』

「そ、それは………！」

　アルマテイアの追つい及きゆうに言葉を無くす。

　だがそうしている間にも事態は悪化し続けている。

「た、大変だ‼　宮殿を守る第一龍角宮が破られた‼」

「何だと⁉」

「馬ば鹿かな………〝煌こう焰えんの都〟を守る最後の砦とりでが………‼」

　火龍たちを支えていた気力が折れはじめる。こうなってはもう士気を保ち続けるのも難しい。総そう崩くずれになるのは時間の問題だ。

〝煌焰の都〟が落ちるのはもう誰の目にも明らかだった。

　街を振り返ると、街はキャンドルランプの輝かがやきではなく、家屋に放たれた炎で真っ赤に燃えていた。

（あんなに綺き麗れいだった展示回かい廊ろうも………もう、跡あと形かたもないわね………）

　あの煌きらびやかだった街並みを思い出し、悔くやしそうに瞳を閉じる。




　───こんな混戦の中で飛鳥が平静でいられたのは、落日が初体験ではないからだ。

　誤解がないように言うと、それは彼女自身が経験したことではない。彼女の祖父が語り聞かせた戦争での落日だ。

　戦時を経験していた祖父は、財ざい閥ばつの未来を託たくそうと考えていた飛鳥に幾いく度どとなく昔の話を聞かせていた。戦せん禍かに巻き込まれ、街に火が放たれ、人が焼かれていく様を、語り上手な祖父は幼い頃ころから飛鳥に聞かせていた。

　───〝久く遠どうの家は、侵しん略りやく者から日の本を守る為の一族である〟

　そう家訓を掲かかげながらも、大戦の時は決して戦争に加担しようとしなかった。大戦では日本もまた侵略され、侵略する側だったことが原因だと祖父は語った。共に血を流し合うことでしか得られない明日があったのだと、祖母を亡なくした戦争を幾度となく語った。




　では、この侵略戦にはどれだけの大義があったのだろう？

　一方的に理り不ふ尽じんなルールを突き付け、一方的な略りやく奪だつを行うこの侵略の後に、どんな明日があるのだ。どんな正義があるのだ。

「私は………！　こんな奴やつらから、逃にげたくなんか………！」

〝正義は我らにあり〟。そう声こわ高だかに叫さけんで最後まで戦いたかった。

　かつて、誰も自分と真正面から向き合おうとはしなかった。

　だから自分の人生にだけは胸を張って生きていたい。自分の正義を邁まい進しんしたい。それだけが、異世界に来ても尚なお変わらない、胸に抱いだき続けていた飛鳥の誇ほこりだった。

　なのにたったそれだけのことが───どうしてこれ程ほどまでに、難しいのだろう。

『マスター。御ご決断を。私ならば血路を開き、同士を救って逃げられますッ！』

「………。そうね。貴女なら、それが可能よね」

　その一言で腹は決まったと、顔を上げる。

　飛鳥はアルマテイアの鞍くらから降り、ディーンの肩かたに乗った。

「命令よ、アルマテイア。貴女は黒ウサギとジン君を連れて、本ほん拠きよに帰き還かんなさい」

『………なッ……⁉』

「私は先ほど言った通り、十六夜君を信じて最後まで戦います。それが貴女のマスターの命令です」

『………私との契けい約やくを破は棄きすると？』

　苦々しい声を漏もらすアルマテイア。彼女は無む償しようで飛鳥に使し役えきされているわけではない。ゼウスの眷けん属ぞくであり山羊やぎの神しん獣じゆうである彼女が使役されるにふさわしいだけの契約を飛鳥が提示したからこそ、彼女は従順に従っていたのだ。

　飛鳥は笑って首を振ふり、アルマテイアの言葉を否定する。

「馬鹿言わないで。死ぬつもりなんかないわ。十六夜君が勝てば、戦況は逆転する。それを信じて待つというだけよ」

『………契約を守るつもりはあるのですね？』

「当然よ。それに、私はまだ貴女を完全に従僕にしていないしね。………貴女、本音だと私のことをかなり見下してるでしょう？」

『ええ。実力に見合わないことをキャンキャン吼ほえる生意気な小こ娘むすめだと思っております。………ですが、それが心地ここちいいとも。きっと私たちは上手うまくやっていけます』

「ありがとう。───行きなさい、アルマ！」

　号令と共にアルマは稲いな妻ずまと化して宮殿へと駆ける。

　巨きよ人じん族の一群を搔かき分け。

　燃え盛る都を駆け抜ぬけ。

　主人の命令を成す為に、山羊の神獣が奔はしる。

　飛鳥はその背を見送って改めて戦場を確かく認にん。相も変わらず巨人族は地じ響ひびきを鳴らして次々と雪崩なだれ込んでくる。それに加えて、唯ゆい一いつの守りも失った。

　一部始終を隣となりで聞いていたペストは心の底から呆あきれたように言った。




「馬鹿じゃない？」




「………。いくら私でも、流石に傷つくわ」

「なら甘んじて受けなさい。自覚はあるんでしょ？」

「う………うん」

　ちょっと格好つけすぎたかなーと、猛もう省せい。

　だがそんな主人を元気付けようと、ディーンは右腕を掲げて低く唸うなる。

「ＤＥｅＥＮ！」

「ふふ、ありがとう。頼たよりにしてるわ、ディーン」

　何はともあれ、問題は此こ処こからだ。

　飛鳥はディーンの肩に立ち、ありったけの声で叫ぶ。




「聞きなさい、巨人族！　私たち〝ノーネーム〟は、貴方あなたたちの侵略には屈くつしないッ！　粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚かく悟ごを持って、最後の門を守りましょうッ！　この〝煌焰の都〟を落とすというなら、無ぶ粋すいな風穴などは通らず、正面を守る私たちを討うって凱がい旋せんしてみなさいッ！」




〝煌焰の都〟の正面の門に立ち、巨人族に宣戦布告する。吸きゆう血けつ鬼き化したと言っても、彼らは生きつ粋すいの戦士だ。この手の挑ちよう発はつを聞き逃のがしては沽こ券けんに関かかわる。

　真っ赤な瞳が一いつ斉せいに飛鳥とペストへ集中する。

　それを見計らって、今度は〝サラマンドラ〟の男衆にも発破をかけた。

「宮殿の守りが破は壊かいされ、意い気き消しよう沈ちんしていることでしょう。ですが最前線を支える私たちが倒たおれれば、本丸で戦う同士の負担は重くなるばかり。呪のろいで御お辛つらいとは思いますが………真の火龍、真の益ます荒ら男おであるのなら。どうか私たちと共に、壁になって下さい」

『ヌゥ………！』

　戦えないなら壁になれ。活火山で鍛きたえたという鱗うろこで最後の守りとなれ。

　女の飛鳥がそれだけの覚悟を決めて正面の門に立つのであれば、士気を下げても居られない。疲ひ弊へいしきった体に鞭むちを打ち、次々と火龍たちが立ち上がる。

『フン………名無し風ふ情ぜいにそこまでの覚悟を見せられちゃ、我々も退けんな』

『応よ。振りかぶってきた戦せん斧ぷの刃やいばを逆に叩き折ってくれるわ』

『お嬢じようさんこそ下がってろ。アンタがそこまでする義理はねえよ。時間は俺たちが稼かせぐから………早いとこ逃げちまいな』

「残念ながら、そうもいかないわ。舞ぶ台たいの中心を仲間が占せん領りようしてるの。ここで華はなを見せないと、一人だけ埋うもれてしまうもの」

『ハハ、そりゃ難なん儀ぎだな！　同情するぜお嬢ちゃん！』

　翼つばさが折れた者も、片目を無くした者も、ありったけの強がりで誰もが笑った。それは彼女の言葉が持つ魔ま力りよくが原因ではない。

　久遠飛鳥には、精せい霊れいにも悪あく魔まにも化け生しようにも好かれる、不思議な人徳がある。

　優ゆう雅がでありながら純じゆん朴ぼくで、傲ごう慢まんでありながら思いやりがあり、高貴でありながら人ひと懐なつっこい。そんな魅み力りよく的な人徳こそが、今日まで意地を張って積み重ねてきた彼女の功績だった。

　正面の門を守る飛鳥とディーンを中心に据すえ、全員が鬨ときの声を上げる。

「さあ───来なさい、巨人族！」

「ウオオオオオオオォォォォォ!!!」

「ＧＥＹＡＡＡＡＡＡａａａａ!!!」

　大地を揺ゆらして突とつ進しんしてくる巨人族の数は百二十強。

　それを受け止めるのは正面の門を守る火か龍りゆう百四十五匹ひき。

　死力を尽つくせば勝てぬことはない。誰だれもがそう信じて仕し掛かけた猛もう攻こうは───




「あいや、そこまでや」




　───全すべての覚悟を押し流す、龍の如ごとき濁だく流りゆうによって決着した。




　　　　＊




　その異変を最も早く感じ取ったのは、外がい壁へきの上で胡坐あぐらを搔かいていた混こん世せい魔ま王おうだった。その隣には〝疑似・生命の目録〟で人化したグライアが胸に包帯を巻きつつ佇たたずんでいる。

　赤毛を逆立たせて犬歯を見せて笑う混世魔王は、〝煌焰の都〟を襲う異変を俯ふ瞰かんしていた。

「来やがったな………〝覆ふつ海かい大たい聖せい〟……‼」

　少女とは思えない老ろう獪かいな瞳で戦場を見る。

　彼の瞳ひとみに映るのは、火龍と巨人族の衝突に割って入った小さな人ひと影かげ。

　その男は黒い髪に隻せき眼がんの眼帯を巻いており、身体は鋼はがねのように鍛きたえられているのが傍はた目めにも見て取れる。幾いく星せい霜そうの月日をかけて磨みがき研けん鑽さんされたであろうその拳こぶしは星の息い吹ぶきにすら匹ひつ敵てきするだろう。

　星の深しん淵えん、海底火山で千年の修しゆ業ぎようを積んだ者だけが到達できる練れん磨まの極きよく致ち。

　海千山千の霊れい格かくを持つ〝仙せん龍りゆう〟───〝覆海大聖〟蛟こう魔ま王おうが、巨人族の前に立ちふさがっていた。

「いやあ、えらい遅れてしまった。大丈夫か飛鳥ちゃん」

「え、ええ」

　決死の覚悟から一転、呆あつ気けに取られたように頷うなずく。だが仕方がないだろう。

　彼女と火龍たちが迎え撃とうとしていた百二十体もの巨人族は今、この男が放出した水流によって散り散りに吹ふき飛ばされたのだから。

（この人………こんなに強かったの………⁉）

　十六夜と互角以上の戦いをしたと聞いていたが、それにしてもデタラメである。

　蛟こう劉りゆうは申し訳なさそうに苦笑いしながら頭を搔き、

「本当にすまん。いざ北側に向かおうと思ったら、東側でもゴタゴタがおきてな。その始末に手間取ってしもた」

「ゴタゴタ………？」

「そう。だけど詳しい話は後にして───まず、このゲームを終わらせよか」

　右手を掲かかげる。

　するとその刹せつ那な、巨大な影が〝煌焰の都〟を覆った。

　巨きよ峰ほうを背に構える〝煌焰の都〟は、言うまでも無く山岳地帯だ。険しい岩肌を開拓して都市一帯を平野に切り開いて造られた街である。

　山岳の麓ふもとということもあり、近隣には小川はあっても陸地を侵おかすほどの大河はない。地下水脈は恩恵によってその流れを操作されている。故ゆえに今日まで、〝煌焰の都〟を水害が襲おそったことはただの一度も無かった。故に〝煌焰の都〟に住まう火龍や化け生しようたちは、都の外壁に立ち昇のぼる海象を見上げて慄おののき叫さけんだ。

「つ………津波だあああ───!!!」

　そう。それは紛まぎれもない津波だった。

　都市部で目まの当たりにすることなど在ってはならない、最大級の災害の一つだ。ましてや山岳を吞のみこみかねないほどの大津波など、何人も想像だにしなかったに違ちがいない。

　外壁の正面で戦っていた飛鳥は、その大怪異を前に半口を開いて絶句していた。

「な………なっ、」

　蛟劉は都市部を囲う外壁にもう一層、海流の壁を作って街を覆い尽くす。

　その水量は数千数万などという矮わい小しような数字では表せない。

　都市を丸吞みしても余りあるだけの水量が、生き物さながらに唸うなりを上げて巨人族の群れを吞み込んでいく。初めは流されまいと耐えていた巨人族だったが、大おお渦うずの様な激しい海流の前に奮ふん闘とうも虚むなしく終わる。

　巨人族の最さい後こう尾びで指揮を執とっていたアウラも、これには堪たまらず舌を巻いた。

「これが………これが、四桁けたの魔王の実力というわけですか………!!!」

　如何いかに巨人族が吸きゆう血けつ鬼きの恩恵を手にしたからといっても、平野を吞み込むほどの大海象の前では塵ちり芥あくたに過ぎない。

　アウラはフードを取り、〝煌焰の都〟の正面の門を睨にらむ。

　すると偶然か否いなか───隻眼の海王と視線がかち合った気がした。

「───アンタが巨人族の支配者か？」

　ギクリと、アウラは心臓が飛び跳ねる。

　巨人族の最後尾にいるアウラと〝煌焰の都〟の距離は優に数十キロはある。なのに、蛟魔王の隻眼に睨まれた途と端たん、その瞳が意図する言葉を突き付けられた気がした。

　戦せん慄りつするアウラだが、主人が戦っているのに退ひくわけにはいかない。〝黄金の竪たて琴ごと〟をギフトカードから取り出し、苦し紛れの演奏を開始する。

「負けるわけにはいきません………！　せめて、我々の目的が果たされるまではッ！　殿でん下かの為にも、まだ負けられないのです………‼」

　激情を込めて、白い指で弦げんを弾く。

　妙なる音色は戦場に響ひびき渡って天と海へと浸透していく。流石さすがに支配権を奪うばうことは出来なかったが、海流の勢いを削そぐことは出来た。

　流された巨人族は体を起こし、進軍を再開する。

　蛟劉が海象を引き起こしているのは都市部の外壁付近までだ。飛鳥やペスト、火龍たちが巻き込まれずに済んでいるのはそのためである。

　その空間にまで攻め込めば勝機はある。

　巨人族は強きよう靭じんな四し肢しで海流を搔き分け、大海を突破した。

「ウオオオオオオオォォォォォォ──────!!!」

　三体が海域を踏み出て同時に戦斧を振るう。蛟劉の数倍はある戦斧の刃は頭上、両側面から一いつ斉せいに彼へ振り下ろされる。

　しかし蛟劉は腕を組んだまま微動だにしていない。

　回避不可能な距離にまで迫る凶きよう刃じん。巨人族は直撃した手応えをその手に感じ取りながら───その圧倒的な存在感に驚きよう愕がくした。

「………ゥオ………!!?」

　斬りつけたのは、確かに肉の身体のはずだった。

　対象の数倍の質量を持つ鋼の刃が肉の身体を斬ったのならば、その手に残る手応えはやはり肉の感触でなければ辻つじ褄つまが合わない。

　しかし巨人族の戦士がその手に感じていたのは、痺しびれだった。鋼の刃を地ち殻かくに叩きつけた様な衝撃を受けた巨人族は己と敵の圧倒的な戦力差を思い知る。

　蛟劉は鋼のような五体で戦斧を受け止めたまま、細目を吊つり上げて失笑した。

「眠い一発やなあ。まるで岩がん礁しようを打つ浅瀬の飛沫や」

「………ッ……‼」

　そうだ。正にそれだ。

　巨人族の一撃は、この男にとって波打ち際の飛沫の一滴に過ぎない。巨人族が巨きよ軀くを誇ほころうと、大木の様な戦斧を振りかざそうと───大海を覆うほどの霊格を誇るこの男にとっては、微み塵じんも通用しないのだ。

「ヒハハハ‼　相変わらずお強いじゃねェか、東海の皇子様よォ！」

　むっ、と細目を歪ゆがめて外壁の上を仰あおぐ。そこには凛りんとした声で品の無い笑い声を上げる混世魔王が腕を組んで仁に王おう立だちをしていた。

　クツクツと歪いびつな笑みを浮かべる混世魔王は蛟劉を指さしてより一層の笑い声をあげる。

「東海龍王の奴も見る目がねェ。妾めかけの隠し子とはいえ、トンビが鷹たかを生んだってのになァ。ヒヒ、本当ならお前さんが次代の黄龍に選ばれていてもおかしく無かったろうに」

「………ふぅん？　一瞬サンドラちゃんかと思ったけど、中身は別人か。───人の生い立ちをペラペラ話す恥はじ知しらずな態度と、その下品な笑い。隠いん居きよした老骨が今さらシャバに何の用や、混世」

「テメェと似た様なもんさ。チョイと目をかけてやりたい新米共が居てな。今は魔王連盟〝ウロボロス〟に参加してる身分よ」

　フフン、とサンドラの小さな胸を自慢げに張って笑う混世魔王。

　蛟劉の隣となりに居た飛鳥はそっと小声で状況を伝える。

「サンドラは〝主催者権限〟で乗っ取られているわ。解除する方法を知らない？」

「………すまん。姐あねさんから文面は聞いたことあるけどクリア条件までは知らん」

「そう。でも文面が分かるということは、クリアも不可能じゃないということね」

　ならば助けられるかもしれない。飛鳥は詳しよう細さいを聞こうと更さらに問うが、その隙すきを混世魔王とグライアが与えない。

「一番厄やつ介かいなアルマテイアがいねえ今が勝機だ！　傷はもういいな⁉」

「些いささか支障はあるが、この機は逃のがせん。仕留めるならば今しかない‼」

「応さッ！　蛟劉と纏まとめて仕留めるぜ、グー坊ッ！」

「誰がグー坊だ小娘がッ‼」

　人化の術で初老の人間に成っていたグライアが憤いきどおりの声を上げる。

　蛟劉はギフトカードから身の丈の倍はあろうかという棍こん棒ぼうを二本顕けん現げんさせて三体の巨人族の背中を殴おう打だし、空中へと跳ね除のける。

　三体は共に混世魔王とグライアを狙ねらって跳ね上げられたが、その程度で屈する相手ではない。鷲獅子から黒龍に姿を変えたグライアはその剛腕で巨人族を跳ね飛ばして突進する。その陰かげから忍び寄る様に赤毛の少女が躍おどる。

「ヒハハハ！　さあさあ、千年越ごしのリベンジマッチだ！　しかも此方の器は超極上！　大聖の代わりに、そのすかした顔を歪めてやんよ！」

「───へえ？　五桁オマエが四桁オレを？　身の程ほど知れや山やま猿ざるッ！」

　吹き荒れる炎ほのおと海流の渦うず。

〝煌焰の都〟を囲う戦せん禍かはますますその勢いを増していく。

　巨人族は海流に阻はばまれ進軍の速度を落としている。一度に外壁を襲う数は半減したと思っていい。だがこれでもまだ両者の戦力は五分と五分。

　燃える炎の戦場は未いまだに静まる気配を見せない。

　しかし誰しもが熱を増す中で───刻一刻と、静かに閉幕の時は近づいていた。
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「───っ、ごめん………！」

　ドスッ、と生々しい音を立てて。

　ジンの脇わき腹ばらを、リンのナイフが抉えぐった。

　刺さされた後に耳元で呟つぶやかれた謝罪に、ジンの瞳ひとみが大きく揺れる。

「リ………リン、どうして、」

「ハハ、流石さすがは〝軍師メイカー〟殿どの！　もしかしたら裏切るのではないかと冷や冷やしたよ！」

　パチパチと拍はく手しゆを送りながら、螺ら旋せん階段を下りてくる声の主。青と赤のコントラストで彩いろどられた外がい套とうを着た男の影かげ。それは紛まぎれもないマクスウェルの魔ま王おうだった。

　崩くずれ落ちるジンと血ち塗まみれのリンに近寄る彼は可笑おかしくて堪たまらないと笑いを嚙かみ締しめる。

「ククッ………いい腹芸をするじゃないか、我らの〝軍師〟殿は。見直したよ。こんな純朴な少年をだまし討つとは、本当に容よう赦しやがない」

「フフン、女は魔ま性しようの生き物だからね。───何処どこから見てたの？」

「最後だけだよ。彼が君を誑たぶらかそうとしたところからだ。照れやな花はな嫁よめに逃げられて、つい先ほど追い付いたというわけさ」

「へえ………そうなんだ」

　───噓うそだ。リンとジンは直感する。

　明確に何処から聞いていたかは定さだかではないが、この男は二人の企たくらみを聞いていた。それを後からリンが気が付き、ジンを刺すことで誤ご魔ま化かした。

　その一連の茶番が可笑しくて堪らないから、この男は笑いを嚙み殺しているのだ。

「ところで〝軍師〟殿。星せい海かい龍りゆう王おうの遺産は手に入れられたのかね？」

「それは今からだよ。───うん。彼にも冥めい途どの土産みやげに見せてあげようと思って。その為ためにちょっと小こ芝しば居いに乗ってあげたんだ」

「ほほう。それはそれは………」

　ニヤニヤと厭いやらしい瞳で二人を見下すマクスウェル。

　ジンは此処で自分の致ち命めい的てきなミスにようやく気が付いた。

（しまった………殿でん下かの部下は、全て私兵団だったわけじゃない。上からの目付役が紛れ込んでいたんだ………！）

　それがこのマクスウェルの魔王だ。ほぼ無敵のギフトを持つリンだが、空間跳ちよう躍やくが出来る彼ならば何時いつでもリンを始末出来る。監かん視しの報告も自由自在だ。

　今になってその事に気が付き、ジンは悔くやしそうに手を握にぎりしめて蹲うずくまる。

（焦あせりすぎた………この機会を逃せば、リンと交こう渉しようする場がなくなる。それを意識しすぎたんだ………！）

　少し考えれば監視役がいる可能性にぐらい気が付けたはずだ。なのに結果としてリンと殿下の立ち場まで危あやぶまれる最悪の事態になった。これではもうリンはジンを生かしておくことも出来ない。ジンを生かしておけば、二人の命までもが危ないからだ。

「さて、それでは〝軍師〟殿。彼をどうするつもりかね？」

「縛しばり上げて連れて行きます。ジン君の能力はとても稀け有うですから」

　───何？　と、マクスウェルの表情が変わる。

　その瞳からは笑えみが消え、敵意と疑念の色が浮うかび始める。しかしリンは物もの怖おじすることなくマクスウェルを睨にらみ返し、あまつさえナイフを向けた。

「マクスウェルさん。貴方あなたこそどうしてこんな場所にいるのかな？　貴方には〝生命の目録〟とウィラ＝ザ＝イグニファトゥスの拘こう束そくをお願いしていたはずだけど？　まさか四桁けたの魔王ともあろうものが、格下を取り逃したとでも？」

「………それは、」

「私も本当は不本意だけど、ジン＝ラッセルを連れて帰ることは功績として評価されます。少しでも点数を稼ぎたい私たちにとっては切実な問題だよ。わかるよね？」

　ぬぅ、と面おも白しろくない顔をするマクスウェル。だが一応の言い分は感じ取ったのだろう。パチンと指を鳴らしたマクスウェルは氷の鎖くさりでジンを縛り上げ、傷口を炎ほのおで焼き留めた。

「ァッ、グッ………！」

「ほう。いい根こん性じようだ。浅い傷とはいえ、切り傷を焼き留めて悲鳴を上げないとは」

　心にもない賛辞を告げるマクスウェル。リンは眉まゆ一つ動かすことなくそれを見届ける。下手へたに彼女が口を出せば、それが付け入らせる隙すきになるからだ。

「ま、嬲なぶるのは好きにしてもらってもいいけどさ。そろそろ退たい却きやくの準備をするように、皆みなの下もとにパシられてくれないかな」

「ほう………？　何故なぜ？」

　疑心の籠こもった瞳でリンを見る。彼は既すでにリンの言葉を信用していない。

　しかしリンも臆おくすることなくマクスウェルに告げる。

　この場をやり過ごすには、それしかないと内心で苦虫を嚙みつぶしながら。

「今から星海龍王の遺産を奪うばい、例の魔王の封ふう印いんを解きます。───全員に伝えてください。今すぐ、北側から脱出しろと」

　そう告げるとリンは星海龍王の龍角をローブから取り出した。ボロボロの生地に包まれていた二本の角は封印の座を前にして鈍にぶい光を発している。

　しかし光を発しているのは、龍角だけではなかった。

「───……噓」

　ジンは傷の痛みも忘れてその光を凝ぎよう視しする。

　だが忘れていたのは何も痛みだけではない。ジンの脳内からは今の窮きゆう地ちも外の戦いも、すぐ隣となりに居るマクスウェルさえも忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやられていた。

　───光を放っていたボロボロの生地は、一枚の旗印だった。

　その旗を忘れるはずがない。幼い頃ころからジンや黒ウサギはあの旗印を見上げて育ってきた。如何いかに奪うばわれ貶おとしめられようとも、心に靡なびく旗までは消すことが出来ない。

　赤地の布に金の縁ふち。陽の昇のぼる丘おかと少女を象かたどった、この世でたった一枚しかない旗印。

〝あの旗に恥はじじぬ男に育て〟。

　両親や大人の同士にそう願われてジンは育ってきた。そして、黒ウサギも、年長組や子供たちも、その言葉を胸に今日まで辛つらい日々を耐たえてきた。

　この身の全すべてと引き換かえても取り戻したかった、世界に一枚の───

「フン。こんなボロ布が人類史上、最も多くの魔王を倒したコミュニティの旗とは」

「………よく言うよ。そのリーダーに手も足も出なかったくせに」

　リンの呆あきれた口ぶりにムッと黙だまり込むマクスウェル。

　旗を台座に掲かかげ、星海龍王の龍角を差し込む。

「これで準備は出来た。後は龍角に炎ほのおを打ち込めば、地脈と活火山が刺激されて〝疑似創世図〟と〝赤道の十二辰しん〟の封印が解ける」

「〝龍〟の太陽主権………フフ。これで殿下も完成に一歩近づくわけだね」

　台座の前にマクスウェルが進み出る。龍角に両手を置いたマクスウェルは灼しやく熱ねつを放ち、

「さあ───地獄の窯かまを開こうか………!!!」




　　　　＊




　───〝煌焰の都〟工こう房ぼう街・第八八区画。

　宮きゆう殿でんを飛び出して縺もつれ込んでいた十六夜いざよいと殿下の戦いは、遂ついに七十七の区画を壊かい滅めつさせるまでに及およんだ。

　互たがいに肋ろつ骨こつが砕くだけ、四し肢しが腫はれ上がるほどの猛攻を打ち合い、腱けんが切れそうになる寸前にまで追い込んでいる。だが二人の闘とう志しは下がるどころが燃え上がる一方だった。それは何も手前のプライドを優先したものではない。十六夜も殿下も、両陣じん営えいの命運を背負って戦っているというこの状じよう況きようが、満まん身しん創そう痍いの身体からだから痛みを忘ぼう却きやくさせていた。

「ああああっぁぁぁぁぁ!!!」

「オオオオオォォォォォ!!!」

　辛かろうじて上がる右みぎ腕うでを振ふるい、雄お叫たけびを上げて獅し子し奮ふん迅じんの気き迫はくで相手の身体に突つき立てる。共に膝ひざを突きそうになるが崩れることはない。

　地じ盤ばんが二人の身体よりも先に悲鳴を上げて崩ほう落らくし、地下水脈まで落下する。普ふ段だんならどうという高さではない。しかし二人の身体は既に限界を超こえていた。自由落下した身体は冷たい水路に叩たたきつけられる。意識が飛びそうになっていた二人だが、冷水の冷たさのおかげで途と端たんに目を覚ます。十六夜が先に立ち上がると、殿下もすぐに身構える。

　だが立ち上がった互いの順番が、そのまま体の傷の深さを物語っていた。

　十六夜は肩かたで息をしながら皮肉そうに笑う。

「ハッ………どうした、白はく髪はつ鬼き………膝が笑ってるぞ」

「笑ってるのは、お前の………顔だ、馬ば鹿か」

　ケホッ、と喀かつ血けつする。どうやら肋骨が肺に刺さっているらしい。深刻な傷を負っているのは明らかに殿下の方だった。

「………。まだ、続けるのか？」

「当たり前だ。俺の敗北は〝ウロボロス〟の敗北。形勢が一気に逆転する。俺の部下が気張っているのに………俺が膝を折るわけにはいかないッ………！」

　更さらなる闘志を燃え上がらせ、殿下は顔を上げる。

　地下水路の冷水でさえ沸ふつ騰とうさせかねないその闘志を前にして、十六夜はどうしても問わずにはいられなかった。

「………わからねえ。お前やお前の部下は、何が目的で戦ってるんだ？　〝階層支配者〟を討うつことに何の意味がある？　どんな得がある？　秩ちつ序じよが乱れるだけじゃないのか？」

　溢あふれ出た疑問が堰せきを切ったように流れ出る。

　これだけ拳こぶしを交かわし合っても、十六夜には殿下という少年の背景がまるで見えてこない───いや、見えてくるものと行動が一いつ致ちしないのだ。

　認めたくはないが、この少年の本質は悪性のものではない。

　だからと言って善性のものかと問うとそうでもない。敢あえて属性を与あたえるというのなら中ちゆう庸ようというのがしっくりくる。そんなこの少年が自らの意志で悪行を為なすとは思えない。

　ならば答えは一つしかなかった。

「お前の背後には、もっと大きな連盟か組織がある。そこに命令されているんだろ？」

「……………」

　否定することも肯こう定ていすることも無く、殿下は黙だまって天を仰あおぐ。

　曇どん天てんは未いまだに星と月を隠かくしている。今こ宵よいはもう星明かりが見えることはないだろう。それでも暗く閉とざされた天に光明を見み出いだす様に手を伸のばし、力強く握りしめる。

「………目的なんかねえよ」

「何だと？」

「俺自身に目的はない。悪いがこう見えても、生後三年未満でね。世の中にどういう世界が広がってるのかとか、どういう物が欲しいのかとか。そんなことを考えてる暇ひまもなかった。あるのは生まれついて与えられた知識だけさ」

「………な、」

　殿下の告白に、十六夜は雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けた。それはかつてない衝撃だったと言っても過言ではない。百万の拳を打ち付けられるよりも激しいショックに絶句した。それはもう善性や悪性を問う以前の問題だ。

　この少年は中庸ですらなく───罪深いほどに、無む垢くな子供でしかない。

「そんな俺でも、財産の一つくらいある。俺を〝殿下〟と呼んで神み輿こしにし、担かつぎ上げてくれた奴やつらがいる。目的と呼べるものがあるならそれがそうだ。俺の部下が俺にどんな夢を見ているかは知らない。だけど俺の背中にアイツらが夢見てるっていうなら───」

　握りしめた拳を真っ直すぐ前に出し。

　金眼に変わらぬ闘志を燃え上がらせた。

「───夢を見せて走り抜ぬく。この神々の箱庭を駆かけあがる。その為の障害はなんであろうと踏ふみ倒たおす。それが俺の生みの親だろうと、魔ま王おうだろうと関係ない。グー爺じいやアウラ、そしてリンの忠誠だけが、俺を導く唯ゆい一いつの指針だ」

　濁にごりの無い、真っ直ぐな眼まな差ざし。この白髪金眼の少年は部下の忠誠を尊いと信じ、それだけを縁えんにして満身創痍の身体を前に動かしていた。

「……………」

　十六夜はその高貴な決意に、痛々しい視線を投げ返す。

　最も早はや聞いてはいられなかった。生まれたばかりの子供に経験が伴ともなわない知識だけを与え、傷だらけになるまで戦わせる覚かく悟ごが、正しいものとは思えなかった。

　まだこの少年自身に夢や野望があるならそれでよかった。

　十六夜は自分の〝善し〟と思う方向に物事を捻じ曲げねば気が済まない性しよう分ぶんだ。それが時に他人にのみ都合のいい結果を生み出す時もある。しかしそれは彼が望んだ戦いの結果だ。故ゆえに後こう悔かいなどない。自分の責任を自分の中で昇華できるのなら何も気負うことはない。

　だがしかし。戦いを望む理由すら無いままに戦うのなら───この少年は、どんな形で報むくわれるのだろう………？

「………。まあ、お前の人生だ。他人に捧ささげるっていうなら止めやしねえがな。俺は逆に戦う理由が増えたぞ、クソが」

　先ほど以上の闘志を拳に込める。今ならば神仏でさえこの拳は容易たやすく砕くだろう。それほどの万力と憤ふん怒ぬを込めて突き出した。

「全力で───お前の人生を後悔させてやる。御ご綺き麗れいな理由を付けて、自分の戦う理由を他人に依い存そんさせるような餓が鬼きは、全力でぶつかられて倒れるべきだ。それをお前に今から分からせてやる」

　人生は戦いの連続だ。そこに外界も異界もない。箱庭では偶ぐう然ぜん、それがギフトゲームという代理戦争を行っているというだけのこと。

　十六夜が居た世界でも、社会戦争に敗北したものの末路は悲ひ惨さんなものだ。最悪は首を括くくって命を落とす。武力が絡からまずとも戦争は起き、人は死ぬのだ。

　その戦う理由を他人に預けているこの少年は───そもそも、生きてすらいない。

　人が戦う理由は、何時だって己おのれ自身の夢の為ためであるべきだと十六夜は信じていた。

　故にこの拳でこの少年を打ち砕く。

　その先に何が見えるのかは彼次し第だいだ。

「正しよう真しん正しよう銘めい、次でこのゲームは終幕だ。───覚悟はいいか？」

「ああ。勝つのは俺だけどな」

　白髪金眼の少年は最後まで譲ゆずらない。

　勝算は０ではない。勝ちの目があるというのならそれに縋すがる。そして摑つかむ。僅わずか三年の人生しか積んでいない彼だが、何時だってそうやって勝ってきた。

　地下水路の水面は二人の闘志で激しく揺ゆれ、今にも弾はじけ飛びそうだ。地盤も軋きしんで悲鳴を上げている。何時砕けても不思議ではない。

　気き焰えん万ばん丈じようの闘志を燃え上がらせた二人の戦いは───

「───っ、⁉」




　大地の地ち殻かくから立ち昇のぼる、それ以上の脅きよう威いによって妨ぼう害がいされた。




「揺れてる………デカイ！　只ただの地じ震しんじゃないぞ⁉」

　傷だらけの二人は立っていられず、構えを解いて壁かべに凭もたれ掛かかる。とても自然発生したとは思えない大地の揺れは、整備された地下水路を歪ゆがめてさらに軋む。

　地上で倒とう壊かいしていく家屋の音は十や二十では収まらない。

　大地の表面を平らにしようと何者かが揺さぶりをかけている。そんな意図すら取れるほど尋じん常じようでない大おお地じ震しんだ。巨きよ峰ほうへと繫つながっている地下水路は、その震しん源げんが山脈の下であることを二人に知らせた。

（休きゆう眠みんしていた活火山が噴ふん火かするのか？　でもこんな時に………？）

　何者かが意図的に地震を起こしている。理由も方法も分からないが、十六夜はそれを前提に思考を奔はしらせる。

　だが心当たりのある殿下は、既にこの地震の発生源を感づいていた。

「まさか………封印を解いたのか⁉　ゲームはまだ続いているのに何を考えている⁉」

「おい、どういうことだ⁉」

「説明は後だ‼　今すぐゲームの中断を承しよう諾だくしろ‼　すぐに〝煌こう焰えんの都〟を離はなれないと、皆みな殺ごろしにされるぞ‼」

〝契約書類ギアスロール〟を取り出した殿下は半はん狂きよう乱らんになってそれを投げる。意味も分からず受け取る十六夜だが、黙ってサインするわけにもいかなかった。

「どういうことだ、先に説明しろ‼　この地震はお前たちが原因じゃないのか⁉」

「くそ、土ど壇たん場ばで察しが悪いなお前ッ！　俺達が原因だが、こっちでも予想外だッ！　この大地震は地下に封ふう印いんされてる魔王が復活する余波とでも思っとけッ！」

「よ………余波だと………⁉」

　身も蓋ふたもない説明に言葉を失う。これだけの大地震だ。十六夜が拳を振ふるったとしても起こせるとは思えない。なのにそれが只の余波だと殿下は告げるのだ。

　この余波が巨峰の下から発生しているということは───

「───待て。まさかその魔王が封印されているのは………宮きゆう殿でんの裏にある巨峰か？」

　地震は更に力を強め、遂ついには活火山が噴火する音が地下水脈に響ひびいた。殿下は苦い顔で十六夜の顔を睨にらみ、頷うなずいた。

「今の噴火が、最後の予兆だろう。復活した魔王が最初に狙ねらうのは───十中八九、〝サラマンドラ〟の宮殿だ」

「っ───!!!」

　それ以上の言葉はいらなかった。十六夜は満身創痍の身体に鞭むちを打って地下水脈から飛び上がる。大地の揺れも魔王の脅威も忘れ、仲間たちの下もとに走った。
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　───そして、地じ獄ごくの窯かまは開かれた。




　　　　＊




　───〝煌こう焰えんの都〟第五右う翼よくの宮。

　大地震の発生で、宮殿内は戦いどころではなくなっていた。巨きよ人じん族は軒のき並なみ膝ひざをついて伏ふせ、火か龍りゆうたちも疲ひ弊へいした身体からだでは長く飛んでいられずに地に伏している。

　活火山の噴火は遠目から見た侵しん略りやく者たちの目にも映り、街中に侵しん入にゆうしていた巨人族は次々と後退していく。

　だが彼らが真に恐きよう怖ふしたのは活火山から溢れた溶よう岩がんなどではない。

　第五右翼の宮で匿かくまわれていた黒ウサギも、噴火した活火山を不安そうに眺ながめていた。

（何でしょう………何か、とてつもなく恐おそろしい気配がするのです………）

　神気を失った黒ウサギでさえ、何か強大な力が地下深くで蠢うごめいているのを感じ取っていた。とめどなく溶岩を溢れさせる活火山は、まるで地獄の窯を開いたかのような姿だ。

　あの活火山から姿を現す者がいるのだとしたら───それはきっと、地獄が形を持って闊かつ歩ぽするような怪かい物ぶつに違ちがいない。

（〝サラマンドラ〟の宮殿は溶岩に囲まれても大だい丈じよう夫ぶだということですが………外で戦っている皆みなさんは、本当に大丈夫なのでしょうか）

　ウサ耳の無い黒ウサギだが、戦せん況きようが芳かんばしくないことは流石さすがに分かる。

　もしも〝審しん判ぱん権限〟が使えたのならと口くち惜おしい気持ちが胸を締しめ付けたが、それは言っても詮せん無ないことだ。

　曇どん天てんに隠かくれた月を見上げ、せめて同士たちの無事を祈いのる。

　───どうか、皆さんが無事に帰ってきますように。

　───どうか、またあの楽しい日々に戻もどれますように。

　───我が主神よ。皆さんに、軍神のご加護をお授さずけください。

　両手を合わせて一心に願う。そうしたら、少しだけ心が軽くなった。

「………よし！　これできっと大丈夫なのです！」

　ムンッ！　と両手に気合を入れる。心なしか、地震も緩ゆるやかになってきた。これも帝たい釈しやく天てんのご加護によるものだろう。

　曇天も僅かに晴れた。雲間からうっすらと覗のぞく月を見上げ───




　　　　＊




　───〝煌焰の都〟外壁正面の門前。

　活火山の噴火によって、戦線は一時的に静止した。皆、誰の命令を受けたわけでもない。

　火龍も古豪の戦士も巨人族も、巨峰の峰から溢れる溶岩を目まの当たりにして一いつ斉せいに動きを止めたのだ。如何いかに巨人族、如何に古豪の化け生しようといえど、溶岩に吞のみ込まれれば為なすすべもない。それで無事でいられるのは大型の火龍たちぐらいだろう。海流と溶岩に挟はさまれて四し面めん楚そ歌かの巨人族には既すでに混乱が広がり始めている。攻め込むならば今しかない。

　飛鳥あすかも目まぐるしく変わる戦況を見定めようと足を止める。

　彼女が異変を察したのは、その時だった。

「───っ、？」

　ゾクリ、と。

　特別に何があった、というわけではない。ただ背筋に冷たい悪お寒かんが走った。寒気というような軽々しいものではない。まるで死神の指が彼女の背を撫でた様な不快感があった。

　飛鳥と同じく蛟こう劉りゆうが、混こん世せい魔ま王おうが、ペストが、グライアが、活火山に視線を向ける。

「………なんや、今の」

　サンドラと一体化した混世魔王を捕らえようと策を張り巡めぐらしながら戦っていた蛟劉だが、今の一瞬の悪寒が全すべての思考を奪うばい去った。

　敵意を感じたわけでもなければ威い圧あつされたというわけでもない。

　敢あえて喩たとえるのなら───獅し子しの身み動じろぎで過敏に反応する小こ鹿じかのよう。

（なんや………何が起きとる………⁉）

　気が付けば棍こん棒ぼうを握にぎる蛟劉の両手は汗で濡ぬれていた。百ひやく戦せん錬れん磨まを謳うたう彼の直観は今、言いようの無い脅きよう威いを感じ取っている。気配の出所を探さぐろうと瞳を閉じて活火山に集中する。しかし活火山には既に大きな霊れい格かくは感じられない。故ゆえにその残ざん滓しを更さらに追つい尾びする。

　一帯を支配する目に見えない重圧とその存在感は───

「空………！」

　蛟劉と同刻、耀ようは宮きゆう殿でん内から気配を追っていた。探査能力で言えば彼女は屈指の実力である。蛟劉よりも早く脅威の出所に気が付いた耀は、天を仰いで瞳を凝こらす。夜行性の猛もう禽きん類るいと同じ瞳を光らせて雲間を探る。其そ処こからはさほど時間がかからなかった。

　元凶は、姿を隠す事すらしていなかったのだから。

「………っ……⁉」

　濃こい雲海に包まれていた曇天の隙すき間まを縫ぬうように、朧おぼろ月づきが姿を現す。零こぼれ落ちそうな黄色の月明かりと被かぶさる様に、翼つばさを広げる小さな影かげが見えた。

　月明かりを背負う影は全身が白く、正当な進化を積んだとは思えない歪いびつな翼を大きく広げて宮殿を見下ろしている。生命体としての龍はあのような造形をしていない。

（龍種の純血は系統樹が存在しない………でも、あんな姿の生き物がいるの………⁉）

　夜天を照らす凶星の様な紅玉の眼。

　顎あごから頭ず蓋がいを貫かん通つうした杭くいを打たれた異形の三本首。

　三つの双そう眸ぼうと六つの眼球は敵の胆たん力りよくを根こそぎ枯かれさせるだろう。生物としての機能性も感じられなければ、神秘性を高めるための崇すう高こうさも感じられない。見る者の全てが生理的に嫌けん悪おを抱いだくその造形は元より畏い怖ふされることを目的にしているとしか思えない。

　全長は十尺前後しかないというのに───その筆舌に尽つくし難がたい威圧感は、巨龍すら凌りよう駕がしている。

（間違いない………最強種だ。それもきっと、巨龍以上の………！）

　三頭龍は〝煌焰の都〟の上で滞空し、六つの眼で俯ふ瞰かんする。

　それぞれの頭が別々の方角を見下ろしているのは現状を把は握あくすることに努めているからだろう。その仕草からこの怪物に知性があることを誰もが確信する。

　三つある首をそれぞれ動かし、幾いく度どか首を傾げる仕草を繰り返した後───三頭龍は、翼を数倍にまで拡大させて羽ばたく。

　無造作に行われた三頭龍の羽ばたきは───月夜を覆い隠す曇天を瞬またたく間に消し飛ばし、一瞬にして夜の帳とばりを搔かき消した。

「───まずいッ!!!　ウィラ、先に逃げて!!!」

　え？　と小首を傾げるウィラ。しかし何もかもが遅かった。

　三頭龍の羽ばたきによって雲海は左右に引き裂さかれて消失し、大気を揺らす衝撃は波となって星の光を捻ねじ曲げる。その波は大きな二つの竜たつ巻まきとなって都市部を駆かけ抜ぬけ、蛟劉が造り出した海流までもを瞬く間に搔き消したのだ。

「なッ………なんやとッ⁉」

　だがそれだけではとどまらない。蛟劉が召しよう喚かんしていた大海象は竜巻に吞み込まれて、有う象ぞう無む象ぞうの区別なく全ての勢力を吞み込んで崩ほう壊かいさせていく。

「ウオオオオオオォォォォォォ!!!」

「ＧＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａ!!!」

　硝子ガラスで出来た歩廊も、巨人族の戦せん斧ぷも、火龍の鱗うろこも翼も、ありとあらゆる物が区別なく天へと巻き上げられていく。こうなってはもうゲームがどうこうという事態ではない。都市部も宮殿も羽ばたき一つで瓦が解かいして崩くずれ去っていった。

「きゃあ⁉」

「ウィラ！」

　瓦解した宮殿と共に旋せん風ぷうに巻き上げられる耀とウィラ。しかし雷光の速度で駆け付けたアルマテイアが二人を咥くわえて竜巻の中を突つっ切る。咥えた二人の衣服を器用に回して背中に乗せたアルマテイアは、焦しよう燥そう感に駆り立てられながら叫さけんだ。

『二人とも摑つかまって！　今すぐにこの地域から離り脱だつしますッ！』

「だ、駄だ目めだそんなの！　みんなを置いてなんて逃げられないッ！」

『口答えは許しませんッ！　あの魔王は最強種！　討とう伐ばつは天軍の領分です！　貴女あなただって実力の差が分からないほど未熟というわけではないでしょうッ!!!』

　強烈に叱しつ咤たして耀を黙だまらせる。それでも反論しようとした耀だったが、そんな意思はすぐに消し飛んだ。彼女の視界の端はしに、瓦が礫れきの上で横たわる黒ウサギが映ったからだ。

「まずい。あんなところに独りでいたら………！」

　黒ウサギは耀たちに気が付かない。放心したまま三頭龍を見上げ、唇を戦慄わななかせる。

「あ………あ、っぁ………⁉」

　黒ウサギの幼い頃ころの記憶が、脳のう裏りに沸々と蘇よみがえる。

　燃え盛る故郷と阿あ鼻び叫きよう喚かん。森を埋うめ尽くすほどの獣けものの群れ。

〝月の兎うさぎ〟の一族を、たった一夜で滅ほろぼした怪物。

「噓うそ………だって、あの魔王は………金糸雀カナリア様たちが倒たおしたって………⁉」

　一歩、二歩、我を忘れたように朧げな足取りで歩む。しかしそれが仇あだとなった。

　三頭龍の双眸と眼は瓦礫の上に立っている黒ウサギを見つけるや否いなや、この世のものとは思えぬ絶ぜつ叫きようを上げて急降下したのだ。

「────ＧＹＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａａａａａａａａａａＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＹＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａａ!!!」

　その絶叫は活火山の溶岩さえも押し返し大地に巨大な亀き裂れつを発生させた。ペンダントランプは砕くだけ散り、最後に硝子の華はなを都市をばら撒いて消えていく。

　放心したままの黒ウサギは突とつ進しんしてくる三頭龍をぼんやりと眺ながめながら、他人ひと事ごとのように察した。

　───ああ。此こ処こで死ぬのだと。

「────────っがれ、ウサギ────!!!」

　大気が爆はぜる音。そして二つの絶叫。

　ぐちゅ、と拳こぶしが砕ける音。鮮せん血けつが黒ウサギを染める。艶つややかな黒くろ髪かみと白い肌はだは五ご臓ぞう六ろつ腑ぷから溢あふれた夥おびただしい量の血液によって血染めの化け粧しようとなった。それが誰の血化粧なのか理解した黒ウサギは瞳を極限にまで見開き、信じられない物を見るかのような声を上げた。

「………十六、夜さん………？」

　致ち命めい傷しようだった。脇わき腹ばらを抉えぐる三さん頭とう龍りゆうの爪つめは十六夜の五臓六腑を貫つらぬいていた。

　どんな強敵にも泰たい然ぜんと向かっていったその表情は苦く悶もんに歪ゆがみ、呼吸は激しく乱れ、瞬く間に血色を失っていく。三頭龍の爪を食らう直前に頭蓋を殴なぐった拳は、その反動だけでぐちゃぐちゃに折れ曲がって砕けていた。

　十六夜は砕けた右みぎ腕うでを見つめて、生しよう涯がい初めての感かん慨がいを嚙かみ締める。

（………参ったな、こりゃ）

　───勝てない、と。理屈ではなく、厳然たる事実として十六夜は胸に受け止める。

　先ほど以上の放心状態に陥おちいりそうになる黒ウサギだったが、そんな猶ゆう予よをくれるほど軽い敵ではない。十六夜は脇腹で爪を抱き留めたまま、ありったけの声で叫んだ。
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「くっ、ぁ………黒、ウサギを………連れて逃げろ、アルマテイアッ!!!」

『っ、心得たッ！』

　決死の叫びに応じ、蹄ひづめを翻ひるがえすアルマテイア。彼女とて戦士だ。それも百戦錬磨の戦士だ。十六夜がその叫びに込めた万ばん感かんの想おもいを察するのは容易たやすかった。黒ウサギを捕らえたアルマテイアは飛び去るその一瞬、十六夜に一礼して告げる。

『───御武運を』

「………ああ。そいつらの事を頼んだ。この龍は………俺が足止めする………!!!」

　その言葉に。その背中に。黒ウサギは、追つい憶おくの彼方かなたに見た両親の姿が重なった。

「だ………駄、ぁ、………駄目………!!!」

　知っている。あの背中が物語る覚かく悟ごを知っている。その覚悟の行く末を知っている。黒ウサギはアルマテイアの背中から身を乗り出し、必死に十六夜の背中に手を伸のばす。

　それに気が付いた十六夜は苦悶の表情を無理やり笑みに変え、首を横に振ふった。

「───ごめん。旗を取り戻もどす約束は………果たせそうにない」

　生涯で初めて、真っ直すぐな言葉で謝罪した。黒ウサギは言葉にならない叫びを上げて身を乗り出そうとするが、耀とアルマテイアがそれを制す。黒ウサギは滂ぼう沱だの涙を流して手を伸ばすが、彼女の手が届くことはない。

　遠ざかる彼の背中は、天から降り注ぐ漆しつ黒こくの紙吹雪ふぶきの中に消える。三頭龍は逃げる彼女たちには目もくれず、三つの双眸と六つの眼で静かに十六夜を見定めていた。

『………ふふ。同士の為ために命を懸かけるか。やはり地獄のちまたは、幾いく星せい霜そうの時を経へても私を滾たぎらせて止やまん』

「………。ハッ。こっちこそ……驚きよう天てん、動どう地ちだ。まさか言葉を、話せるなんてな」

『無論。本来ならば己おのれの怪物性を高めるに言葉は使わぬ。───しかし、死者が相手ならば話は別だ。黄泉よみ路じの土産みやげぐらいにはなるだろう？』

　巨きよ腕わんを振って十六夜を爪から振るい落す。その際に大量の血が傷から噴ふん出しゆつしたが、それを筋力で無理やり抑おさえ込む。

　十六夜は口元の血を拭ぬぐい、不ふ遜そんに笑って構えを取った。

「そりゃ中々、気が利きいてる。どうしても一つだけ………アンタに、聞いておきたかった」

　ほう、と三頭龍は意外そうな声を漏もらす。このような窮地で己に問いを投げかける者がいるとは思わなかったのだろう。

　呼吸を整えた十六夜は紅玉の様な六つの眼を直視して問うた。

「お前は───何者だ？」

　真しん剣けんな問いに、三頭龍は失笑で返した。だが仕方がないだろう。彼が封印されていた二百年前には、箱庭の全ての住人がその名を恐おそれていた。全てが彼を畏怖した。

『よもや我が名を問う者が現れるとはな。………いいだろう。二百年ぶりの闘とう争そうだ。名乗りを上げるぐらいの贅ぜい沢たくは許されて然しかるべきだ』

　三頭龍は〝Aksara〟───〝悪〟の原語を刻んだ旗を背中に靡なびかせて誇こ示じする。

　それは世界の実像がまだ不明確だった頃。天と地が分かれ、陰いんと陽が生まれ、善と悪が制定され、彼らはこの世に零れ落ちた最小単位で形成される最古の宇宙観コスモロジー。

　その半身を背に担い、三頭龍の白はく蛇じやは己の名を口にした。

『箱庭第三桁けた・〝拝火教ゾロアスター〟神群が一柱───魔ま王おうアジ＝ダカーハ。宗主より旗と第三桁を預かり今生を魔王として過ごすことを約束された、不ふ俱ぐ戴たい天てんの化身であるッ!!!』

　活火山から、灼しやく熱ねつの風が吹ふく。地獄の山河の如ごとき風を受け、純白の総身と紅玉の瞳を滾らせる魔王は、〝悪〟の旗を靡かせて吼ほえた。




『いざ来たれ、幾百年ぶりの英えい傑けつよッ!!!

　死力を尽くせッ!!!

　知ち謀ぼうを尽くせッ!!!

　蛮ばん勇ゆうを尽くし───我が胸を貫く光こう輝きの剣となってみせよッ!!!』




　その夜、星々が揺ゆれた。三界を突き抜ける嵐あらしが吹いた。

　静止していた世界を廻る歯車が、激動と共に動き出した。







　あとがき







　皆みな様さまお久しぶりです。もう何も怖こわくない竜たつノの湖こ太た郎ろうです。

「問題児シリーズ」のアニメ化ですが、盛せい況きようだったようで本当に何よりです。

　読者の皆さんにも楽しんでいただけたのならとても嬉うれしいです。

　スタッフの皆様は素す敵てきな企き画かくをありがとうございました。

　そして共に走り回ってくれた編集Ｙさん、編集Ｔさん、そしてイラストレーターの天あま之の有ゆう先生。ご迷めい惑わくも沢たく山さんおかけしましたが、一いつ緒しよに頑がん張ばっていただき本当にありがとうございました。色々な方のお力ちから添ぞえがあって「問題児シリーズ」は無事にアニメ化されました。

　関係者の皆様には重ね重ねお礼を申し上げます。




　……さて。

　もうこれで、本ッッ当に何も怖くないなッ!!!

　だってアニメの放送も終わったしッ！　メディア展開としては一番忙いそがしい山場を越こえたしッ！　後は七なな桃ももりお先生と坂さか野の杏あん梨り先生のダブルコミカライズをゆっくり楽しませていただくだけさ！　これでようやく執しつ筆ぴつに専念できるしね！

　アニメ化が決まった時は浮うき足あし立だってましたけれども実際に関かかわってみると忙しさが十倍に膨ふくれ上がった感じでした。世の中のアニメ化作家さんはみんな凄すごいですね本当に。

　しかしアニメ放送が終わったからといって「問題児シリーズ」が終わるわけではありません。次巻は七月の末に刊行されます。重要な話が詰つまっていますので楽しみにしていて下さい。




　物語は此こ処こからは一気に急加速していきます。

　刊行も少し早めていこうかと思うので、最後までついて来ていただければ嬉しいです。

　新刊でまたお会いできるのを楽しみにしています。





竜ノ湖太郎　　












問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？




落らく陽よう、そして墜つい月げつ








竜たつノの湖こ太た郎ろう
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